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第65回“社会を明るくする運動”作文コンテスト入賞作品1

は
し
が
き

　
法
務
省
が
主
唱
す
る
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。

　
そ
の
中
で
も
こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
本
運
動
の
一
環
と
し
て
、
次
代
を
担
う
全
国
の
小
・
中
学
生
に
、
日
常
の
家
庭
生
活
、
学

校
生
活
の
中
で
、
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
や
犯
罪
や
非
行
な
ど
に
関
し
て
考
え
た
こ
と
や
感

じ
た
こ
と
を
作
文
に
書
く
こ
と
を
通
じ
て
、
本
運
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
第
四
三
回
（
平
成
五
年
）

運
動
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
回
で
二
三
回
と
な
り
ま
し
た
。

　
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
回
は
、
全
国
か
ら
小
学
生
の
部
一
二
六
、
九
二
九
点
、
中
学
生
の
部
一
八
一
、

八
八
九
点
、
合
計
三
〇
八
、
八
一
八
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
作
品
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
推
進
委
員
会
の
選
考
を
経
て
、

中
央
推
進
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、
法
務
大
臣
賞
を
は
じ
め
と
し
て
、
小
学
生
の
部
一
六
点
、
中
学
生
の
部
一
六
点
の
入
賞
作
品
を

決
定
し
ま
し
た
。

　
本
作
文
集
は
、
こ
の
入
賞
作
品
を
収
録
し
た
も
の
で
、
更
生
保
護
法
人
立
川
更
生
保
護
財
団
の
御
協
力
に
よ
り
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
人
に
作
文
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
役
立

て
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
応
募
を
さ
れ
る
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
参
考
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
に
当
た
り
、
御
後
援
を
い
た
だ
い
た
全
国
連
合
小
学
校
長
会
、
全
日
本
中
学
校
長
会
、

全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会
、
全
日
本
中
学
校
国
語
教
育
研
究
協
議
会
、
公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
を
は
じ
め
、
多

大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
全
国
の
教
育
委
員
会
や
学
校
関
係
者
の
皆
様
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
八
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
省

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

中
央
推
進
委
員
会



2

最
優
秀
賞
（
小
学
生
・
中
学
生
）

法
務
大
臣
賞

つ
な
が
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
立
平
城
小
学
校	

六
年	

高
　
橋
　
真
　
衣	

6

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

………
…
…

福
岡
県
北
九
州
市
立
霧
丘
中
学
校	

一
年	

重
　
岡
　
萌
　
花	

9

優
秀
賞

全
国
連
合
小
学
校
長
会
会
長
賞

愛
情
で
幸
せ
に

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
海
道
札
幌
市
立
山
の
手
小
学
校	

六
年	

三
　
野
　
隼
　
成	

12

「
自
分
の
中
に
あ
る
花
畑
」

……
…
…
…
…
…

千
葉
県
南
房
総
市
立
千
倉
小
学
校	

五
年	

山
　
口
　
朋
　
希	

14

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
…
…
…
…
…
…
…
兵
庫
県
加
古
川
市
立
野
口
北
小
学
校	

五
年	

平
　
山
　
武
斗
士	

17

全
日
本
中
学
校
長
会
会
長
賞

「
や
め
な
よ
。」
の
一
声
で
…
…
…
…
…
…
…
宮
城
県
気
仙
沼
市
立
松
岩
中
学
校	

一
年	

西
　
條
　
秀
　
都	

19

一
緒
に
帰
ろ
う
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
神
奈
川
県
川
崎
市
立
金
程
中
学
校	

三
年	

木
　
村
　
彩
　
乃	

22

人
生
は
、
一
度
き
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
愛
知
県
名
古
屋
市
立
一
柳
中
学
校	

三
年	

奥
　
村
　
　
　
颯	

25

目
　
次
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全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
賞
（
小
学
生
の
部
）

つ
な
が
り
の
あ
る
社
会
に
…
…
…
…
…
…
…
茨
城
県
筑
西
市
立
関
城
東
小
学
校	

六
年	

根
　
本
　
侑
　
真	

28

「
や
さ
し
さ
を
広
げ
る
種
に
」…
…
…
…
…
…

新
潟
県
五
泉
市
立
愛
宕
小
学
校	

五
年	

塚
　
野
　
み
ず
ほ	

30

犯
罪
を
な
く
し
て
明
る
い
社
会
に
…
…
…
…
…

山
口
県
萩
市
立
椿
東
小
学
校	

六
年	

野
　
稲
　
太
　
陽	

33

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
賞
（
中
学
生
の
部
）

減
ら
せ
犯
罪
!!
　
心
の
お
相
撲
さ
ん
…
…
…

青
森
県
八
戸
市
立
是
川
中
学
校	

一
年	

佐
々
木
　
陽
菜
乃	

36

お
節
介
が
こ
の
世
を
救
う
!!

…
…
…
…
…
…
…
神
奈
川
県
川
崎
市
立
京
町
中
学
校	

二
年	

新
　
城
　
伊
　
吹	

39

あ
た
た
か
い
社
会
を
目
指
し
て
…
…
…
…
…
京
都
府
福
知
山
市
立
桃
映
中
学
校	

二
年	

横
　
山
　
あ
い
り	

41

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞
（
小
学
生
の
部
）

地
域
で
守
る
明
る
い
町
に
…
…
…
…
…
…
…

岩
手
県
盛
岡
市
立
土
淵
小
学
校	

六
年	

山
　
田
　
慎
　
人	

44

あ
り
が
と
う
は
お
た
が
い
様
の
心
…
…
…
…
…

山
形
県
上
山
市
立
南
小
学
校	

六
年	

小
　
山
　
広
　
華	

46

地
域
で
取
り
組
む
防
犯
…
…
…
…
…
…
…
香
川
県
観
音
寺
市
立
一
ノ
谷
小
学
校	

六
年	

橋
　
本
　
　
　
華	

49

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞
（
中
学
生
の
部
）

言
葉
の
重
み
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

埼
玉
県
所
沢
市
立
安
松
中
学
校	

三
年	

有
　
元
　
百
　
花	

52

お
か
え
り
と
い
え
る
人
に

……
…
…
…
…
…
…

静
岡
県
下
田
市
立
下
田
中
学
校	

三
年	

中
　
村
　
泉
　
稀	

55

許
す
こ
と
、
許
さ
れ
る
こ
と
…
…

広
島
県
私
立
近
畿
大
学
附
属
東
広
島
中
学
校	

二
年	

木
　
内
　
香
　
緒	

58



4

日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
賞
（
小
学
生
の
部
）

「
ぼ
く
た
ち
に
出
来
る
こ
と
」…
…
…
…
…
…

山
梨
県
甲
府
市
立
舞
鶴
小
学
校	

六
年	

櫻
　
井
　
翔
　
英	

61

「
想
い
の
か
け
橋
」…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

広
島
県
広
島
市
立
山
本
小
学
校	

六
年	

森
　
　
　
ひ
な
た	

64

地
域
の
チ
カ
ラ
…
…
…
…
…
…
…
…

大
分
県
豊
後
大
野
市
立
三
重
第
一
小
学
校	

六
年	

松
　
尾
　
清
　
加	

67

日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
賞
（
中
学
生
の
部
）

僕
を
変
え
て
く
れ
た
も
の
…
…
…
…
…
…
…

福
井
県
坂
井
市
立
三
国
中
学
校	

二
年	

樋
　
田
　
真
　
優	

70

支
え
た
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

広
島
県
広
島
市
立
戸
山
中
学
校	

三
年	

橋
　
本
　
　
　
萌	

72

温
か
い
ご
飯
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
長
崎
県
大
村
市
立
西
大
村
中
学
校	

三
年	

久
　
保
　
樹
　
生	

75

日
本
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞
（
小
学
生
の
部
）

手
を
さ
し
の
べ
て
あ
げ
ら
れ
る
社
会
…
…
…

新
潟
県
新
潟
市
立
沼
垂
小
学
校	

六
年	

高
　
野
　
真
　
実	

78

地
域
と
防
犯
～
つ
な
が
り
の
大
切
さ
～
…
…

兵
庫
県
神
戸
市
立
名
谷
小
学
校	

六
年	

寺
　
岡
　
里
　
紗	

80

や
さ
し
さ
は
、
わ
た
し
か
ら
…
…
…
…
…
…
…

山
口
県
光
市
立
岩
田
小
学
校	

一
年	

古
　
木
　
智
　
子	

83

日
本
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞
（
中
学
生
の
部
）

犯
罪
を
な
く
す
た
め
に
…
…
…
…
…
…
…
宮
城
県
多
賀
城
市
立
多
賀
城
中
学
校	

一
年	

畠
　
山
　
　
　
宗	

85

明
る
い
社
会
と
は
何
か
…
…
…
…
…
…
…
…

兵
庫
県
高
砂
市
立
松
陽
中
学
校	

二
年	

萬
　
山
　
花
　
音	

88

温
か
い
心
に
触
れ
る
こ
と
で
…
…
…
…
…
…
福
岡
県
福
岡
市
立
和
白
丘
中
学
校	

一
年	

後
　
藤
　
　
　
駆	

91
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更
生
保
護
法
人
　
立
川
更
生
保
護
財
団
に
つ
い
て

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

94

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

95

お
問
い
合
わ
せ
先

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

96

全
国
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会
会
長

東
京
都
東
村
山
市
立
大
岱
小
学
校
校
長

川
　
畑
　
庄
　
二

全
日
本
中
学
校
国
語
教
育
研
究
協
議
会
会
長

東
京
都
板
橋
区
立
向
原
中
学
校
校
長

新
飯
田
　
潤
　
一

更
生
保
護
法
人

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長

野
　
沢
　
太
　
三

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長千

　
葉
　
景
　
子

日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長

戸
　
田
　
信
　
久

更
生
保
護
法
人

日
本
更
生
保
護
協
会
理
事
長

奥
　
田
　
　
　
碩

法
務
省
保
護
局
長

片
　
岡
　
　
　
弘

審 
査 
員

（
肩
書
き
は
審
査
当
日
）

第
66
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
お
知
ら
せ



6

小学生の部

法
務
大
臣
賞
（
最
優
秀
賞
）

つ
な
が
り

愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
立
平
城
小
学
校
　
六
年
　

高た
か
は
し橋

　
真ま

衣い

私
は
、
３
年
生
の
と
き
か
ら
社
明
運
動
の
一
環
と
し
て

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
を
し
て
い
ま
す
。
初
め
は
な
ぜ
こ
ん
な

こ
と
を
す
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
講
演
を
聞

い
て
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
講
演
の
中
で
、「
保
護

司
」
と
い
う
職
業
が
出
て
き
ま
し
た
。
真
っ
先
に
、
祖
父

の
姿
が
浮
か
び
ま
し
た
。

私
の
祖
父
は
保
護
司
で
す
。
保
護
司
さ
ん
は
、
更
生
し

よ
う
と
努
力
し
て
い
る
人
を
親
の
よ
う
な
温
か
い
目
で
、

そ
し
て
厳
し
い
心
で
暗
い
道
か
ら
明
る
い
道
へ
と
導
き
、

二
度
と
暗
い
道
に
戻
さ
な
い
手
助
け
を
す
る
す
ば
ら
し
い

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
保
護
司
さ
ん
の
よ
う
な
仕

事
が
な
か
っ
た
ら
、
犯
罪
が
伝
染
病
の
よ
う
に
広
が
っ
て

い
き
、
と
て
も
お
そ
ろ
し
い
世
の
中
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
世
の
中
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
努
力
し
て
い
る
保
護
司
さ
ん
は
、
危
険
も
伴
う
こ
と
も

あ
る
と
思
い
、
私
は
、
講
演
に
来
ら
れ
た
保
護
司
さ
ん
に

質
問
し
ま
し
た
。

「
保
護
司
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
一
番
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
は
何
で
す
か
。」

と
聞
く
と
、

「
更
生
し
た
人
が
会
い
に
来
て
く
れ
た
時
。」

と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
家
に
帰
っ
て
、
祖
父
に
同
じ
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質
問
を
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
も
う
保
護
司
を
退
職

し
た
祖
父
の
と
こ
ろ
に
、
今
で
も
更
生
し
た
人
が
会
い
に

来
て
く
れ
る
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の

こ
と
を
聞
い
た
と
き
、
人
に
は
「
つ
な
が
り
」
が
必
要
不

可
欠
な
も
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

先
日
、
曾
祖
母
と
祖
母
の
温
か
い
会
話
を
聞
き
ま
し

た
。

「
私
は
だ
あ
れ
。」

と
祖
母
が
聞
く
と
、
曾
祖
母
は
、

「
私
が
世
界
で
一
番
好
き
な
人
。」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。
祖
母
は
ず
っ
と
曾
祖
母
を
介
護
し

て
い
ま
し
た
。
祖
母
は
、
曾
祖
母
に
怒
鳴
ら
れ
た
り
、
曾

祖
母
の
た
め
だ
け
に
食
事
を
作
っ
た
り
し
て
、
と
て
も
大

変
な
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
は
曾
祖
母
は
祖
母
の

年
齢
の
こ
と
も
あ
り
施
設
に
い
ま
す
。
離
れ
て
い
る
け
れ

ど
、
と
て
も
仲
良
し
の
二
人
で
す
。
忙
し
い
介
護
の
毎
日

を
送
っ
て
い
た
祖
母
で
す
が
、
実
は
曾
祖
母
に
対
す
る
人

一
倍
の
愛
情
を
注
い
で
い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
祖

母
と
曾
祖
母
は
深
い
き
ず
な
で
つ
な
が
っ
て
い
る
な
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。

母
は
、
な
ん
ぐ
ん
館
と
い
う
施
設
の
管
理
栄
養
士
で

す
。
母
が
な
ん
ぐ
ん
館
に
い
る
人
た
ち
の
た
め
に
そ
れ
ぞ

れ
の
人
の
食
事
を
考
え
て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
母
は

な
ん
ぐ
ん
館
に
い
る
全
て
の
人
の
名
前
を
知
っ
て
い
ま

す
。
母
は
各
部
屋
に
行
き
、
み
ん
な
に
声
を
か
け
て
回
っ

て
い
る
と
、

「
お
い
し
い
食
事
を
あ
り
が
と
う
。」

と
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
母
は
、
そ
う
言
わ
れ
る
度
に
と

て
も
う
れ
し
い
そ
う
で
す
。
私
は
、
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
、

母
と
な
ん
ぐ
ん
館
の
人
た
ち
は
食
事
を
通
し
て
だ
け
れ

ど
、
深
く
つ
な
が
っ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

私
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
自
分
の
家
族
と
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
も
、
犬
の

ラ
ッ
キ
ー
を
含
む
家
族
、
大
好
き
な
友
達
、
学
校
や
塾
の

先
生
、
地
域
の
人
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
、
今
と
て
も
楽
し
く

生
活
で
き
、
幸
せ
で
あ
り
、
笑
顔
で
い
ら
れ
る
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
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更
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
も
私
た
ち
と
同
じ

で
、
人
と
つ
な
が
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
今
の

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
更
生
し
よ
う
と
し
て

い
る
人
が
い
た
ら
偏
見
の
冷
た
い
目
で
見
な
い
で
、
応
援

し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
温
か
い
心
を
も
つ
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。「
温
か
い
心
」
そ
れ
は
、
人
を
思
い
や
れ
る
心
、

い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
心
、
優
し
い
言
葉
を

か
け
る
こ
と
、
進
ん
で
行
動
す
る
こ
と
、
一
人
ぼ
っ
ち
の

子
を
作
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
私
た
ち
の
学
校
生
活
の
中
で

も
よ
く
見
ら
れ
る
心
で
す
。
こ
ん
な
心
に
み
ん
な
が
な
れ

る
日
が
き
っ
と
や
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
ひ
と

つ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
を
続
け
て
多
く
の
人
に
こ
の
活
動

を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
人
に
は
、
だ
れ
で
も
、

ど
ん
な
こ
と
を
し
た
人
で
も
、
生
き
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。
命
を
も
つ
全
て
の
人
が
人
と
し
て
生
活
で
き
る
世
の

中
に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
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中学生の部

法
務
大
臣
賞
（
最
優
秀
賞
）

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

福
岡
県
北
九
州
市
立
霧
丘
中
学
校
　
一
年
　

重し
げ
お
か岡

　
萌も

え

花か

田
に
囲
ま
れ
た
あ
ぜ
道
を
縫
う
よ
う
に
続
く
葬
列
の
中

に
私
は
い
た
。
不
謹
慎
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
列
の
前
の

方
で
は
提
灯
の
あ
か
り
が
フ
ワ
フ
ワ
と
し
そ
の
間
で
幡
が

風
に
揺
れ
て
い
る
の
を
見
て
い
る
と
と
て
も
美
し
い
と
思

っ
た
。
毎
年
、
親
せ
き
が
集
ま
る
中
で
、
い
つ
も
優
し
い

笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
お
い
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。
今

年
で
七
十
才
の
お
い
ち
ゃ
ん
は
物
静
か
で
、
曽
祖
母
の
月

命
日
に
も
お
墓
参
り
を
欠
か
さ
な
い
本
当
に
優
し
く
温
か

い
人
だ
っ
た
。

私
は
葬
儀
の
始
ま
る
前
に
母
か
ら
話
を
聞
か
さ
れ
声
が

出
な
い
く
ら
い
に
驚
い
た
。
お
い
ち
ゃ
ん
は
私
達
と
は
血

の
つ
な
が
り
の
な
い
他
人
で
あ
る
こ
と
。
お
い
ち
ゃ
ん
が

三
十
才
ぐ
ら
い
の
頃
、
曽
祖
母
が
面
倒
を
見
て
あ
げ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
。
私
は
今
ま
で
親
せ
き
の
お
じ
さ
ん
の

一
人
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
べ
く
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け

誰
よ
り
も
、
皆
ん
な
に
打
ち
解
け
て
い
た
の
だ
。

母
の
話
は
、
四
十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
。
曽
祖
母
の

家
は
、
よ
そ
か
ら
来
た
人
が
歩
い
て
い
る
と
、
誰
だ
と
、

う
わ
さ
に
な
る
く
ら
い
、
住
民
も
少
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、

家
の
そ
ば
の
海
岸
で
、
何
時
間
も
じ
っ
と
し
て
い
た
お
い

ち
ゃ
ん
に
声
を
か
け
た
の
が
曽
祖
母
だ
っ
た
。
お
い
ち
ゃ

ん
の
身
体
に
は
、
入
れ
墨
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
、
深
い
訳
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が
あ
る
と
わ
か
っ
た
と
い
う
。
刑
期
を
終
え
た
日
に
曽
祖

母
と
出
逢
っ
た
ら
し
い
。

「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ほ
っ
と
け
な
か
っ
た
ん
だ
っ

て
。
き
っ
と
、
お
い
ち
ゃ
ん
の
外
見
じ
ゃ
な
く
て
中
身
を

見
て
た
ん
だ
ろ
う
ね
。」

当
時
、
親
せ
き
は
、
皆
ん
な
猛
反
対
し
た
が
、
隣
に
住
む

所
を
提
供
し
、
一
緒
に
三
度
の
食
事
も
、
と
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
仕
事
も
見
つ
け
休
日
も
、
畑
仕

事
の
手
伝
い
を
し
、
ず
っ
と
独
身
で
曽
祖
母
と
忙
し
く
毎

日
を
過
ご
し
た
。

「
ど
の
親
せ
き
よ
り
も
、
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
大
切
に
大

切
に
し
て
く
れ
た
お
い
ち
ゃ
ん
だ
よ
ね
。」

母
の
言
葉
に
私
は
大
き
く
う
な
ず
い
た
。

曽
祖
母
と
出
逢
う
前
の
お
い
ち
ゃ
ん
の
人
生
は
、
ど
ん

な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
お
い
ち
ゃ
ん
の
中
で
は
、
ず

っ
と
な
に
か
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
を
、
大
き
な
心
で
優
し
く
包
ん
で
あ
げ
た
曽
祖
母

は
、
本
当
に
す
ご
い
人
だ
。
私
は
母
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、

涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

「
心
の
腐
っ
た
人
な
ん
か
、
お
ら
ん
よ
。
心
が
傷
つ
い
た

り
、
弱
っ
た
り
、
壊
れ
か
け
た
人
は
お
る
よ
。
そ
の
人
を

助
け
ら
れ
る
ん
は
、
や
っ
ぱ
り
人
な
ん
よ
。」

反
対
す
る
親
せ
き
を
説
得
し
た
曽
祖
母
の
言
葉
だ
そ
う

だ
。私

も
中
学
生
に
な
っ
て
、
新
し
い
友
人
や
、
先
輩
、
先

生
と
、
人
間
関
係
も
、
小
学
生
の
頃
と
は
、
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
く
ら
い
込
み
入
っ
た
も
の
に
な
っ
た
。
と
ま
ど

い
な
が
ら
も
、
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
。
し

か
し
、
私
は
、
周
り
の
友
人
達
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
見
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
曽
祖
母
の
よ
う
に
人
の
痛
み
の
わ
か

る
人
間
に
な
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
は
、
何
か
に
つ

ま
ず
い
て
、
間
違
っ
た
道
へ
進
ん
で
し
ま
う
と
、
一
人
で

方
向
転
換
す
る
こ
と
は
思
う
よ
り
も
ず
っ
と
大
変
な
ん
だ

ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
時
に
、
誰
か
が
、
声
を
か
け
、
手
を

さ
し
の
べ
て
く
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
弱
さ
を
自
覚
し

て
、
克
服
で
き
る
勇
気
を
持
て
る
の
だ
と
、
お
い
ち
ゃ
ん

の
人
生
か
ら
、
知
る
こ
と
が
で
き
た
気
が
す
る
。
犯
罪
や

非
行
が
無
く
な
ら
な
い
の
は
、
再
犯
率
の
多
さ
に
も
あ
る
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と
思
う
。
過
ち
を
犯
し
た
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な

い
。
し
か
し
、
罪
を
償
っ
た
後
、
そ
こ
で
立
ち
止
ま
ら
せ

て
い
る
私
た
ち
の
責
任
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
心
底
、
過

ち
を
悔
い
、
更
生
を
願
う
人
が
生
き
て
い
け
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
が
私
達
の
平
和
な
社
会
へ
と
つ
な
が
る
の
だ
と

思
う
。
私
の
周
り
の
社
会
は
、
と
て
も
小
さ
な
も
の
だ
。

し
か
し
、
た
っ
た
一
言
、
声
を
か
け
た
り
、
笑
顔
を
向
け

た
り
で
き
れ
ば
、
小
さ
な
偶
然
が
、
人
を
つ
な
ぐ
の
だ
と

思
う
。
私
達
が
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
、
次
世
代
へ
の
架

け
橋
と
な
り
た
い
と
心
か
ら
そ
う
思
う
。

お
い
ち
ゃ
ん
の
人
生
は
、
幸
福
に
終
え
ら
れ
た
ん
だ
ろ

う
か
。
そ
の
答
え
は
、
お
い
ち
ゃ
ん
の
遺
品
の
中
の
手
紙

に
あ
っ
た
。
曽
祖
母
へ
の
感
謝
の
言
葉
で
あ
ふ
れ
て
い
た

の
だ
。

お
い
ち
ゃ
ん
は
、
幸
福
で
し
た
よ
ね
。
そ
う
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
私
は
こ
の
葬
列
の
あ
か
り
が
、
穏
や

か
な
お
い
ち
ゃ
ん
の
心
の
よ
う
に
と
て
も
美
し
く
思
え
た

の
だ
と
思
う
。
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小学生の部

全
国
連
合
小
学
校
長
会
会
長
賞
（
優
秀
賞
）

愛
情
で
幸
せ
に

北
海
道
札
幌
市
立
山
の
手
小
学
校
　
六
年
　

三み

野の

　
隼

じ
ゅ
ん

成せ
い

日
本
で
は
様
々
な
人
が
犯
罪
を
犯
し
ま
す
。
そ
の
中
で

子
供
が
非
行
に
走
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
僕
は
そ
れ
が
不

思
議
で
す
。
な
ぜ
な
ら
僕
は
学
校
生
活
を
楽
し
み
、
家
で

も
親
に
守
ら
れ
て
楽
し
く
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
る
の
で

犯
罪
を
起
こ
す
理
由
が
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。
で
は

な
ぜ
、
子
供
達
が
非
行
に
走
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に

は
色
々
な
理
由
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
貧
困
や

親
の
愛
情
不
足
な
ど
の
家
庭
問
題
や
、
本
人
の
性
格
や
障

害
な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
中
で
も
子
供
の
頃
に
周
り

か
ら
も
ら
っ
た
愛
情
の
量
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。な
ぜ
な
ら
、
僕
は
こ
ん
な
経
験
を
し
た
か
ら
で
す
。

か
つ
て
、
同
級
生
に
暴
力
を
ふ
る
っ
て
し
ま
う
子
が
い

ま
し
た
。
で
も
、
普
段
「
悪
い
子
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が

貼
ら
れ
て
い
る
そ
の
子
は
、
障
害
を
持
っ
た
妹
に
と
て
も

優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
き
っ
と
本
当
は
優
し
い
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
は
な
ぜ
暴
力
を
ふ
る
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
。
僕
は
、
親
か
ら
よ
く
た
た
か
れ
る
こ
と

や
、
夜
家
に
親
が
い
な
い
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
も

し
そ
れ
が
本
当
だ
と
し
た
ら
、
さ
び
し
か
っ
た
と
思
う

し
、
ス
ト
レ
ス
も
た
ま
る
と
思
い
ま
す
。
さ
び
し
く
て
か

ま
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
暴
力
を
ふ
る
っ
て
目
立
と
う
と

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
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せ
る
た
め
に
暴
力
を
ふ
る
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
そ
の
子
の
気
持
ち
は
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。先
生
が
一
生
け
ん
命
そ
の
子
に
手
を
さ
し
の
べ
て
も
、

そ
の
子
は
背
を
向
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
き
っ

と
学
校
、
教
室
も
安
ら
げ
る
居
場
所
で
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

で
は
、
別
の
居
場
所
を
つ
く
る
と
い
う
考
え
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
家
で
も
学
校
で
も
な
く
、
親
の
代
わ

り
に
愛
情
を
注
い
で
く
れ
る
居
場
所
で
す
。
僕
の
妹
は
障

害
を
持
っ
て
い
ま
す
。
妹
は
、
幼
児
期
か
ら
国
か
ら
の
援

助
で
楽
し
く
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で

は
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
は
福

祉
の
知
識
を
身
に
付
け
た
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
と

共
に
一
人
一
人
に
あ
わ
せ
た
指
導
と
、
愛
情
を
た
っ
ぷ
り

注
い
で
く
れ
る
場
所
で
す
。
妹
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
大
好

き
で
、
第
二
の
居
場
所
が
あ
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
障
害
を
も
っ
て
い
な
い
子
で
も
、
居

場
所
が
な
い
子
は
そ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
愛
情
を

注
い
で
く
れ
る
場
所
が
あ
れ
ば
、
さ
び
し
さ
の
裏
返
し
と

し
て
非
行
に
走
る
子
も
減
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
も
し
僕
が
充
分
に
愛
情
を
注
い
で
も
ら
え
な

か
っ
た
ら
、
さ
び
し
か
っ
た
り
、「
甘
え
ら
れ
な
い
」
と

い
う
ス
ト
レ
ス
か
ら
心
が
荒
れ
て
し
ま
い
、
非
行
に
走
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
人
で
も
、
周
り

か
ら
の
愛
情
、
は
げ
ま
し
が
な
け
れ
ば
、「
頑
張
ろ
う
」

と
い
う
気
持
ち
は
持
て
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
犯
罪
、
非
行

を
減
ら
し
た
り
、
犯
罪
を
し
て
し
ま
っ
た
人
を
立
ち
直
ら

せ
る
に
は
、
ま
ず
愛
情
で
そ
の
人
の
心
を
い
や
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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小学生の部

「
自
分
の
中
に
あ
る
花
畑
」

千
葉
県
南
房
総
市
立
千
倉
小
学
校
　
五
年
　

山や
ま

口ぐ
ち

　
朋と

も

希き

全
国
連
合
小
学
校
長
会
会
長
賞
（
優
秀
賞
）

ぼ
く
が
小
学
校
三
年
の
時
で
し
た
。
朝
食
を
食
べ
て
い

た
あ
る
日
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
ぎ
ゃ
く
待
と
い
う

話
が
流
れ
て
き
た
。「
ぎ
ゃ
く
待
っ
て
何
？
」
と
、
お
母

さ
ん
に
聞
い
て
み
た
ら
「
む
ご
い
こ
と
を
す
る
の
。
お
腹

が
す
い
て
い
る
子
ど
も
に
食
事
を
与
え
な
か
っ
た
り
、
暴

力
を
ふ
る
っ
た
り
す
る
こ
と
よ
。」
と
、
言
わ
れ
た
。
そ

の
言
葉
を
聞
い
て
、
一
気
に
食
欲
が
な
く
な
っ
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
お
腹
の
中
か
ら
フ
ツ
フ
ツ
と
怒
り
が
こ
み
あ

げ
て
き
た
。「
お
母
さ
ん
、
ど
う
し
て
ぎ
ゃ
く
待
な
ん
て

す
る
の
？
ぼ
く
に
は
全
く
理
解
で
き
な
い
。」
と
い
う
と
、

「
し
つ
け
と
ぎ
ゃ
く
待
の
境
目
は
難
し
い
か
ら
、
こ
の
機

会
に
よ
く
考
え
て
み
る
と
い
い
わ
ね
。」
と
言
わ
れ
た
。

ぼ
く
は
小
学
一
年
と
二
年
の
夏
、
お
ば
さ
ん
（
お
母
さ

ん
の
妹
）
夫
婦
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
山
梨
県
北
杜
市
に

あ
る
ひ
ま
わ
り
畑
を
見
に
行
っ
た
。
お
父
さ
ん
は
仕
事
が

忙
し
く
、
お
母
さ
ん
は
妊
娠
中
で
、
お
腹
が
苦
し
い
か
ら
、

と
一
緒
に
行
け
な
か
っ
た
。
ぼ
く
は
せ
め
て
今
年
く
ら
い

は
…
と
思
っ
て
い
た
の
に
「
赤
ち
ゃ
ん
が
ま
だ
小
さ
い
か

ら
、
朋
希
だ
け
で
も
楽
し
ん
で
き
て
ね
。」
と
言
わ
れ
、

か
な
り
不
満
だ
っ
た
。
で
も
、
ひ
ま
わ
り
畑
を
見
た
ら
、

そ
ん
な
気
持
ち
は
全
部
忘
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
き
れ
い
だ

っ
た
。
き
れ
い
の
一
言
で
は
言
い
表
し
き
れ
な
い
く
ら
い
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き
れ
い
だ
っ
た
。
帰
宅
し
て
、
お
母
さ
ん
に
ひ
ま
わ
り
畑

の
話
を
し
て
あ
げ
る
と
「
よ
か
っ
た
わ
ね
。
き
っ
と
こ
れ

か
ら
先
、
そ
の
ひ
ま
わ
り
畑
は
朋
希
の
力
に
な
っ
て
く
れ

る
わ
よ
。」
と
言
わ
れ
そ
の
時
は
ぼ
く
の
力
に
な
る
っ
て

ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？
と
不
思
議
に
思
っ
た
。

お
母
さ
ん
が
弟
を
生
ん
で
か
ら
、
ぼ
く
の
生
活
は
一
変

し
た
。
い
つ
も
、
ぼ
く
の
こ
と
を
優
先
し
て
く
れ
て
い
た

お
母
さ
ん
は
弟
の
世
話
で
忙
し
く
、
ぼ
く
は
後
回
し
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
弟
が
赤
ち
ゃ
ん
の
頃

は
ま
だ
よ
か
っ
た
。
ぼ
く
も
弟
の
世
話
を
し
て
、
お
母
さ

ん
の
力
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
喜
び
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

で
も
、
弟
が
歩
い
て
話
し
始
め
る
よ
う
に
な
る
と
ケ
ン
カ

を
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
ぼ
く
は
で
き
る
だ
け
弟
に

優
し
く
接
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
で
も
、
宿
題
の
プ
リ

ン
ト
に
落
書
き
さ
れ
た
り
、
大
切
に
し
て
い
る
本
を
放
り

投
げ
た
り
、
い
た
ず
ら
と
い
う
よ
り
、
意
地
悪
に
し
か
感

じ
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
な
い
こ
と

が
多
い
。
そ
ん
な
あ
る
日
。
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
中
、
弟

が
い
た
ず
ら
に
け
ん
ば
ん
を
ひ
い
て
じ
ゃ
ま
を
し
て
く
る

の
で
、
や
め
て
！
と
注
意
し
た
。
で
も
、
何
度
も
じ
ゃ
ま

さ
れ
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
た
た
い
て
し
ま
っ
た
。
一
度
た
た

く
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
く
て
何
度
も
何
度
も
た
た

い
て
し
ま
っ
た
。
手
が
赤
く
な
り
、
心
も
痛
く
な
っ
た
。

も
し
か
し
た
ら
、
ぎ
ゃ
く
待
を
し
て
し
ま
う
人
も
こ
ん
な

気
持
ち
な
の
だ
ろ
う
か
？
そ
う
思
っ
た
ら
泣
き
た
く
な
っ

た
。
お
母
さ
ん
に
打
ち
明
け
る
と
「
あ
り
が
と
う
ね
。
朋

希
は
お
兄
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
つ
も
色
々
頑
張
っ
て
考
え
て

く
れ
て
い
る
の
よ
ね
。」
と
抱
き
し
め
て
く
れ
た
。
ぼ
く

の
心
が
少
し
だ
け
軽
く
な
っ
た
。
ぼ
く
は
「
お
母
さ
ん
は

た
た
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
時
ど
う
し
て
い
る

の
？
」
と
聞
い
て
み
た
。
お
母
さ
ん
は
「
と
り
あ
え
ず
ひ

と
り
に
な
っ
て
、
白
間
津
の
お
花
畑
を
思
い
出
す
よ
う
に

し
て
い
る
の
。
そ
う
す
る
と
、
気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
く

る
の
」
と
言
っ
た
。
ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
白
間
津
で
は
二

月
頃
か
ら
花
畑
が
広
が
り
、
花
摘
み
の
観
光
客
も
い
っ
ぱ

い
来
る
。
色
鮮
や
か
な
ス
ト
ッ
ク
や
金
魚
草
が
広
が
る
花

畑
は
と
て
も
き
れ
い
だ
。
そ
れ
か
ら
、
お
母
さ
ん
は
「
妊

娠
中
に
見
た
白
間
津
の
花
畑
が
す
ご
く
き
れ
い
で
、
す
ご
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く
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
た
の
。
だ
か
ら
、
心
が
苦
し
く

な
っ
た
時
、
あ
の
花
畑
を
思
い
出
す
よ
う
に
し
て
い
る
の

よ
。」
と
も
話
し
て
く
れ
た
。
そ
の
時
、
ぼ
く
の
中
で
北

杜
市
で
見
た
ひ
ま
わ
り
畑
が
思
い
浮
か
ん
だ
。
辺
り
一
面

に
広
が
る
黄
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
。
と
て
も
き
れ
い
で
、
と

て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
そ
う
か
、
ぼ
く
も
弟
を

た
た
き
た
く
な
っ
た
時
、
ひ
ま
わ
り
畑
を
思
い
出
せ
ば
い

い
ん
だ
。
あ
の
時
、
お
母
さ
ん
が
、
ぼ
く
の
力
に
な
っ
て

く
れ
る
と
い
っ
た
意
味
が
よ
う
や
く
わ
か
っ
た
よ
。

残
念
な
が
ら
、
世
の
中
に
ぎ
ゃ
く
待
を
し
て
し
ま
う
人

は
い
る
。
だ
っ
て
子
ど
も
の
ぼ
く
で
す
ら
、
イ
ラ
イ
ラ
が

止
め
ら
れ
な
い
で
小
さ
な
弟
を
た
た
い
て
し
ま
う
の
だ
か

ら
、
大
人
に
な
っ
た
ら
も
っ
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
増

え
、
ぎ
ゃ
く
待
も
増
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、

そ
れ
は
絶
対
ダ
メ
な
事
。
た
た
い
た
ら
た
た
い
た
分
だ
け

心
が
傷
つ
く
の
だ
。
ぼ
く
も
そ
う
だ
っ
た
。
も
し
、
た
た

き
た
く
な
っ
た
ら
、
自
分
の
中
に
あ
る
花
畑
を
思
い
出
し

て
ほ
し
い
。
大
き
な
花
畑
で
な
く
て
も
い
い
。
テ
レ
ビ
や

本
や
空
想
の
中
の
花
畑
で
も
い
い
。
思
い
出
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
心
は
落
ち
着
く
は
ず
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で

イ
ラ
イ
ラ
が
全
部
消
え
る
わ
け
で
は
な
い
け
ど
心
に
ゆ
と

り
が
で
き
る
は
ず
。
そ
の
ゆ
と
り
が
増
え
て
く
れ
ば
、
必

要
以
上
に
た
た
く
こ
と
は
減
ら
せ
る
と
思
う
。そ
れ
か
ら
、

近
く
に
苦
し
い
気
持
ち
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
話

を
き
い
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。
ぼ
く
は
お
母
さ
ん
に
話
を
き

い
て
も
ら
う
と
、
そ
れ
だ
け
で
す
ご
く
心
が
軽
く
な
る
の

だ
。
ど
ん
な
人
に
対
し
て
も
優
し
い
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

自
分
の
中
に
あ
る
花
畑
を
持
ち
続
け
れ
ば
、
明
る
い
社
会

に
な
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
る
。
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小学生の部

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

兵
庫
県
加
古
川
市
立
野
口
北
小
学
校
　
五
年
　

平ひ
ら

山や
ま

　
武た

け

斗と

士し

全
国
連
合
小
学
校
長
会
会
長
賞
（
優
秀
賞
）

ぼ
く
は
、
四
年
生
の
夏
休
み
に
、
神
戸
地
方
さ
い
判
所

へ
行
き
、
一
つ
の
さ
い
判
を
見
学
し
ま
し
た
。
法
廷
に
は
、

検
察
官
、
犯
人
を
弁
護
す
る
弁
護
士
、
そ
し
て
、
ど
う
回

り
に
は
縄
を
つ
け
ら
れ
た
犯
人
が
、
け
い
察
官
に
連
れ
ら

れ
て
、
入
廷
し
ま
し
た
。
さ
い
判
書
記
官
が
現
れ
、
最
後

に
さ
い
判
官
が
入
廷
し
ま
し
た
。
検
察
官
が
、
起
そ
状
を

読
み
上
げ
ま
し
た
。
犯
人
の
容
ぎ
は
せ
っ
盗
罪
で
し
た
。

空
ふ
く
を
満
た
す
た
め
、
迷
い
な
く
ス
ー
パ
ー
へ
入
店
し

て
、
お
す
司
の
セ
ッ
ト
に
飲
み
物
、
メ
ロ
ン
な
ど
４
点
を

盗
ん
で
、
ス
ー
パ
ー
を
出
る
時
に
つ
か
ま
え
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
罪
に
対
し
て
、
犯
人
は
「
間
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
。」
と
み
と
め
ま
し
た
。

起
そ
状
に
よ
る
と
、
こ
の
人
は
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
を

し
て
い
た
時
に
、
自
ら
事
故
を
起
こ
し
顔
が
変
形
し
入
院

を
し
、
前
科
が
あ
り
服
役
を
し
て
い
ま
し
た
。
服
役
後
、

仕
事
の
面
接
を
受
け
る
の
で
す
が
変
形
し
た
顔
を
い
や
が

ら
れ
、
気
持
ち
悪
が
ら
れ
、
職
に
も
つ
け
ず
、
実
家
へ
も

ど
り
ま
す
が
、
追
い
出
さ
れ
，
あ
る
食
堂
で
、
わ
ず
か
な

お
金
を
出
し
て
食
事
を
し
て
い
る
と
、
お
店
の
人
が
、「
元

気
が
な
い
け
ど
、
ど
う
し
た
の
。」
と
、
声
を
か
け
ま
し

た
。
今
ま
で
苦
し
か
っ
た
出
来
事
を
吐
き
出
し
ま
し
た
。

い
っ
し
ょ
に
泣
い
て
く
れ
ま
し
た
。
行
き
場
の
な
い
こ
の
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人
が
安
定
し
て
生
き
て
い
け
る
ま
で
、「
つ
け
で
い
い
か

ら
、
食
べ
に
お
い
で
。」
と
、
久
し
ぶ
り
に
人
の
温
か
い

心
に
ふ
れ
て
、
も
う
一
度
人
生
を
や
り
直
す
勇
気
が
出

て
、
し
ゅ
う
職
活
動
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
職

に
つ
け
ず
食
堂
の
つ
け
ば
か
り
増
え
て
い
っ
て
、
申
し
わ

け
な
く
な
り
、
自
分
を
追
い
つ
め
て
食
べ
に
行
け
な
く
な

り
、
空
腹
に
負
け
て
し
ま
い
、
万
引
き
を
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

判
決
は
、
後
日
出
ま
し
た
が
、
さ
い
判
が
終
わ
っ
た
時
、

検
察
官
か
ら
「
服
役
後
は
、
心
か
ら
た
よ
れ
る
人
を
見
つ

け
た
り
、
社
会
は
広
い
で
す
の
で
、
あ
な
た
の
外
見
だ
け

で
判
断
せ
ず
、
内
面
の
良
さ
を
分
か
っ
て
く
れ
る
人
は
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
今
回
の
こ
と
を
深
く
反
省
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
、
温
か
い
言
葉
を
、
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

検
察
官
も
弁
護
士
も
さ
い
判
官
も
、
犯
人
の
深
く
負
っ
た

心
の
き
ず
を
、
や
さ
し
く
包
み
こ
む
よ
う
に
、
接
し
て
い

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
こ
の
さ
い
判
の
様
子
を
見
て
い
て
、

法
廷
に
い
る
職
務
の
人
た
ち
の
温
か
な
心
に
ふ
れ
て
、
感

動
し
ま
し
た
。
人
は
自
分
自
身
と
比
べ
た
り
し
た
時
に
、

そ
の
人
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
見
つ
け
て
、
い
や
な
こ
と
を
言

っ
た
り
、
攻
げ
き
し
た
り
い
じ
め
た
り
、
ひ
ど
い
こ
と
を

し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
お
も
し
ろ
が
っ
て
、
自
分
の
心

を
ど
ん
ど
ん
よ
ご
し
て
、
い
け
な
い
こ
と
に
気
付
け
な
い

人
は
悪
い
道
か
ら
出
口
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
生
き
ま
す
。

こ
の
さ
い
判
で
教
わ
っ
た
、
心
正
し
い
道
を
ぼ
く
は
忘
れ

ず
、
困
っ
て
い
る
人
や
一
人
ぼ
っ
ち
で
い
る
人
に
、
や
さ

し
く
接
し
て
寄
り
そ
い
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
心
の
と
が
っ
た
考
え
方
を
す
る
人
は
、

一
つ
一
つ
と
げ
を
ぬ
い
て
い
き
、
角
の
な
い
丸
い
心
に
み

ち
び
い
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
人

を
大
切
に
し
、
豊
か
な
心
が
増
え
れ
ば
、
だ
れ
も
が
く
ら

し
や
す
い
明
る
い
社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ぼ

く
一
人
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
る
、
あ
い
さ
つ
や
、
笑
顔
で

人
に
接
す
る
こ
と
、
人
を
助
け
る
こ
と
か
ら
、
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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中学生の部

「
や
め
な
よ
。」
の
一
声
で

宮
城
県
気
仙
沼
市
立
松
岩
中
学
校
　
一
年
　

西
さ
い
じ
ょ
う

條
　
秀し

ゅ
う
と都

「
社
会
を
明
る
く
す
る
」
―
―
僕
は
、
そ
の
言
葉
を
聞

い
て
も
、
正
直
ど
ん
な
感
じ
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば

よ
い
の
だ
ろ
う
…
…
。
僕
の
頭
に
は
、
そ
ん
な
思
い
が
よ

ぎ
っ
て
い
た
。

僕
は
夏
休
み
に
入
り
、
親
が
毎
日
仕
事
の
た
め
、
家
で

一
人
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
朝
、
テ
レ
ビ
を
つ

け
る
と
、
ま
た
、
犯
罪
の
報
道
が
流
れ
て
く
る
。
毎
日
、

事
件
の
報
道
が
絶
え
な
い
の
が
、
今
の
社
会
で
は
当
た
り

前
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
世
の
中
は
、
や
は

り
お
か
し
い
と
思
う
。
な
ぜ
、
毎
日
の
よ
う
に
、
犯
罪
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
。

「
仕
方
な
い
」
や
「
当
た
り
前
」
で
済
ま
せ
て
は
い
け
な

い
と
、
僕
は
思
う
。
そ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に
は
、
僕
と

同
じ
く
ら
い
の
年
齢
の
人
が
関
わ
っ
て
い
る
も
の
も
多

い
。
今
や
、
小
中
学
生
の
年
代
も
、
重
大
な
事
件
を
引
き

起
こ
す
対
象
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
ん
な
社

会
を
、
放
っ
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
今

す
ぐ
、
僕
が
こ
の
社
会
を
「
変
え
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
体
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

僕
は
一
年
前
、
小
学
六
年
生
の
時
、
図
工
の
時
間
に
、

何
度
か
嫌
な
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
僕
が
描
い
た
絵

全
日
本
中
学
校
長
会
会
長
賞
（
優
秀
賞
）
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が
、
急
に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。
し
か
も
、

そ
れ
が
二
度
も
あ
っ
た
。
完
成
間
近
だ
っ
た
僕
の
絵
が
、

急
に
な
く
な
る
な
ん
て
…
…
。
一
時
は
学
校
内
の
大
騒
動

と
な
り
、
先
生
方
、
友
達
み
ん
な
で
、
校
舎
を
探
し
て
回

っ
た
。
探
し
て
く
れ
た
先
生
方
や
友
達
に
は
と
て
も
感
謝

し
て
い
る
が
、
結
局
そ
の
絵
は
、
見
つ
か
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
二
度
目
の
捜
索
を
終
え
た
先
生
が
、
僕
に
こ
う
言

っ
た
。

「
も
し
、
ま
た
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
今
度
は
警
察

も
の
だ
か
ら
ね
。」

「
…
…
。」

僕
は
そ
の
時
、
黙
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
自
分
が
悪
い
わ

け
で
は
な
い
の
に
、
な
ぜ
か
、
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
だ
。

も
し
こ
れ
が
、
誰
か
が
意
図
的
に
や
っ
て
い
た
の
な
ら

…
…
と
思
い
、
校
内
の
騒
動
が
、
警
察
に
も
関
わ
る
事
件

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
、
同
時
に
怖
く
も
あ
っ

た
。「
警
察
も
の
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
に
、
何
と
も
言

え
な
い
シ
ョ
ッ
ク
と
恐
怖
を
、
僕
は
隠
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
…
…
。

幸
い
、
三
度
目
の
騒
動
は
起
こ
ら
ず
、「
警
察
も
の
」

に
ま
で
は
な
ら
ず
に
済
ん
だ
。
し
か
し
、
も
し
警
察
に
伝

わ
っ
て
い
た
ら
、
ど
う
な
っ
て
い
た
こ
と
か
。
そ
う
考
え

る
と
、
僕
に
は
ま
た
あ
の
恐
怖
が
蘇
っ
て
く
る
。
き
っ
と
、

「
事
件
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
、
も
っ
と
大
き
な
騒
動
を
、
招
い
て
い
た
の
で
は
な
い

か
…
…
。
そ
う
考
え
る
と
、
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
よ
う
な
大

き
な
事
件
の
始
ま
り
は
、
あ
の
時
の
よ
う
な
小
さ
な
騒
動

な
の
で
は
な
い
か
と
、
僕
は
思
っ
た
。
少
し
の
油
断
や
、

小
さ
な
企
み
が
火
種
と
な
り
、
そ
れ
に
、「
も
う
少
し
く

ら
い
大
丈
夫
」、「
あ
と
一
回
く
ら
い
な
ら
な
ん
と
か
な

る
」
と
い
う
、
心
の
隙
が
火
を
つ
け
、
そ
の
火
が
だ
ん
だ

ん
大
き
く
な
っ
て
、
や
が
て
大
き
な
炎
、
つ
ま
り
大
事
件

を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
や
っ

て
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
人
も
、
大
勢
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

犯
罪
に
走
っ
て
し
ま
う
人
の
心
理
は
、
僕
に
は
分
か
ら

な
い
。
し
か
し
、
一
つ
だ
け
、
言
え
る
と
す
れ
ば
、
大
き

な
罪
の
も
と
は
、
小
さ
な
ゆ
が
み
や
乱
れ
に
あ
る
の
で
は
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な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、「
物

を
盗
む
」、「
不
正
な
商
売
を
す
る
」、
そ
し
て
、「
人
の
命

を
奪
う
」
と
い
っ
た
行
為
と
し
て
表
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
、
と
僕
は
考
え
た
。
も
し
も
、
少
し
の
心
の
乱
れ

が
な
か
っ
た
ら
、
少
し
の
心
の
ゆ
が
み
を
お
さ
え
ら
れ
た

ら
、
大
き
な
罪
を
一
生
背
負
う
こ
と
も
、
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
何
か
を
盗
ん
で
か
ら
、
誰
か
を
殺
し
て
か
ら
後
悔
す

る
よ
り
、
そ
の
前
に
、
自
分
で
き
ち
ん
と
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
人
生
を
何
倍
も
豊
か
に
、
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
の
に
と
、
僕
は
、
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
て
思
っ
た
。

し
か
し
、
犯
し
て
し
ま
っ
た
罪
は
元
に
は
戻
せ
な
い
。

で
も
、
い
や
、
だ
か
ら
こ
そ
、
か
つ
て
犯
罪
を
し
て
し
ま

っ
た
人
に
は
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
過
去
」

の
償
い
よ
り
、「
未
来
」
の
歩
み
を
進
め
る
こ
と
だ
。
過

去
に
戻
そ
う
と
す
る
よ
り
、
そ
の
先
の
未
来
に
向
か
っ

て
、
自
分
に
歯
止
め
を
か
け
る
、
強
く
固
い
意
志
を
持
っ

て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

「
明
る
い
社
会
」
が
、
犯
罪
の
な
い
社
会
な
ら
、「
社

会
を
明
る
く
す
る
」
と
は
、
そ
ん
な
社
会
を
つ
く
る
こ
と

だ
と
思
う
。
中
学
生
の
僕
に
は
、
す
ぐ
に
こ
の
世
か
ら
犯

罪
を
消
す
こ
と
は
不
可
能
だ
。
し
か
し
、
そ
の
小
さ
な
火

種
を
消
す
こ
と
は
、
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。「
や
め
な

よ
。」
の
一
声
で
、
大
き
な
い
じ
め
に
つ
な
が
る
ち
ょ
っ

と
し
た
悪
口
や
け
ん
か
を
止
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
当
に
ち
っ
ぽ
け
な
一
声
だ
が
、
そ
れ
が
あ
る
だ
け
で
い

じ
め
が
消
え
る
。
世
界
中
の
一
人
一
人
の
「
や
め
な
よ
。」

が
あ
れ
ば
、
世
界
中
の
犯
罪
の
火
種
が
消
え
、
や
が
て
、

こ
の
世
か
ら
犯
罪
そ
の
も
の
が
消
え
る
日
が
く
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
僕
は
ま
ず
、「
や
め
な
よ
。」
が

言
え
る
勇
気
を
持
と
う
と
思
う
。
こ
れ
が
僕
の
ち
っ
ぽ
け

な
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
だ
。
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中学生の部

一
緒
に
帰
ろ
う

神
奈
川
県
川
崎
市
立
金
程
中
学
校
　
三
年
　

木き

村む
ら

　
彩あ

や

乃の

全
日
本
中
学
校
長
会
会
長
賞
（
優
秀
賞
）

〝
生
ま
れ
た
時
か
ら
悪
い
人
間
な
ん
て
い
な
い
。
誰
か

が
そ
の
人
を
悪
く
し
た
。〟
と
私
は
思
い
ま
す
。
た
と
え

そ
れ
が
直
接
関
わ
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
言
え

る
こ
と
で
す
。
誰
か
の
行
動
で
、
言
葉
で
、
そ
の
場
の
雰

囲
気
で
、
人
は
弱
く
な
り
、
傷
つ
き
、
心
を
少
し
ず
つ
閉

ざ
し
、
闇
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
闇
が
犯
罪
や
非
行

を
す
る
こ
と
へ
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
そ
の
闇
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
う
ち
の
一
人
で

す
。
そ
れ
は
、
小
学
校
高
学
年
の
頃
で
し
た
。
私
の
当
た

り
前
の
生
活
は
あ
る
日
を
境
に
当
た
り
前
で
は
な
く
な
っ

た
の
で
す
。

「
一
緒
に
帰
ろ
う
。」
と
い
つ
も
隣
の
ク
ラ
ス
の
彼
女

は
私
の
ク
ラ
ス
ま
で
来
て
、
私
と
も
う
一
人
の
友
達
を
呼

び
に
来
ま
す
。
で
も
、
そ
の
日
は
違
っ
た
の
で
す
。「
○

○
帰
ろ
う
。」
と
彼
女
は
も
う
一
人
の
友
達
の
名
前
だ
け

を
呼
ん
だ
の
で
す
。
私
な
ん
て
ま
る
で
存
在
し
て
い
な
い

か
の
よ
う
に
。
そ
れ
か
ら
毎
日
そ
の
行
為
は
続
き
ま
し

た
。
私
は
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
こ
と
よ
り
も
、
信
じ
て
い

た
大
好
き
だ
っ
た
友
達
に
裏
切
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
何

よ
り
も
悲
し
か
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
行
為
は
だ

ん
だ
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。
彼
女
は
、
私

の
あ
り
も
し
な
い
噂
を
流
し
始
め
ま
し
た
。
私
と
仲
良
く
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し
て
る
子
達
に
は
私
の
悪
口
を
言
い
、
私
を
一
人
に
さ
せ

よ
う
と
も
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
彼
女
は
た
り
ず
、

私
が
や
っ
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
こ
と
を
あ
た
か
も
や
っ

た
か
の
よ
う
に
先
生
に
話
し
、
先
生
か
ら
も
嫌
わ
れ
る
よ

う
に
仕
向
け
ま
し
た
。
案
の
条
、
私
は
先
生
か
ら
呼
び
出

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
違
う
。」
と
言
っ
て
も
大
人
は

私
を
信
じ
よ
う
と
は
し
な
い
の
で
す
。
私
は
彼
女
の
思
惑

通
り
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

信
頼
し
て
い
た
友
達
に
は
裏
切
ら
れ
、
大
人
に
向
け
て

出
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
は
い
と
も
簡
単
に
受
け
流
さ
れ
、
私
は
も

う
何
も
か
も
が
信
じ
ら
れ
な
く
な
る
程
深
い
闇
に
つ
き
落

と
さ
れ
た
気
分
で
し
た
。
何
よ
り
恐
ろ
し
か
っ
た
の
は
犯

罪
や
非
行
を
す
る
人
の
気
持
ち
が
少
し
分
か
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
で
す
。
深
い
闇
と
い
う
の
は
そ
の
く
ら
い
自
分
を

見
失
う
も
の
な
の
で
す
。
自
分
以
外
全
て
が
敵
と
い
う
程

心
を
閉
ざ
し
て
い
く
も
の
な
の
で
す
。

「
一
緒
に
帰
ろ
う
。」
私
を
探
い
闇
か
ら
救
い
出
し
て

く
れ
た
の
は
こ
の
言
葉
で
し
た
。
私
が
一
人
で
帰
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
い
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
子
が
か
け
て
く
れ

た
の
で
す
。
そ
の
子
は
私
の
閉
ざ
し
て
い
た
心
を
少
し
ず

つ
開
け
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
私
に
と
っ
て

そ
の
子
は
光
で
し
た
。
悲
し
い
時
は
笑
顔
に
し
て
く
れ
、

悩
み
が
あ
れ
ば
親
身
に
な
っ
て
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
私
の
闇
は
消
え
て
い
っ
た
の
で
す
。
も
し
、

あ
の
時
そ
の
子
が
声
を
か
け
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
今
も
私

は
闇
に
と
り
残
さ
れ
、
も
し
か
し
た
ら
犯
罪
や
非
行
を
し

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
そ
の
子
に
感
謝
の

言
葉
し
か
出
て
き
ま
せ
ん
。

本
当
は
犯
罪
や
非
行
を
し
た
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

あ
の
時
の
私
は
、
き
っ
と
苦
し
み
を
誰
か
に
気
付
い
て
ほ

し
か
っ
た
。
誰
か
に
私
の
傷
み
を
一
緒
に
感
じ
て
ほ
し
か

っ
た
。
と
、
そ
う
思
う
の
で
す
。
そ
し
て
、
き
っ
と
誰
で

も
よ
く
て
、
た
っ
た
一
人
で
も
い
い
か
ら
、
そ
っ
と
手
を

差
し
伸
べ
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
。
　

も
し
、
闇
が
犯
罪
や
非
行
を
う
む
の
な
ら
強
い
人
は

「
そ
ん
な
こ
と
で
闇
を
作
る
や
つ
が
い
る
の
が
悪
い
。」

と
口
を
揃
え
て
言
う
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
大
き
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な
間
違
い
で
す
。
現
に
私
も
そ
う
思
っ
て
い
た
の
で
す
か

ら
。Ｔ

Ｖ
で
犯
罪
を
し
て
し
ま
っ
た
人
が
「
中
三
の
時
に
い

じ
め
ら
れ
て
い
た
。」
と
そ
う
話
し
て
い
た
時
、
た
か
が

一
年
だ
け
い
じ
め
ら
れ
た
だ
け
で
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
も
心

に
闇
を
作
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
も
同
じ
立
場
に
な
っ
た
時
、
私
は
そ
れ
が
間
違
い
で

あ
る
と
気
付
い
た
の
で
す
。

い
じ
め
ら
れ
る
と
今
ま
で
見
え
て
い
た
は
ず
の
視
野
が

急
激
に
狭
く
な
り
、
信
じ
て
い
た
人
も
疑
い
た
く
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
気
付
い
た
時
に
は
闇
の
中
に
自
分
が
一
人

ぽ
つ
ん
と
い
る
の
で
す
。
そ
こ
に
い
る
時
、
人
は
自
分
が

存
在
す
る
意
味
を
探
し
、
そ
れ
が
見
つ
か
ら
な
い
と
「
自

分
は
い
ら
な
い
存
在
な
の
か
。」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
「
い
ら
な
い
存
在
な
ら
何
を
し
て
も
い
い
で
は
な

い
か
。
」
と
犯
罪
や
非
行
を
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

誰
も
自
分
は
犯
罪
や
非
行
な
ん
て
し
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
人
は
弱
い
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
小
さ
な

こ
と
で
傷
つ
き
、
悩
み
、
心
を
閉
ざ
し
闇
を
作
り
ま
す
。

そ
の
闇
の
せ
い
で
自
分
を
見
失
い
、
そ
し
て
人
は
犯
罪
や

非
行
を
し
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
今
闇
の
中
で
苦
し
ん
で
い

る
人
に
伝
え
た
い
。〝
あ
な
た
が
思
う
よ
り
こ
の
世
界
は

ず
っ
と
広
い
。
ど
う
か
、
あ
な
た
の
見
て
い
る
小
さ
な
世

界
が
全
て
だ
と
は
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
。
そ
し
て
「
誰
も

信
じ
な
い
。」と
心
を
閉
ざ
し
て
い
た
ら
光
は
差
さ
な
い
。

そ
の
闇
か
ら
抜
け
出
す
鍵
は
他
の
誰
で
も
な
い
あ
な
た
に

あ
る
ん
だ
よ
〟
と
。
も
し
周
り
に
闇
の
中
に
苦
し
ん
で
い

る
人
が
い
た
ら
、
そ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
て
あ
げ
て
下
さ

い
。
そ
の
人
を
救
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
犯
罪
や
非
行
を
減
ら
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
か
し
た
ら
私
達
の
「
一
緒
に
帰
ろ
う
。」
の
一
言

が
こ
の
世
界
を
変
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
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中学生の部

人
生
は
、
一
度
き
り

愛
知
県
名
古
屋
市
立
一
柳
中
学
校
　
三
年
　

奥お
く

村む
ら

　
　
颯

は
や
と

『
非
行
』
と
『
犯
罪
』
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何
が
違
う
の

か
、
ど
う
し
た
ら
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
考
え
て

み
ま
し
た
。

『
非
行
』
は
「
人
と
し
て
守
る
べ
き
道
を
外
れ
た
行
い
」

を
指
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
最
初
か
ら
道
を
外
れ
よ
う
と

し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
も
多
く
の
仲
間

が
非
行
に
走
ら
な
い
た
め
に
、
僕
は
四
つ
の
「
も
つ
」
が

必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、「
良
い
仲
間
を
〝
も
つ
〟」
こ
と
で
す
。
自

分
が
誤
っ
た
道
に
進
ん
で
し
ま
い
そ
う
な
時
、
止
め
て
く

れ
る
そ
ん
な
「
良
い
仲
間
」
を
も
つ
こ
と
で
す
。
仲
間
に

相
談
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
気
持
ち
を
相
談
し
た
り
、
理

解
し
て
も
ら
っ
た
り
で
き
、
気
持
ち
が
楽
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、「
強
い
意
志
を
〝
も
つ
〟
こ
と
」
で
す
。

自
分
自
身
が
強
い
意
志
を
も
つ
こ
と
で
、
守
る
べ
き
道
を

外
れ
る
よ
う
な
誘
い
が
あ
っ
て
も
、
断
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
分
が
そ
の
誘
い
に
流
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
く

な
る
の
で
す
。
ま
た
、
流
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ
て

い
る
身
近
な
友
達
も
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

全
日
本
中
学
校
長
会
会
長
賞
（
優
秀
賞
）
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か
と
思
い
ま
す
。
強
い
意
志
は
、
自
分
自
身
や
周
り
の
友

達
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

三
つ
目
は
、「
ノ
ー
と
伝
え
る
力
を
〝
も
つ
〟
こ
と
」

で
す
。
強
い
意
志
を
も
っ
て
い
て
も
、
断
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
自
分
よ
り
年
上
の
人

や
力
の
強
そ
う
な
人
か
ら
、
た
ば
こ
や
危
険
ド
ラ
ッ
ク
を

勧
め
ら
れ
た
時
、「
い
り
ま
せ
ん
」
と
断
る
強
さ
が
必
要

で
す
。
そ
れ
で
も
、
押
し
つ
け
て
く
る
場
合
は
、
そ
こ
か

ら
逃
げ
る
勇
気
が
必
要
で
す
。
た
ば
こ
や
危
険
ド
ラ
ッ
ク

に
よ
っ
て
、
自
分
の
身
体
や
将
来
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
勇
気
を
も
っ
て
言
葉
で
伝
え
た

り
、
逃
げ
た
り
す
る
こ
と
で
、「
ノ
ー
」
と
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
自
分
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
最
後
は
「
自
分
の
居
場
所
を
〝
も
つ
〟
こ
と
」

で
す
。
嫌
な
こ
と
や
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
心
を
落
ち

着
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
あ
る
と
自
分
の
気
持
ち

を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
行
動
を
振
り
返

り
、
判
断
す
る
こ
と
で
、
誤
っ
た
道
に
進
む
こ
と
を
防
げ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

『
非
行
』
を
し
な
い
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
四
つ
を
も

ち
、
強
い
気
持
ち
で
行
動
し
た
り
、
客
観
的
に
自
分
を
見

た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
に
は
、「
今
の
自
分
」

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
僕
た
ち
は
少
し
ず
つ
大

人
へ
と
近
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
理
解
し
、
実
行
す

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
道
を
誤
ら
ず
、
素
直
に
大
人
へ
の

道
を
歩
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

次
に
『
犯
罪
』
で
す
。『
犯
罪
』
は
「
世
の
中
を
乱
し

て
法
律
に
背
く
行
為
」
で
す
。
こ
う
い
っ
た
行
為
を
し
な

い
た
め
に
、「
周
り
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。
家
族
や
友
達
、
周

り
の
人
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
け
れ
ば
、
人

に
迷
惑
を
か
け
る
『
犯
罪
行
為
』
に
手
を
染
め
る
こ
と
は

な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、「
大
切
な
人
た
ち
を

悲
し
ま
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
」
と
自
分

を
止
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、「
自
分
の
身
を
守
る
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
」
も

大
切
で
す
。『
犯
罪
』
に
手
を
染
め
て
し
ま
う
人
の
心
情

に
は
「
ス
リ
ル
を
味
わ
い
た
い
」「
盗
ん
だ
も
の
を
売
り
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飛
ば
し
、
自
分
の
利
益
に
し
よ
う
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
今
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
ネ
ッ
ト
犯
罪
」

と
い
う
も
の
も
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
写
真
や
個

人
情
報
を
流
す
犯
罪
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
愉
快
だ

か
ら
」
と
い
う
心
情
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
、
便
利
な
も
の
ほ
ど
危
険
が

あ
る
こ
と
を
、
僕
た
ち
は
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
を
利
用
す
る
時
に
は
、
家
族
と
相
談
し
て
自
分
た
ち
の

身
を
守
る
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
が
効
果
的
だ
と
思
い
ま

す
。僕

は
、『
非
行
』
や
『
犯
罪
』
に
手
を
染
め
る
人
が
一

番
悪
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
道
に
流
さ

れ
て
し
ま
う
よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
周
囲
に

も
多
少
の
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。『
非
行
』や『
犯
罪
』

は
ど
ん
な
形
で
あ
れ
、
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
人
だ
け
の
責
任
で
は
な
い
の
で
す
。
社
会
に
は
、

力
の
強
い
人
、
心
の
弱
い
人
、
い
ろ
ん
な
人
が
い
ま
す
。

僕
は
、
こ
う
い
っ
た
人
が
共
に
理
解
し
あ
い
、
支
え
合
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ど
ん
な
世
の
中
を
つ
く
っ
て
い
く

の
か
、
ま
た
『
非
行
』
や
『
犯
罪
』
を
減
ら
す
た
め
に
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え
ら
れ
る
大
人
に

な
り
た
い
で
す
。
人
生
は
一
度
き
り
、
多
く
の
人
が
一
度

の
人
生
を
よ
り
よ
く
過
ご
し
て
い
け
る
社
会
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。



28

小学生の部

つ
な
が
り
の
あ
る
社
会
に

茨
城
県
筑
西
市
立
関
城
東
小
学
校
　
六
年
　

根ね

本も
と

　
侑ゆ

う

真ま

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
賞
（
優
秀
賞
）

ぼ
く
は
、
今
ま
で
事
件
や
事
故
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
一

度
も
な
い
。
そ
れ
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
う
。
で

も
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
事
件
や
事
故

の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
る
。
ぼ
く
は
、
そ
ん
な
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
く
と
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
が
で
き
る

ん
だ
ろ
う
、
こ
の
人
は
何
を
考
え
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
、

信
じ
ら
れ
な
い
思
い
が
す
る
。
そ
し
て
、
い
つ
も
こ
わ
さ

を
感
じ
た
り
、
い
や
な
気
分
に
な
っ
た
り
し
て
い
た
。

で
も
、
こ
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
こ
と
を

く
わ
し
く
知
り
た
く
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た

り
、
家
族
の
話
を
聞
い
た
り
し
て
そ
の
考
え
が
変
わ
っ
て

き
た
。
ぼ
く
も
社
会
の
一
員
と
し
て
、
世
の
中
で
起
き
て

い
る
こ
と
を
自
分
に
は
関
係
な
い
こ
と
と
考
え
て
い
て
は

い
け
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
し
て
、
ま
ず
は
、
今
ま

で
目
を
向
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
罪
を
犯
す
人
が
か
か
え

て
い
た
事
情
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
よ
く

新
聞
を
読
ん
だ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
見
た
り
し
て
い
る

と
、
罪
を
犯
し
た
人
は
、
家
族
や
友
達
、
会
社
で
の
人
間

関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
孤
独
を
感
じ
て
い
た
り
、
仕
事
や

お
金
が
な
く
生
活
す
る
の
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た
り
、
病
気

や
障
が
い
が
あ
っ
た
り
し
て
、
生
き
る
喜
び
が
感
じ
ら
れ

な
い
人
や
社
会
の
中
で
思
っ
た
よ
う
に
生
き
て
い
け
な
い
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人
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
社
会
に
復
帰
す
る
と
き
、
そ
の

人
た
ち
を
受
け
入
れ
る
社
会
が
今
ま
で
と
同
じ
だ
っ
た
ら

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
一
度
罪
を
犯
し
た
人
は
、
前
に
罪

を
犯
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ま
わ
り
か
ら
差
別
を
受
け
た

り
、
冷
た
い
目
で
見
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

だ
。
そ
ん
な
社
会
だ
っ
た
ら
ま
た
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
に

な
り
、
再
び
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

ぼ
く
の
祖
母
は
、
何
年
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
し

て
い
る
。
近
く
で
火
事
が
起
き
た
り
、
救
急
車
が
来
た
り

す
る
と
、
す
ぐ
に
様
子
を
見
に
行
く
。
ま
た
、
家
に
は
、

一
人
ぐ
ら
し
の
お
年
寄
り
や
障
が
い
を
も
っ
た
人
、
一
人

親
家
庭
の
人
な
ど
色
々
な
立
場
の
人
が
、
色
々
な
こ
と
を

相
談
し
に
来
る
。
そ
ん
な
と
き
祖
母
は
、
ど
ん
な
こ
と
で

困
っ
て
い
る
の
か
よ
く
話
し
を
聞
い
て
、
市
役
所
や
警
察

な
ど
に
連
絡
を
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
聞
い
た

り
、
い
っ
し
ょ
に
相
談
に
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
問
題
が

解
決
し
た
と
き
に
は
、
相
談
し
に
き
た
人
た
ち
は
、
明
る

い
顔
を
し
て
帰
っ
て
い
く
。そ
ん
な
様
子
を
見
て
い
る
と
、

困
っ
て
い
る
人
と
そ
の
問
題
を
解
決
で
き
る
人
と
を
つ
な

ぐ
祖
母
の
よ
う
な
役
割
を
す
る
人
も
大
切
な
ん
だ
な
と
思

う
。
こ
ん
な
ふ
う
に
、
人
と
人
と
を
つ
な
い
で
く
れ
る
人

が
身
近
に
い
れ
ば
、
救
わ
れ
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
は
ず

だ
。今

の
ぼ
く
に
は
、
祖
母
の
よ
う
に
大
き
な
仕
事
は
で
き

な
い
け
れ
ど
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ぼ

く
は
、
地
域
の
人
に
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
下

級
生
の
面
ど
う
を
よ
く
見
た
り
、
外
国
人
の
友
達
と
も
仲

よ
く
し
た
り
し
て
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
、
そ
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
進
ん
で
声
を
か
け
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を

い
っ
し
ょ
に
考
え
た
い
。
も
し
、
そ
の
問
題
が
自
分
た
ち

に
は
解
決
で
き
な
い
よ
う
な
と
き
に
は
、
先
生
や
家
の
人

に
も
話
し
、
祖
母
の
よ
う
に
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
役
割
も

果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
ぼ
く
も
、
社
会
の
一
員
と

し
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
、
少
し
で
も
明
る
い

社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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小学生の部

「
や
さ
し
さ
を
広
げ
る
種
に
」

新
潟
県
五
泉
市
立
愛
宕
小
学
校
　
五
年
　

塚つ
か

野の

　
み
ず
ほ

全
国
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護
司
連
盟
理
事
長
賞
（
優
秀
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み
な
さ
ん
は
、
ど
ん
な
と
き
に
「
う
れ
し
い
」
と
感
じ

ま
す
か
。
わ
た
し
は
、
お
手
伝
い
を
し
て
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
た
時
や
、
い
と
こ
の
も
も
ち
ゃ
ん
を
保
育
園
に

送
っ
た
時
に
、「
み
い
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
。」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
が
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
、
は

な
れ
て
住
む
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
、
手
紙
を
も
ら
っ
た
と

き
も
う
れ
し
い
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
字
を
見
る
と
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
や
声
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。そ
し
て
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
は
な
れ
て
い
て
も
わ
た
し
の
こ
と
を

思
っ
て
い
て
く
れ
る
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。

こ
う
し
た
う
れ
し
さ
は
、
テ
ス
ト
で
百
点
を
と
っ
た
時

の
う
れ
し
さ
と
は
ち
ょ
っ
と
ち
が
い
ま
す
。
テ
ス
ト
で
百

点
を
と
っ
た
と
き
の
う
れ
し
さ
は
、
思
わ
ず
ガ
ッ
ツ
ポ
ー

ズ
が
出
る
よ
う
な
う
れ
し
さ
で
す
。
自
分
が
一
人
で
が
ん

ば
っ
た
達
成
感
か
ら
く
る
う
れ
し
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手

紙
か
ら
も
ら
う
う
れ
し
さ
は
、
じ
ん
わ
り
心
が
あ
っ
た
か

く
な
る
よ
う
な
う
れ
し
さ
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
自

分
以
外
の
人
が
わ
た
し
に
く
れ
る
う
れ
し
さ
で
す
。
わ
た

し
が
、
母
や
も
も
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
か
か
わ
る

こ
と
で
味
わ
え
る
う
れ
し
さ
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
わ
た
し
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る
に
は
こ
ん
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な
ふ
う
に
、
人
と
人
と
が
か
か
わ
っ
て
、
お
た
が
い
の
心

を
あ
た
た
め
合
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
な
ぁ
と

考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
初
め
は
ち
っ
ぽ
け
な
こ
と
か
ら

で
も
よ
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
笑
顔
で
す
が
す
が
し
く
あ

い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
も
よ
い
の
で
す
。
ま
た
、
た
の
ま

れ
た
こ
と
を
気
持
ち
よ
く
引
き
受
け
て
手
伝
っ
た
り
、
何

か
を
「
貸
し
て
。」
と
言
わ
れ
た
ら
よ
ろ
こ
ん
で
貸
し
て

あ
げ
た
り
す
る
こ
と
で
も
よ
い
の
で
す
。
あ
い
さ
つ
の
一

言
が
、
人
と
か
か
わ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
親
切
が
相
手
を
笑
顔
に
し
ま
す
。
そ
の
笑
顔
が
う

れ
し
く
て
、
お
た
が
い
に
心
が
あ
た
た
か
く
な
り
ま
す
。

そ
う
し
て
、
か
か
わ
り
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

あ
る
時
、
母
が
、
わ
た
し
に
「
恩
送
り
」
と
い
う
言
葉

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
恩
送
り
」
と
は
、
親
切
に
し

て
も
ら
っ
た
人
が
、
親
切
に
し
て
く
れ
た
人
に
で
は
な

く
、
別
な
人
に
親
切
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

例
え
ば
、
あ
る
人
が
三
人
の
人
に
親
切
に
し
ま
す
。
そ
の

三
人
は
、
ま
た
別
の
三
人
に
親
切
に
し
ま
す
。
す
る
と
今

度
は
九
人
に
増
え
た
親
切
に
さ
れ
た
人
達
が
、
ま
た
そ
れ

ぞ
れ
三
人
ず
つ
の
人
に
親
切
に
す
る
…
…
。
こ
う
し
て
、

親
切
な
気
持
ち
を
ど
ん
ど
ん
次
へ
次
へ
と
広
め
て
い
く
こ

と
だ
そ
う
で
す
。
も
し
、
世
の
中
の
人
が
み
ん
な
そ
ん
な

気
持
ち
を
も
て
た
ら
、
社
会
は
と
て
も
明
る
く
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

わ
た
し
に
は
、
こ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
り
ま
す
。
わ
た

し
は
、
小
学
校
二
年
生
の
時
に
燕
市
か
ら
五
泉
市
に
転
校

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
周
り
の
人
た
ち
が
と
て
も

や
さ
し
く
し
て
く
れ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
春
、
五
年
生
に
進
級
す
る
と
同
時
に
、
高
知
県
か

ら
新
し
い
友
達
が
転
校
し
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
む

か
え
ら
れ
る
側
か
ら
む
か
え
る
側
に
な
り
ま
し
た
。
今
度

は
わ
た
し
が
親
切
に
す
る
番
で
す
。
わ
た
し
は
、
ク
ラ
ス

は
ち
が
う
け
ど
同
じ
学
年
の
友
達
と
し
て
、
で
き
る
だ
け

そ
の
人
に
や
さ
し
く
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
市
外
か
ら

転
校
し
て
き
た
わ
た
し
よ
り
、
県
外
か
ら
来
た
彼
女
の
方

が
も
っ
と
心
細
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
わ
た
し

は
、
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
話
し
か
け
た
り
し

て
積
極
的
に
そ
の
人
に
か
か
わ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
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た
。
二
年
生
の
時
に
わ
た
し
が
受
け
取
っ
た
や
さ
し
さ
の

バ
ト
ン
を
、
五
年
生
に
な
っ
て
そ
の
友
達
に
引
き
つ
ぐ
こ

と
が
で
き
た
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
わ
た
し
は
日
ご
ろ
、
友
達
に
拍
手
を
送
っ
た
り
、

「
お
お
っ
、
す
ご
い
。」
と
い
っ
た
言
葉
を
素
直
に
口
に

出
し
た
り
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
わ

た
し
自
身
が
友
達
か
ら
拍
手
や
そ
う
し
た
声
を
か
け
て
も

ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。友
達
の
拍
手
や
声
は
、

「
自
分
の
考
え
が
理
解
し
て
も
ら
え
た
ん
だ
。
友
達
は
、

わ
た
し
の
こ
と
を
す
ご
い
な
ぁ
と
思
っ
て
く
れ
た
ん
だ
。」

と
、
わ
た
し
を
は
げ
ま
し
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し
は
、
初

め
、
こ
の
拍
手
や
声
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
出
せ
る
よ
う
、

少
し
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で

は
そ
れ
が
自
然
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
小

さ
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な
こ
と
か
ら
も
友

達
か
ら
も
ら
っ
た
「
う
れ
し
さ
」
を
、
他
の
人
に
返
し
、

広
げ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
れ
か
か
ら
や
さ
し
さ
を
も
ら
っ
た
ら
、
そ
の
や
さ
し

さ
を
ま
わ
り
の
人
に
も
ふ
り
ま
い
て
、
心
を
あ
た
た
め
て

あ
げ
る
。
そ
ん
な
風
に
人
と
人
と
が
か
か
わ
っ
た
り
、
つ

な
が
っ
た
り
し
て
い
け
た
ら
、
犯
罪
や
非
行
は
ず
い
ぶ
ん

へ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世
の
中
の
人
、
一
人
ひ
と
り
が
も
っ
て
い
る
や
さ
し
さ

が
、
輪
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
大
き
く
広
が
っ
て
い
っ
た
ら

い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
き
っ
か
け
は
、
小

さ
な
取
り
組
み
か
ら
で
も
、
一
人
で
も
作
れ
る
と
思
い
ま

す
。
わ
た
し
は
、
そ
ん
な
大
き
な
や
さ
し
さ
の
花
を
咲
か

せ
る
種
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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小学生の部

「
い
じ
め
も
犯
罪
」

テ
レ
ビ
番
組
で
誰
か
が
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

た
。一

学
期
に
学
校
で
い
じ
め
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
あ
り
、
ぼ
く
は
数
日
後
、
先
生
に
よ
ば
れ
た
。
ぼ
く

の
言
っ
た
事
や
し
た
事
に
傷
つ
い
て
い
る
友
達
が
い
る
と

言
わ
れ
た
。
最
初
は
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
け
ど
先
生
か
ら

具
体
的
に
内
容
を
聞
い
て
、「
そ
う
い
え
ば
そ
ん
な
事
し

た
な
あ
。」
と
い
う
く
ら
い
の
気
持
ち
だ
っ
た
。
で
も
、

相
手
が
と
て
も
つ
ら
い
気
持
ち
だ
っ
た
事
、
こ
れ
が
い
じ

め
に
つ
な
が
る
と
先
生
に
言
わ
れ
、
そ
ん
な
つ
も
り
じ
ゃ

な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

母
も
学
校
か
ら
話
を
聞
い
て
帰
り
、
家
族
で
話
し
合
っ

た
。
性
格
や
体
格
、
育
っ
た
環
境
な
ど
、
全
く
同
じ
人
は

一
人
も
い
な
い
。
考
え
る
事
、
す
る
事
、
感
じ
方
も
ち
が

っ
て
当
た
り
前
だ
。
授
業
中
で
も
自
分
と
全
く
反
対
の
意

見
を
も
っ
て
い
る
人
は
、
必
ず
い
る
し
、「
変
わ
っ
た
考

え
方
す
る
な
あ
。」
と
思
う
人
も
い
る
。
自
分
の
意
見
を

ま
っ
す
ぐ
通
す
だ
け
で
は
な
く
、
ま
わ
り
の
様
子
を
見

て
、
聞
い
て
、
考
え
て
か
ら
行
動
す
る
事
が
必
要
だ
と
思

っ
た
。
先
生
に
言
わ
れ
な
け
れ
ば
、
気
づ
か
ず
に
同
じ
事

を
く
り
返
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
言
っ
て
も
ら
っ
て
よ
か

犯
罪
を
な
く
し
て
明
る
い
社
会
に

山
口
県
萩
市
立
椿
東
小
学
校
　
六
年
　

野の

稲い
ね

　
太た

い

陽よ
う

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
賞
（
優
秀
賞
）
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っ
た
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
が
考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
、
こ

れ
が
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
目
的
だ
。
犯
罪
や
非
行

と
聞
く
と
と
て
も
大
き
な
問
題
の
よ
う
で
、
い
っ
た
い
ぼ

く
に
何
が
で
き
る
の
か
、
な
や
む
。
こ
こ
で
「
い
じ
め
も

犯
罪
」
を
思
い
出
し
た
。
そ
う
だ
、
と
り
あ
え
ず
学
校
の

中
を
明
る
く
す
る
事
か
ら
取
り
組
も
う
。ぼ
く
み
た
い
に
、

い
じ
め
て
い
る
つ
も
り
が
な
く
て
も
誰
か
を
傷
つ
け
て
し

ま
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
ん
な
人
に
は
、

「
相
手
の
気
持
ち
も
考
え
て
あ
げ
よ
う
。」
と
声
か
け
を

し
て
、
気
づ
い
て
も
ら
え
れ
ば
本
人
の
た
め
に
も
な
っ
て

一
石
二
鳥
。

ふ
と
、
つ
ら
い
の
を
誰
に
も
言
え
な
い
で
が
ま
ん
し
て

い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。
で
も
多
分
分

か
ら
な
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
。

ぼ
く
に
は
十
才
年
下
の
弟
が
い
る
。
今
一
才
七
ヶ
月

だ
。
最
近
少
し
ず
つ
し
ゃ
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ま
だ

何
を
言
っ
て
い
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。
も
っ
と

小
さ
い
時
は
、
本
当
に
よ
く
泣
く
未
知
の
生
物
の
よ
う
だ

っ
た
。
け
れ
ど
母
は
弟
の
し
て
ほ
し
い
事
が
す
ぐ
に
分
か

り
、
テ
レ
パ
シ
ー
で
も
使
え
る
の
か
と
思
う
く
ら
い
だ
っ

た
。
弟
も
母
に
抱
か
れ
る
と
ぱ
っ
と
泣
き
止
む
。
不
思
議

に
思
っ
て
母
に
聞
く
と
、
母
は
「
い
つ
も
し
っ
か
り
向
き

合
っ
て
見
て
い
る
か
ら
分
か
る
。」
と
言
う
。
生
ま
れ
た

て
の
頃
は
、
何
を
し
て
も
泣
く
か
ら
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み

た
。
抱
っ
こ
し
て
ほ
し
い
の
か
、
お
な
か
が
す
い
た
の
か
、

お
む
つ
を
か
え
て
ほ
し
い
の
か
…
。
夜
中
で
も
お
構
い
な

し
に
泣
く
の
を
、
そ
の
た
び
に
し
っ
か
り
抱
っ
こ
し
て
顔

を
見
て
、
あ
や
し
て
き
た
。
毎
日
抱
っ
こ
し
て
目
を
見
な

が
ら
笑
っ
て
話
し
か
け
る
事
を
続
け
て
き
た
そ
の
積
み
重

ね
で
、
赤
ち
ゃ
ん
と
信
頼
関
係
が
で
き
る
の
だ
。
こ
う
し

て
育
っ
て
き
た
弟
は
、
母
が
そ
ば
に
い
る
と
安
心
し
た
よ

う
に
一
生
け
ん
め
い
し
ゃ
べ
っ
て
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し

て
い
る
。

「
こ
れ
だ
。」
と
思
っ
た
。
大
事
な
話
は
、
本
当
に
信

頼
し
て
い
る
人
に
し
か
話
せ
な
い
も
の
だ
。
相
談
に
の
っ

て
あ
げ
た
い
と
思
う
な
ら
、
ま
ず
相
手
に
信
頼
し
て
も
ら
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い
、
安
心
で
き
る
人
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
母
が
弟
に
し
て
い
た
よ

う
に
し
っ
か
り
目
を
合
わ
せ
て
、
笑
顔
で
話
し
か
け
て
み

よ
う
。
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
こ
の
人
「
今
日
は
ち
ょ
っ

と
元
気
が
な
い
な
。」
と
か
、「
何
か
い
い
た
そ
う
だ
な
。」

と
か
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

そ
し
て
こ
の
運
動
を
学
校
で
広
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
一
人
ぼ
っ
ち
で
な
や
む
人
が
へ
り
、
ま
ず
学
校
が
明

る
く
な
る
。
学
校
が
明
る
く
な
れ
ば
、
学
校
の
み
ん
な
が

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
大
人
を
巻
き
こ
ん
で
声
か
け
運
動
を

し
て
い
け
ば
、
地
域
の
人
も
一
人
で
は
な
い
と
安
心
し
て

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
犯
罪
や
非
行
も
、
少
し
で
も

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
ぼ
く
は
考
え

る
。こ

れ
が
ぼ
く
の
社
会
を
明
る
く
す
る
計
画
だ
。
あ
と
は

実
行
し
な
い
と
意
味
が
な
い
。
勇
気
が
い
る
け
れ
ど
一
歩

前
に
ふ
み
出
し
て
み
よ
う
。
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中学生の部

「
あ
っ
!!
」
私
と
母
は
思
わ
ず
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
お
も
ち
ゃ
売
り
場
で
、
三
・
四

才
の
男
の
子
が
売
り
物
の
バ
ト
ル
カ
ー
ド
を
持
ち
去
り
、

一
緒
に
き
て
い
た
お
ば
あ
さ
ん
の
バ
ッ
ク
の
中
に
入
れ
る

様
子
を
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
バ
ト
ル
カ

ー
ド
に
気
づ
か
い
な
い
ま
ま
、
そ
の
男
の
子
と
出
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
、
自
分
の
意
思
と
は

関
係
な
く
共
犯
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

自
分
よ
り
幼
い
子
が
万
引
き
を
し
て
し
ま
う
な
ん
て
思

っ
た
こ
と
も
考
え
た
こ
と
も
無
か
っ
た
の
で
驚
き
ま
し

た
。
母
も
同
じ
よ
う
で
、
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
顔
を
し

て
い
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
、
注
意
し
に
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
。」

と
声
を
か
け
る
と
、

「
お
ば
あ
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
追
い
か
け
て
注
意

は
で
き
な
い
よ
。
お
ば
あ
さ
ん
、
シ
ョ
ッ
ク
だ
よ
。」

そ
う
言
っ
て
、
た
め
息
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。

「
お
店
の
人
に
話
し
て
も
本
人
が
い
な
い
と
ど
う
に
も
な

ら
な
い
か
ら
。」

と
い
う
こ
と
で
私
た
ち
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
に
売

り
場
か
ら
離
れ
ま
し
た
。

減
ら
せ
犯
罪
!!　

心
の
お
相
撲
さ
ん

青
森
県
八
戸
市
立
是
川
中
学
校
　
一
年
　

佐さ

さ々

木き

　
陽ひ

菜な

乃の
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そ
の
後
数
日
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
い
い
の
か
な

と
、
ど
ん
ど
ん
複
雑
な
心
境
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
注

意
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
万
引
き
を
目
撃
し
た
こ
と
で
嫌

な
思
い
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
き
っ
と
暗
い
表
情

を
し
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
み
か
ね
た
母
が
、
こ
の

話
を
幼
稚
園
の
先
生
に
伝
え
る
と
、
園
長
先
生
が
こ
ん
な

話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
陽
菜
乃
さ
ん
、
人
間
の
心
の
中
に
は
必
ず
良
い
お
相
撲

さ
ん
と
悪
い
お
相
撲
さ
ん
が
い
る
ん
で
す
よ
。
何
か
行
動

を
す
る
時
に
、
お
相
撲
さ
ん
が
勝
負
す
る
ん
で
す
。
お
そ

ら
く
そ
の
男
の
子
は
、
悪
い
お
相
撲
さ
ん
が
勝
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
良
い
お
相
撲
さ
ん
が
勝
つ
た

め
に
、
皆
心
を
強
く
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
よ
。」

こ
の
話
を
聞
い
た
瞬
間
、
私
を
悩
ま
せ
て
い
た
心
の
も
や

も
や
が
す
う
っ
と
晴
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
も
と
も

と
、
悪
い
子
供
な
ん
て
い
な
い
の
だ
と
思
っ
た
ら
、
な
ん

だ
か
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

中
学
生
に
な
っ
た
今
で
も
、
心
の
お
相
撲
さ
ん
の
こ
と

が
頭
に
あ
り
ま
す
。
学
校
で
は
、
長
期
休
み
の
前
に
は
生

徒
指
導
を
受
け
ま
す
。
ラ
イ
ン
上
で
友
人
や
他
校
生
と
の

ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い
。
万
引
き
は
絶
対
に
し
て
は
い

け
な
い
。
水
や
火
、
車
の
事
故
か
ら
身
を
守
る
。
私
た
ち

に
犯
罪
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
と
先
生
が
厳
し
く
話
し
ま

す
。全

国
的
に
見
て
、
現
在
、
未
成
年
者
の
万
引
き
、
飲
酒
、

喫
煙
、
無
免
許
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
、
出
会
い
系
サ
イ

ト
か
ら
の
性
犯
罪
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
事
件
を
耳
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
犯
罪
の
理
由
と
し
て
、
興
味
本
位
、

友
達
か
ら
の
誘
い
、
お
金
ほ
し
さ
、
ゲ
ー
ム
感
覚
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
捕
ま
ら
な
け
れ
ば
い
い
、
見
つ

か
ら
な
け
れ
ば
い
い
、
友
達
と
や
れ
ば
楽
し
い
か
ら
と
回

数
を
重
ね
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。
犯
罪
と
い
う
認
識
で

行
動
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
せ
ん
。
未
来
の
あ
る
、
私

と
同
じ
未
成
年
者
の
事
件
を
聞
く
と
、
悲
し
く
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
園
長
先
生
の
心
の
中
の
お
相
撲
さ
ん
の
話

を
思
い
出
し
ま
す
。
今
の
私
の
言
葉
に
変
え
る
な
ら
、
強

い
心
を
持
っ
て
善
悪
の
判
断
を
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
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悪
い
こ
と
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
欲
望
に
負
け
て
行

動
し
て
し
ま
う
と
、
犯
罪
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
犯

罪
を
犯
し
て
し
ま
え
ば
消
せ
な
い
過
去
と
し
て
残
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
、
友
人
、
被
害
者

に
も
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
嫌
悪
感
を
胸
に
か
か

え
て
そ
の
後
の
人
生
を
歩
む
こ
と
を
考
え
る
と
、
辛
く
苦

し
い
こ
と
し
か
想
像
で
き
ま
せ
ん
。

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
悪
い
人
な
ん
て
、
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
未
成
年
者
の
犯
罪
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
小
さ
い
と
き
か
ら
、
善
悪
の
判
断

を
自
分
で
し
っ
か
り
と
で
き
る
よ
う
に
声
を
か
け
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「
心
の
お
相
撲
さ
ん
は
大
丈
夫
？
」
と
。
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中学生の部

う
ち
の
母
は
世
で
言
う
「
お
節
介
な
人
」
だ
。
街
で
困

っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
声
を
掛
け
、
忘
れ
物
を
届
け
た

り
、
目
に
余
る
マ
ナ
ー
違
反
を
す
る
人
が
い
れ
ば
直
接
注

意
も
す
る
し
、
知
ら
な
い
子
供
も
叱
る
。
一
度
は
近
所
の

ス
ー
パ
ー
で
万
引
き
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
中
学
生
位
の

男
の
子
に
「
何
し
て
ん
の
？
レ
ジ
で
お
金
を
払
い
な
さ

い
。
見
て
て
あ
げ
る
か
ら
。」

と
注
意
を
し
、
男
の
子
が
支
払
い
を
し
お
店
を
出
る
ま
で

見
届
け
一
緒
に
居
た
僕
と
父
を
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
た
事
も
あ

っ
た
。
そ
の
時
父
は
「
逆
ギ
レ
さ
れ
て
何
か
さ
れ
た
ら
危

な
い
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
母
に
言
っ
て
い
た
。
確
か
に
今

回
は
た
ま
た
ま
相
手
が
引
い
て
何
事
も
な
く
済
ん
だ
が
、

も
し
か
し
た
ら
何
か
仕
返
し
を
し
て
く
る
可
能
性
も
あ
る

な
と
思
っ
た
。
特
に
、
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
て
い

る
と
逆
恨
み
な
ど
か
ら
大
き
な
事
件
に
発
展
す
る
事
も
あ

る
の
で
、
見
て
見
ぬ
振
り
を
し
て
自
分
の
身
を
守
る
人
が

多
い
の
だ
と
思
っ
た
。
そ
う
な
る
と
途
端
に
母
の
身
が
心

配
に
な
り
始
め
僕
も
父
と
一
緒
に
な
り
「
そ
う
い
う
の
や

め
た
方
が
い
い
よ
。」
と
言
っ
た
。
母
は
「
自
分
の
子
が

あ
ん
な
事
し
て
た
ら
と
思
う
と
悲
し
い
か
ら
、
い
け
な
い

事
は
い
け
な
い
と
言
う
。」
の
一
点
張
り
だ
っ
た
。

母
の
考
え
は
単
純
だ
。

お
節
介
が
こ
の
世
を
救
う
!!

神
奈
川
県
川
崎
市
立
京
町
中
学
校
　
二
年
　

新あ
ら

城し
ろ

　
伊い

吹ぶ
き
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も
し
も
自
分
だ
っ
た
ら
…

も
し
も
自
分
の
家
族
だ
っ
た
ら
…

も
し
も
自
分
の
子
供
だ
っ
た
ら
…

自
分
自
身
や
身
近
な
人
に
置
き
換
え
て
考
え
て
し
ま
う
よ

う
だ
。
特
に
見
聞
き
し
た
色
ん
な
出
来
事
を
僕
に
変
換
し

て
し
ま
う
事
が
多
い
ら
し
く
、
よ
く
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て

も
泣
い
て
い
る
。
そ
の
時
母
の
頭
の
中
で
は
テ
レ
ビ
で
起

き
て
い
る
悲
し
い
出
来
事
が
僕
の
身
に
起
き
て
い
る
事
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
ビ
ッ
ク
リ
す
る
程
う
ぉ
ん
う
ぉ
ん
泣

く
。母
の
想
像
の
中
で
は
僕
は
何
度
も
重
い
病
気
に
な
り
、

事
故
に
遇
い
、
悲
し
い
境
遇
の
中
で
健
気
に
生
き
る
子
供

に
な
っ
て
き
た
。
実
際
の
僕
は
健
康
そ
の
も
の
で
元
気
な

の
で
家
族
は
母
の
想
像
力
が
豊
か
な
所
に
感
心
す
る
反

面
、
泣
き
虫
な
所
に
呆
れ
て
い
る
。

し
か
し
想
像
力
は
大
事
だ
と
思
う
。
相
手
が
今
ど
ん
な

気
持
ち
で
い
る
の
か
、
自
分
に
関
係
の
な
い
出
来
事
だ
と

思
え
る
事
も
自
分
の
家
族
や
子
供
、
身
近
な
人
に
置
き
換

え
て
考
え
る
と
他
人
事
と
は
思
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

遠
く
で
起
き
た
災
害
な
ど
の
時
も
も
し
、
自
分
た
ち
だ
っ

た
ら
と
思
う
事
で
募
金
な
ど
の
協
力
が
出
来
る
し
、
街
で

困
っ
て
い
る
知
ら
な
い
お
爺
さ
ん
や
お
婆
さ
ん
が
自
分
の

祖
父
や
祖
母
だ
と
思
え
ば
手
を
差
し
伸
べ
た
く
な
る
は
ず

だ
。み

ん
な
が
想
像
力
を
働
か
せ
れ
ば
、
自
分
の
家
族
や
子

供
に
す
る
様
に
優
し
く
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

る
と
思
う
。

う
ち
の
母
は
世
で
い
う
「
お
節
介
な
人
」
だ
。
で
も
そ

ん
な
お
節
介
が
誰
か
の
家
族
や
子
供
を
助
け
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
と
感
じ
る
。
こ
れ
か
ら
犯
罪
や
非
行
の
な
い

社
会
づ
く
り
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
小
さ
な
こ
と

は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
自
分
に
関
係
の
な
い
事
だ
と
最
初

か
ら
決
め
付
け
ず
ま
ず
は
自
分
だ
っ
た
ら
と
想
像
を
は
た

ら
か
せ
相
手
の
立
場
に
立
ち
考
え
行
動
す
る
こ
と
だ
と
思

う
。
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中学生の部

あ
た
た
か
い
社
会
を
目
指
し
て

京
都
府
福
知
山
市
立
桃
映
中
学
校
　
二
年
　

横よ
こ

山や
ま

　
あ
い
り

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
は
、
誰
も
が
思
い
描

く
理
想
の
社
会
で
す
。
だ
か
ら
、
世
界
中
に
は
様
々
な
ル

ー
ル
が
あ
り
、
そ
れ
を
破
っ
た
人
に
は
、
そ
れ
な
り
の
罰

が
与
え
ら
れ
る
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
ふ
だ
ん
、
犯
罪
や
非
行
に
あ
わ

れ
た
被
害
者
の
方
に
は
、
と
て
も
同
情
的
に
考
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
反
対
に
加
害
者
の
方
に
対
し
て

は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
ち
、
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
私
は
、
犯
罪
や
非
行
と
い
う
の
は
、
そ
れ
を

や
っ
た
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
こ
と
に
気
付
い
て
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
周
り
の
人
た
ち
に
も
多
少
の

責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

私
は
犯
罪
や
非
行
と
い
う
の
は
、
こ
の
現
状
で
、
世
界
中

に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う

に
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
関
わ
り
合
い
、
連
な
っ
て
引
き

起
こ
し
て
い
る
、『
連
鎖
』
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
一
人
が
犯
罪
や
非
行
の
道
に
走
る
と
、

そ
れ
は
連
鎖
の
よ
う
に
ぐ
る
ぐ
る
と
回
っ
て
行
き
、
悪
循

環
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
一
人
が
犯

罪
や
非
行
の
道
か
ら
抜
け
る
と
、
同
じ
よ
う
に
な
り
、
好

循
環
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
人
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国
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に
つ
い
て
一
人
一
人
が
意
識
を
持
ち
、
考
え
る
こ
と
は
、

社
会
か
ら
、
犯
罪
や
非
行
を
失
く
す
こ
と
と
同
じ
く
ら
い

大
切
な
こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
私
が
こ
の
よ
う
に
考

え
始
め
た
の
は
、
新
聞
に
載
っ
て
い
た
、
身
近
に
あ
っ
た

犯
罪
の
記
事
を
読
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

昨
年
、
福
知
山
を
お
そ
っ
た
八
月
ご
う
雨
の
後
の
こ
と

で
す
。
被
災
さ
れ
た
方
た
ち
の
家
や
庭
な
ど
の
片
付
け
を

手
伝
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ふ
り
を
し
て
、
お
金
な
ど
を
盗

ん
だ
人
た
ち
が
い
た
そ
う
で
す
。「
あ
の
状
況
で
お
金
を

盗
む
人
た
ち
が
い
る
な
ん
て
…
。」
と
、
言
葉
を
失
い
ま

し
た
。
私
も
、
家
族
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、

被
災
さ
れ
た
方
た
ち
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
が
、
私
の

よ
う
な
子
ど
も
に
対
し
て
も
、
何
度
も
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
、
丁
寧
に
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
、
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。
家
や
車
も
し
ん
水
し
、
心
身
と
も
に

疲
れ
切
っ
て
お
ら
れ
る
の
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
態
度
に
感
動
し
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。
そ
ん
な

中
で
、
人
が
人
を
信
頼
す
る
気
持
ち
を
利
用
し
、
罪
を
犯

す
な
ん
て
、
と
て
も
卑
れ
つ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、「
絶
対
に
許
せ
な
い
。」
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
っ
て
い
る

う
ち
に
、「
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
は
、
人
を
思
い
や

っ
た
り
、
人
か
ら
思
い
や
ら
れ
た
り
す
る
機
会
が
、
あ
ま

り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
こ
の
人
た
ち
は
罪
を

犯
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
を
、
失
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
。」
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
一
人
の
人
の
人
生
と
し
て
、
あ
ま
り
に
も

か
わ
い
そ
う
な
さ
び
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

全
て
の
事
件
を
ひ
と
く
く
り
に
し
て
考
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
気
持
ち
や
欲
求
を
お
さ
え
る
こ
と

が
で
き
ず
に
、
人
を
思
い
や
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
、
犯
罪
や
非
行
が
な
く
な
ら
な
い
社
会
を
つ
く
っ
て

い
る
原
因
の
一
つ
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
加
害
者
の
方
に
対
す
る
周
囲
の
人
た
ち
の
こ
れ

ま
で
や
、
そ
の
後
の
接
し
方
、
加
害
者
の
方
の
気
持
ち
に

気
付
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
、
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加
害
者
の
方
が
非
行
や
犯
罪
に
手
を
染
め
始
め
た
こ
ろ
に

周
囲
の
誰
か
が
気
付
き
、「
そ
れ
は
間
ち
が
っ
て
い
る
こ

と
だ
よ
。」
と
、
優
し
く
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

た
と
え
、
罪
を
償
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
罪
自
体
が
、

も
と
も
と
な
か
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
消
え
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
し
っ
か
り
と
罪
を
償
い
、
自
分
の

や
っ
た
こ
と
を
心
か
ら
反
省
し
、
ま
だ
残
っ
て
い
る
人
生

を
、
新
し
く
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
真
面
目
に
や
り
直
し
、

生
き
抜
い
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
人
は
、
た
く
さ
ん
い
る

と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
人
た
ち
を
認
め
、
あ
た
た
か
く
受
け
入
れ
る

こ
と
を
で
き
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
、

「
も
う
一
度
、
真
面
目
に
人
生
を
や
り
直
そ
う
。」
と
思

っ
て
い
る
人
た
ち
に
、「
や
り
直
し
を
し
て
よ
か
っ
た
。」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
、
社
会
を
明

る
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
、
私
は
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
よ
う
な
、
み
ん
な
が
暮
ら
し
や

す
い
明
る
い
社
会
が
つ
く
ら
れ
、「
ず
っ
と
、
こ
の
ま
ま

の
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。」
と
、
み
ん
な
が
願
う
よ
う

な
社
会
が
つ
く
ら
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
、
私
自
身
も
願
っ

て
い
ま
す
。
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小学生の部

地
域
で
守
る
明
る
い
町
に

岩
手
県
盛
岡
市
立
土
淵
小
学
校
　
六
年
　

山や
ま

田だ

　
慎ま

な

人と

「
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。」
テ

レ
ビ
で
ひ
ど
い
事
件
が
流
れ
る
度
僕
は
心
が
痛
む
。
最
近
テ
レ

ビ
で
は
、
人
が
亡
く
な
る
よ
う
な
事
件
が
よ
く
流
れ
て
い
る
。

僕
の
住
む
町
、
土
淵
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
事
件

が
あ
っ
た
と
は
、
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
地
域
の
み
な
さ

ん
は
、
み
ん
な
笑
顔
で
僕
た
ち
を
見
て
く
れ
る
。
そ
の
笑

顔
が
、
地
域
の
優
し
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
損
得
で
な
い
、
地
域
で
そ
の
子
ど

も
た
ち
を
守
る
、
と
い
う
考
え
だ
と
僕
は
思
う
。
　

そ
の
考
え
の
一
つ
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
み
な

さ
ん
が
い
る
。
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
々
は
、
僕
た
ち
の

安
全
を
守
っ
て
く
れ
る
。朝
は
通
学
路
の
決
ま
っ
た
所
で
、

安
全
な
登
校
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
。
車
で
、
町
中

の
パ
ト
ロ
ー
ル
も
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
こ
の
方
々
が

い
る
お
か
げ
で
、
僕
た
ち
の
日
常
は
守
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
さ
ら
に
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
み
な
さ
ん
は
、
僕
た

ち
に
い
ろ
い
ろ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
。
先
日
は
、
僕
と

妹
が
登
校
し
て
い
る
と
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
が
、

「
お
は
よ
う
、
学
校
は
楽
し
い
か
い
。」

と
話
し
か
け
て
く
れ
た
。
僕
が
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
学
校
は
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。」

と
答
え
る
と
、
そ
の
方
は
、

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞
（
優
秀
賞
）
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「
そ
う
か
、
そ
う
か
。」

と
笑
っ
て
く
れ
た
。
僕
は
、
何
か
優
し
い
気
持
ち
に
な
っ

て
、
学
校
に
向
か
っ
た
。
こ
ん
な
日
常
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

わ
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
た
め
ら
わ
ず
に
状
況
を

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
う
。

も
う
一
つ
の
考
え
と
し
て
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
思
う
の
は

「
あ
い
さ
つ
」
だ
。
あ
い
さ
つ
は
、
地
域
の
優
し
さ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
僕
は
思
う
。
こ
の
地
域
に
は
、
あ
い
さ
つ
が

飛
び
か
っ
て
い
る
。
家
族
、
友
達
、
地
域
の
人
、
だ
れ
と
で

も
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
。
こ
う
し
て
、
僕
は
土
淵
中
の
み

な
さ
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
に
あ
い
さ
つ
が
飛
び

か
っ
て
、
土
淵
中
の
み
な
さ
ん
と
つ
な
が
れ
る
の
は
な
ぜ
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
地
域
み
ん
な
で
楽
し
め
る
行
事
が
多
い

か
ら
だ
と
僕
は
思
う
。
そ
の
中
で
も
多
く
の
人
が
集
ま
る

の
が
「
学
区
民
運
動
会
」
そ
し
て
「
神
山
神
社
相
撲
大
会
」

だ
。
学
区
民
運
動
会
と
は
、
学
区
内
に
住
む
沢
山
の
人
た

ち
が
集
ま
っ
て
運
動
会
を
す
る
の
だ
。
こ
こ
で
は
み
ん
な
が

応
援
を
し
あ
う
。
そ
し
て
、
勝
っ
て
も
負
け
て
も
、
み
ん

な
笑
顔
で
、
地
域
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
。
相
撲
大
会
も
、

い
ろ
ん
な
世
代
の
方
々
が
取
り
組
み
を
し
て
い
る
僕
た
ち

の
姿
を
み
て
拍
手
や
歓
声
を
あ
げ
る
。
た
と
え
負
け
た
と

し
て
も
、「
い
い
勝
負
だ
っ
た
ぞ
」「
よ
く
が
ん
ば
っ
た
な
ぁ
」

と
励
ま
し
て
く
れ
る
。
こ
ん
な
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
と
、

負
け
た
く
や
し
さ
が
消
え
て
い
く
。
励
ま
し
て
く
れ
た
人

に
は「
あ
り
が
と
う
」の
気
持
ち
で
心
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

そ
し
て
、
会
場
一
体
が
温
か
い
雰
囲
気
で
包
ま
れ
て
い
く
。

僕
た
ち
の
地
域
は
、
優
し
さ
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
自
分
の
損
得
を
考
え
ず
に
助
け
ら
れ
る
気
持
ち
、
お

互
い
に
楽
し
ん
だ
り
励
ま
し
合
っ
た
り
す
る
精
神
か
ら
、

地
域
全
体
で
つ
く
り
上
げ
て
い
る
も
の
な
の
だ
と
思
う
。

土
淵
と
い
う
自
分
た
ち
の
地
域
を
、
明
る
く
し
、
守
っ
て

い
く
と
い
う
意
識
は
、
こ
の
精
神
が
あ
る
限
り
つ
な
が
っ

て
い
く
と
僕
は
思
う
。
僕
は
、
こ
の
土
淵
を
守
っ
て
い
く

と
い
う
思
い
が
、
ず
っ
と
続
い
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
る
。
ま
た
、
僕
も
土
淵
で
暮
ら
す
、
一
人
の
人
間
と

し
て
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
り
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
楽
し
み
合
っ
た
り
す
る
こ
と
を
続
け
、
明
る
い
社
会
を

築
き
上
げ
る
一
員
と
な
り
た
い
。
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小学生の部

あ
り
が
と
う
は
お
た
が
い
様
の
心

山
形
県
上
山
市
立
南
小
学
校
　
六
年
　

小こ

山や
ま

　
広ひ

ろ

華か

青
と
赤
の
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
が
楽
し
そ
う
に
回
っ
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
お
店
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
母
と
お
客
さ

ん
が
い
ま
し
た
。

「
た
だ
い
ま
。」
い
つ
も
の
よ
う
に
声
を
か
け
る
と
「
お

か
え
り
。」
と
、
お
店
の
方
か
ら
母
の
声
。
母
と
お
客
さ

ん
と
の
楽
し
い
会
話
と
と
も
に
私
を
む
か
え
る
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、「
い
つ
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
お
願
い
し
ま
す
。」
「
い
い
え
、

こ
っ
ち
こ
そ
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ね
。

ま
た
よ
ろ
し
く
。」
心
が
温
か
く
な
る
そ
ん
な
ひ
と
時
で

す
。
私
の
家
で
は
「
あ
り
が
と
う
」
が
い
つ
も
ひ
び
き
合

っ
て
い
ま
す
。

私
の
母
は
床
屋
さ
ん
で
す
。
母
は
、
床
屋
さ
ん
は
天
職

だ
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
の
か
み
を
切
っ
て
気

持
ち
よ
く
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
お
客
さ
ん
と

話
す
こ
と
も
楽
し
い
そ
う
で
す
。
床
屋
さ
ん
と
い
う
仕
事

に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
私
が
小
さ
い
頃
、
母
と
お
客
さ
ん
と
の
会
話
で
、

ち
ょ
っ
と
不
思
議
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、

母
が
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
い
う
の
は
あ

た
り
前
だ
け
ど
、
な
ぜ
お
客
さ
ん
が
「
あ
り
が
と
う
。」

と
い
う
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
知
り
合
い
の
お

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞
（
優
秀
賞
）



第65回“社会を明るくする運動”作文コンテスト入賞作品47

ば
さ
ん
に
そ
っ
と
聞
い
て
み
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、「
確

か
に
お
母
さ
ん
は
、
お
客
さ
ん
に
あ
り
が
と
う
と
い
う
よ

ね
。
や
っ
ぱ
り
お
金
が
は
い
る
し
、
ま
た
来
て
ほ
し
い
か

ら
。
で
も
同
じ
な
ん
だ
よ
、
私
も
。
お
母
さ
ん
か
ら
か
み

を
切
っ
て
も
ら
い
、
き
れ
い
に
し
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
い

ん
だ
よ
。
だ
か
ら
あ
り
が
と
う
な
ん
だ
。
お
た
が
い
様
っ

て
感
じ
だ
よ
。
そ
の
お
た
が
い
様
っ
て
い
う
気
持
ち
が
あ

り
が
と
う
な
ん
だ
よ
。
お
た
が
い
に
あ
り
が
と
う
と
い
う

こ
と
で
お
た
が
い
の
気
持
ち
が
通
じ
合
う
ん
だ
よ
。」
そ

う
か
、
そ
う
な
ん
だ
と
、
そ
の
時
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し

た
。そ

う
い
え
ば
、
私
も
こ
ん
な
経
験
が
あ
り
ま
す
。
友
達

か
ら
、
こ
の
勉
強
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
教
え
て
と
い
わ
れ

て
、
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
「
あ
り
が
と
う
。」

と
い
わ
れ
、
わ
か
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
い
な
、
と
い
う
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、
そ
ん

な
に
た
い
し
た
こ
と
を
し
た
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
友
達
か
ら
の
そ
の
一
言
は
私
の
心
を
明
る
く
し
て
く

れ
ま
し
た
。
何
げ
な
い
「
あ
り
が
と
う
。」
の
一
言
は
、

お
た
が
い
の
心
を
や
さ
し
く
そ
し
て
明
る
く
し
て
く
れ
ま

す
。先

日
、
私
と
同
じ
六
年
生
の
女
の
子
が
連
れ
去
ら
れ
る

と
い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
家
に
火
を

つ
け
、
大
切
な
家
族
の
命
を
う
ば
う
と
い
う
痛
ま
し
い
事

件
も
あ
り
ま
し
た
。
人
ご
と
だ
と
は
思
え
な
い
悲
し
い
で

き
ご
と
で
し
た
。
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
悲
し
い
事
件
が
起

き
る
の
で
し
ょ
う
。
き
っ
と
事
件
を
起
こ
し
た
人
達
は
、

自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
お

た
が
い
様
の
心
が
失
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
自

分
だ
け
、
自
分
の
こ
と
だ
け
。
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ず
、

自
分
の
気
持
ち
だ
け
で
生
き
て
い
る
。
そ
ん
な
悲
し
い
心

を
少
し
で
も
な
く
し
、
痛
ま
し
い
事
件
が
な
く
な
る
よ
う

に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
私
に
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
が
「
あ
り
が
と
う
」
の
輪
で
す
。
私
の
家
で
は
、
仕

事
が
ら
母
を
中
心
に
「
あ
り
が
と
う
」
が
普
通
に
ひ
び
き

合
っ
て
い
ま
す
。
私
は
「
あ
り
が
と
う
」
は
、
人
を
元
気

に
し
、
お
た
が
い
の
心
を
や
さ
し
く
す
る
言
葉
だ
と
思
い
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ま
す
。
「
あ
り
が
と
う
」
は
お
た
が
い
様
の
心
の
表
れ
で

す
。
母
と
お
客
さ
ん
の
姿
を
見
て
い
る
と「
あ
り
が
と
う
」

は
お
た
が
い
を
気
持
ち
良
く
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
お
た
が
い
様
な
の
で
す
。
そ
う
い
う
お
た
が
い
様
の
気

持
ち
を
も
っ
て
い
れ
ば
、
人
の
心
を
き
ず
つ
け
た
り
、
い

や
な
事
を
平
気
で
行
う
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
家
庭
の
中
で
「
あ
り
が
と
う
」
を
広
げ

て
い
く
こ
と
で
す
。
母
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し

た
。「
あ
り
が
と
う
は
魔
法
の
言
葉
。
あ
り
が
と
う
か
ら

は
、
あ
り
が
と
う
の
心
が
生
ま
れ
る
ん
だ
よ
。
人
は
一
人

で
は
生
き
て
い
け
な
い
か
ら
ね
。
あ
り
が
と
う
は
お
た
が

い
様
の
心
だ
よ
。」
私
も
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
各

家
庭
の
中
で
、「
あ
り
が
と
う
」
が
ひ
び
き
合
っ
て
い
け

ば
、
そ
し
て
そ
れ
が
社
会
全
体
に
広
が
っ
て
い
け
ば
、
自

分
の
事
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
関
わ
っ
て
い
る
み
ん

な
の
事
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
お
た
が
い
に
感
謝
す
る

気
持
ち
が
深
ま
り
、
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い
け
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

悲
し
い
事
件
を
少
し
で
も
な
く
せ
る
よ
う
に
、
私
も
母

を
見
習
い
、「
あ
り
が
と
う
」
の
輪
を
も
っ
と
も
っ
と
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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小学生の部

地
域
で
取
り
組
む
防
犯

香
川
県
観
音
寺
市
立
一
ノ
谷
小
学
校
　
六
年
　

橋は
し

本も
と

　
　
華は

な

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
殺
人
や

せ
っ
盗
な
ど
の
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
出
来
事
を
世
の
中
か

ら
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
ま
し
た
。
つ
い
先

日
も
、
大
阪
で
中
学
一
年
生
の
男
の
子
と
女
の
子
が
殺
害

さ
れ
る
と
い
う
、
と
て
も
悲
惨
な
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

中
学
一
年
生
と
言
っ
た
ら
、
私
と
そ
ん
な
に
変
わ
り
ま
せ

ん
。
ま
だ
ま
だ
、
し
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
の
夢
も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

夜
中
か
ら
明
け
方
に
か
け
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
は
二
人
の

姿
が
映
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
時
、
私
は
「
ど
う
し

て
誰
も
二
人
に
声
を
か
け
て
あ
げ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
？

き
っ
と
、
二
人
に
気
付
い
て
い
た
人
が
い
る
は
ず
だ
。」

と
思
い
ま
し
た
。
も
し
、
観
音
寺
市
で
、
夜
遅
く
に
出
歩

い
て
い
る
子
ど
も
が
い
た
ら
、
き
っ
と
声
を
か
け
て
く
れ

た
り
、
注
意
し
て
く
れ
た
り
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と

思
い
ま
す
。
特
に
、
私
が
住
ん
で
い
る
一
ノ
谷
地
区
で
は
、

地
域
の
方
々
が
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
協
力
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。
校
庭
に
あ
る
自
慢
の
芝
生
広
場
も
地
域
の

方
々
が
一
年
中
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
私
た
ち

は
い
つ
も
青
々
と
し
た
芝
生
の
上
で
遊
ん
だ
り
、
運
動
し

た
り
で
き
ま
す
。
土
だ
け
の
運
動
場
と
違
っ
て
、
と
て
も

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞
（
優
秀
賞
）
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気
持
ち
い
い
で
す
。
ま
た
、
夏
休
み
に
行
わ
れ
る
防
犯
キ

ャ
ン
プ
も
、
地
域
の
方
々
が
中
心
に
な
っ
て
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
、
段
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
作
っ
た
り
、
避
難

経
路
を
確
認
し
た
り
、
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
里
山
歩
き
、
卒
業
記
念
植
樹
な
ど
、

地
域
の
方
々
が
私
た
ち
の
た
め
に
開
さ
い
し
て
く
だ
さ
る

行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

地
域
の
方
々
は
、
私
た
ち
子
ど
も
た
ち
を
「
地
域
の
宝
」

と
言
っ
て
、
い
つ
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
今

年
か
ら
始
ま
っ
た
登
下
校
時
の
安
全
を
見
守
る
「
青
色
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
も
、
地
域
の
方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
で
す
。
約
六
十
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、
朝

夕
交
代
で
青
パ
ト
に
乗
っ
て
地
域
を
巡
回
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。

一
ノ
谷
小
学
校
の
通
学
路
に
は
、
十
一
号
線
や
高
速
道

路
の
側
道
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
通
っ
て
下
校
す
る
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
特
に
、
側
道
を
通
っ
て
下
校
す
る
時

は
昼
間
で
も
薄
暗
く
、
変
質
者
も
数
回
出
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
放
課
後
の
陸
上
や
水
泳
練
習
が
終
わ
っ
て
下
校
す

る
時
や
一
人
で
帰
る
時
は
、
少
し
怖
い
で
す
。
そ
う
い
う

時
も
、
青
パ
ト
が
い
て
く
れ
る
と
安
心
し
ま
す
。

「
○
○
ち
ゃ
ん
、
気
を
つ
け
て
帰
り
よ
。」「
遅
く
ま
で
、

頑
張
っ
と
ん
や
な
ぁ
。」
な
ど
と
、
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
と
、
安
心
す
る

だ
け
で
な
く
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
私
が
驚
い

た
の
は
、
何
と
青
パ
ト
が
夏
休
み
中
も
暑
い
中
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
地
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
こ
と
で
す
。
私
は
、
学
校
が
あ
る
時
だ
け
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
長
く
暑
い
夏
休
み

中
も
、
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
休
み
中
も
私
た
ち
を
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
の
だ
な
ぁ
…
…
と
、
改
め
て
地
域
の
方
々
が
私

た
ち
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
の
祖
父
母
も
、
こ
の
青
パ
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
、
私
の
こ
と
を
心
配
し
て
く
れ

て
い
る
祖
父
母
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
た
い

で
す
。
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最
近
は
核
家
族
化
が
進
み
、
近
所
の
人
た
ち
と
関
わ
り

を
持
た
な
い
と
い
う
家
庭
も
少
な
く
な
い
と
聞
き
ま
す
。

放
課
後
の
遊
び
な
ど
目
の
行
き
届
か
な
い
部
分
を
一
ノ
谷

地
区
の
よ
う
に
、
地
域
の
方
々
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
子
ど
も

を
育
て
て
い
く
地
域
が
一
カ
所
で
も
増
え
れ
ば
、
大
阪
の

よ
う
な
悲
惨
な
事
件
を
少
し
で
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、
自

分
の
時
間
を
さ
い
て
ま
で
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

で
、
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
多
く
の
地
域
で
青
パ
ト
の

よ
う
な
活
動
が
活
発
に
な
れ
ば
、
子
ど
も
も
大
人
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
方
々
の
応
援
に
応
え
る
た
め

に
、
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
小
学
生
の
私
に
で
き
る
こ
と

は
、
地
域
の
方
々
に
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
私
が
青
パ
ト
の
中
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
う
れ

し
い
よ
う
に
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と
の
で
き

る
第
一
歩
は
あ
い
さ
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
犯
罪
防
止
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
小
さ

な
心
が
け
だ
け
れ
ど
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
一
ノ
谷
地
区
、
明
る

い
観
音
寺
市
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。
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中学生の部

最
近
、
思
わ
ぬ
殺
人
事
件
や
自
殺
が
増
え
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
そ
の
中
に
は
、｢

そ
ん
な
こ
と
す
る
よ
う
な
人

に
は
見
え
な
か
っ
た
の
に｣｢

ま
さ
か
あ
の
人
が
…｣

と
い

っ
た
、
思
い
が
け
な
い
人
が
命
の
問
題
に
関
わ
っ
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
い
っ
た
人
達
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
吐
き

出
せ
な
い
ま
ま
、
い
つ
も
周
り
の
目
を
気
に
し
、
に
こ
に

こ
と
笑
う
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
我
慢
す
る
こ
と
を

覚
え
、
我
慢
の
風
船
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
く
。
そ
し

て
い
つ
の
日
か
突
然
、
割
れ
る
。｢

ど
う
し
て
気
づ
い
て

あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。｣

そ
ん
な
こ
と
を
言
っ

て
も
、
も
う
遅
い
。
な
ぜ
人
は
こ
れ
に
気
づ
い
て
あ
げ
ら

れ
な
い
の
か
。

そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
、
先
入
観
に
あ
る
と
思

う
。｢

あ
の
子
は
頭
が
良
い｣｢

あ
の
子
は
優
し
く
て
い
い

子
だ｣

な
ど
と
、
そ
の
人
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
誰
で
も

持
つ
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
を
本
人
に
言
う
と
、
お
互
い

に
そ
う
思
っ
て
い
な
く
て
も
、
自
然
と
押
し
付
け
に
な

り
、
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
名
の
壁
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
。
そ

し
て
壁
は
そ
の
人
の
周
り
を
塞
ぎ
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら

出
れ
な
く
し
て
し
ま
う
。
言
っ
た
側
は
、
ま
さ
か
こ
れ
が

言
葉
の
重
み

埼
玉
県
所
沢
市
立
安
松
中
学
校
　
三
年
　

有あ
り

元も
と

　
百も

も

花か

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞
（
優
秀
賞
）
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負
担
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
の
だ
。

私
が
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
い
え
る
の
か
と
い
う
と
、
私

自
身
、
こ
れ
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。
よ
く
あ

る
話
だ
が
、｢
今
回
全
然
テ
ス
ト
勉
強
で
き
て
な
い
や｣

と
友
達
に
言
う
と
、｢

え
ー
、
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
絶
対

し
て
る
で
し
ょ
！
頭
良
い
も
ん
ね
ー｣

と
返
っ
て
く
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
う
い
う
と
き
、｢

事
実
な
の
に
、

ま
た
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い｣
と
思
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら

に
、｢

百
花
ち
ゃ
ん
っ
て
何
で
も
で
き
て
完
璧
だ
よ
ね
、

羨
ま
し
い｣

と
言
わ
れ
た
と
き
は
、｢
私
だ
っ
て
人
間
だ

か
ら
、
完
璧
な
は
ず
な
い
の
に｣

と
思
い
な
が
ら
も
、

「
私
は
完
璧
で
い
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ｣
と
、
心
の

ど
こ
か
で
思
っ
て
し
ま
う
。
友
達
は
、
冗
談
や
褒
め
た
つ

も
り
で
言
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
言
葉

で
も
私
を
傷
つ
け
る
の
に
は
十
分
で
、
心
に
重
く
の
し
か

か
る
。

し
か
し
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
た
っ
た
一
言
で
嬉
し

く
な
る
と
き
だ
っ
て
あ
る
。
私
は
、
悩
み
や
意
見
を
あ
ま

り
人
に
言
わ
な
い
。
だ
が
、
以
前
私
が
悩
ん
で
い
た
と
き
、

母
が
気
づ
い
て
く
れ
、｢

ど
う
し
た
の
？
我
慢
し
な
く
て

い
い
ん
だ
よ｣

と
い
う
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
と
き
は
、

が
ち
が
ち
に
固
ま
っ
て
い
た
私
の
心
を
溶
か
し
て
く
れ

た
。
そ
の
と
き
、
心
が
と
て
も
温
か
く
な
っ
た
の
を
今
で

も
覚
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
言
葉
は
た
っ
た
一
言
で
心
を
温
め
る

も
、
傷
つ
け
る
も
で
き
る
。
だ
か
ら
、
自
分
が
普
段
人
に

投
げ
か
け
て
い
る
言
葉
を
見
直
し
、
一
語
一
語
に
気
を
付

け
て
生
活
す
る
べ
き
だ
。
当
た
り
前
だ
と
思
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
の
当
た
り
前
が
い
じ
め
や
犯
罪
を
無
く
す
た

め
の
、
大
き
な
一
歩
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て

ま
た
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
持
っ
て
い
た
先
入
観
を
振
り

払
い
、
そ
の
人
を
見
つ
め
直
し
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

か
。近

く
で
泣
い
て
い
る
人
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
普
段
明
る

く
振
る
舞
っ
て
い
る
人
に
こ
そ
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
も

し
か
し
た
ら
、
心
の
内
に
秘
め
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
こ
そ
、
こ
の
世
か
ら
犯
罪
や
い
じ
め
を

無
く
す
た
め
の
一
番
の
方
法
だ
と
思
う
。｢

犯
罪
は
無
く
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な
る
の
か
？｣

と
問
わ
れ
た
ら
、
自
信
を
持
っ
て｢

は
い
、

無
く
な
り
ま
す｣

と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
無
く
な
る
こ
と
を
信
じ
て
、
地
道
に
一
歩
ず
つ
歩
み
、

輪
を
広
げ
て
い
け
ば
無
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

多
く
の
人
が
人
を
思
い
や
り
、
犯
罪
の
な
い
世
の
中
が
い

つ
か
訪
れ
る
の
を
私
は
願
っ
て
い
る
。
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中学生の部

三
年
前
、
僕
は
叔
父
と
叔
母
を
立
て
続
け
に
交
通
事
故

で
亡
く
し
ま
し
た
。
夏
休
み
に
祖
父
の
家
に
遊
び
に
行
く

と
い
つ
も
た
く
さ
ん
野
菜
や
果
物
、
お
小
遣
い
を
く
れ
る

優
し
い
叔
父
と
叔
母
で
し
た
。

し
か
し
、
叔
母
は
バ
イ
ク
を
運
転
中
に
大
通
り
で
衝
突

し
亡
く
な
り
、
叔
父
は
農
道
か
ら
大
通
り
に
出
た
と
こ
ろ

を
ト
ラ
ッ
ク
と
衝
突
し
亡
く
な
り
ま
し
た
。

交
通
事
故
は
い
つ
も
突
然
僕
た
ち
の
幸
せ
な
生
活
を
奪

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
長
生
き
で
き
た
の
に
、
事
故

に
よ
っ
て
二
人
と
も
命
を
絶
た
れ
て
し
ま
う
な
ん
て
、
加

害
者
の
相
手
の
事
を
僕
た
ち
は
み
な
許
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。叔

母
の
お
葬
式
の
日
、
車
を
運
転
し
て
い
た
加
害
者
が

家
族
に
付
き
添
わ
れ
て
謝
り
に
き
ま
し
た
。
そ
の
人
は
ま

だ
大
学
生
で
、
僕
で
も
知
っ
て
い
る
有
名
大
学
の
学
生
で

し
た
。
棺
の
前
で
泣
き
じ
ゃ
く
っ
て
謝
っ
て
い
る
姿
を
僕

は
複
雑
な
思
い
で
ず
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。
僕
は
今
中
学

三
年
生
で
受
験
生
で
す
。
こ
の
加
害
者
の
学
生
さ
ん
だ
っ

て
き
っ
と
大
学
に
入
る
た
め
に
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
き
た

ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
こ
ん
な
事
故
を
起
こ
し

て
し
ま
い
、
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
、
そ
ん
な
事
を
考
え

て
い
た
時
、
親
戚
の
誰
か
が
言
い
ま
し
た
。

お
か
え
り
と
い
え
る
人
に

静
岡
県
下
田
市
立
下
田
中
学
校
　
三
年
　

中な
か
む
ら村

　
泉み

ず

稀き

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞
（
優
秀
賞
）
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「
ま
だ
若
い
将
来
の
あ
る
学
生
さ
ん
だ
、
許
し
て
や
ら
な

き
ゃ
な
。」

例
え
ば
自
分
の
両
親
や
兄
弟
な
ど
の
本
当
に
身
近
な
人

が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
果
た
し
て
僕
は
加
害
者
を

許
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
僕
は
絶
対
に
許
す
こ
と

は
で
き
ず
、
逆
に
不
幸
に
し
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
そ
れ
で
は
負
の
連
鎖
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
け
で
、
自

分
だ
っ
て
相
手
に
対
す
る
憎
し
み
だ
け
で
生
き
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
は
と
て
も
辛
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
す
ぐ
に
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
少
し
ず

つ
時
間
を
か
け
て
許
せ
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
と
罪
を
反
省
し
償
う
た
め

に
ど
れ
だ
け
の
時
間
を
費
や
す
こ
と
だ
ろ
う
。
人
を
殺
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
罪
は
い
つ
ま
で
も
消
え
る
こ
と
は
な

く
、
一
生
そ
の
罪
を
背
負
っ
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
交
通
事
故
だ
け
で
な
く
、
犯
罪
の

加
害
者
や
そ
の
家
族
を
と
り
ま
く
状
況
は
と
て
も
厳
し
い

も
の
で
す
。
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
社
会
的
に
も
追
い

詰
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
更
生
保
護
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。「
更
生
保
護
」
と
は
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立

ち
直
り
を
社
会
の
中
で
見
守
り
、
地
域
の
力
で
変
え
て
い

く
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。「
更
生
保
護
」
は
保
護
司
さ

ん
や
協
力
雇
用
主
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
達
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
初
め
て
知

り
ま
し
た
。

罪
を
償
っ
て
社
会
に
戻
っ
て
き
て
も
、
行
き
場
が
な

い
、
仕
事
が
な
い
、
そ
し
て
ま
た
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
と

い
う
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
も
ま
わ
り
の
人
達
や

地
域
の
人
達
の
支
え
が
大
切
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

罪
を
償
っ
て
戻
っ
て
き
て
も
、
帰
る
場
所
が
な
か
っ
た

ら
、
お
か
え
り
と
言
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
か
っ
た
ら
、

僕
だ
っ
た
ら
立
ち
直
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

人
達
に
、
保
護
司
さ
ん
は
寄
り
添
っ
て
、

「
自
分
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
あ
な
た
た
ち
の
側
に

た
っ
て
考
え
る
か
ら
ね
。」
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と
言
う
そ
う
で
す
。
な
ん
て
温
か
い
言
葉
で
し
ょ
う
。
き

っ
と
保
護
司
さ
ん
は
そ
ん
な
人
達
の
心
の
支
え
で
す
。

平
成
二
十
六
年
三
月
に
「
青
少
年
意
見
募
集
事
業
」
の

調
査
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
「
あ
な
た
は
、
犯
罪
や

非
行
を
し
た
人
達
の
立
ち
直
り
の
た
め
の
活
動
に
協
力
し

て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
、
約
五

割
の
人
が
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
協
力
し
た
く
な
い
」
も

し
く
は
「
協
力
し
た
く
な
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
僕
も

こ
の
活
動
を
知
ら
な
か
っ
た
ら
「
協
力
し
た
く
な
い
」
に

ぐ
る
ぐ
る
丸
を
書
い
て
提
出
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
保
護
司
さ
ん
や
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
の
活
動
を
知
り
、
僕
も
大

学
生
に
な
っ
た
ら
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
の
活
動
に
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
安
心
し
て
住
め
る
場
所
が
あ
る
、
仕
事
が

あ
る
、
自
分
を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
、
お
か
え

り
と
言
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
だ
け
で
、
そ
の
人
の
た
め

に
も
し
っ
か
り
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
ブ
レ
ー
キ
が

出
来
る
と
思
い
ま
す
。
犯
罪
に
手
を
出
し
そ
う
に
な
っ
た

ら
、
頭
に
浮
か
ぶ
人
が
い
る
だ
け
で
い
い
の
で
す
。
い
つ

か
僕
も
誰
か
の
ブ
レ
ー
キ
に
な
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

「
つ
ま
ず
い
て
も
や
り
直
せ
る
社
会
」
そ
ん
な
明
る
い

社
会
を
僕
も
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
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中学生の部

許
す
こ
と
、
許
さ
れ
る
こ
と

広
島
県
私
立
近
畿
大
学
附
属
東
広
島
中
学
校
　
二
年
　

　
木き

内う
ち

　
香か

緒お

「
本
当
に
手
、
切
れ
ち
ゃ
っ
た
の
？
」

そ
の
時
小
学
六
年
生
だ
っ
た
私
は
初
め
て
人
に
大
き
な

怪
我
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
裁
ち
ば
さ
み
で
遊
ん
で

い
た
時
、
誤
っ
て
友
達
の
手
を
は
さ
み
で
切
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
何
が
起
こ
っ
た
の
か
分
か
ら
ず
、
私
の
目
に

は
、
苦
し
そ
う
に
手
の
傷
を
押
さ
え
て
い
る
彼
の
姿
が
映

っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。

彼
は
す
ぐ
に
病
院
に
行
き
ま
し
た
。
私
は
、

「
人
に
怪
我
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
大
変
な
こ
と
を
し
て

し
ま
っ
た
。
ど
う
し
よ
う
。」

と
途
方
に
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

夕
方
、
先
生
か
ら
私
の
親
に
連
絡
が
あ
り
、
両
親
と
私

で
彼
の
家
に
謝
り
に
行
き
ま
し
た
。
彼
の
手
の
治
療
は
無

事
に
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
治
る
ま
で
に
は
時
間
が
か

か
る
と
聞
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
の
両
親
は
、
私
を
責

め
る
こ
と
は
一
切
な
く
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ

た
の
か
と
い
う
理
由
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
話
に

き
ち
ん
と
耳
を
傾
け
て
く
れ
、
わ
ざ
と
で
は
な
い
と
い
う

私
の
言
葉
を
信
じ
、
許
し
て
く
れ
ま
し
た
。

怪
我
を
し
た
友
達
も
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
話
し
か

け
て
く
れ
、
ク
ラ
ス
の
友
達
も
、
友
達
に
怪
我
を
さ
せ
て

し
ま
っ
た
私
と
変
わ
ら
な
い
態
度
で
接
し
て
く
れ
ま
し

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞
（
優
秀
賞
）
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た
。
お
か
げ
で
、
私
は
少
し
ず
つ
元
気
が
出
て
き
た
し
、

学
校
に
行
き
づ
ら
い
と
い
う
思
い
を
抱
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

友
達
に
謝
り
に
行
っ
た
帰
り
道
、
母
は
私
に
こ
う
言
い

ま
し
た
。

「
彼
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
す
ご
い
ね
。
自
分
の
子

ど
も
に
怪
我
を
さ
せ
ら
れ
た
の
に
、
あ
な
た
の
話
を
聞
い

て
く
れ
、
許
し
て
く
れ
る
な
ん
て
、
簡
単
に
で
き
る
こ
と

で
は
な
い
よ
。
謝
り
に
行
く
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
け

ど
、
謝
り
を
受
け
入
れ
る
の
は
加
害
者
の
気
持
ち
を
軽
く

す
る
こ
と
に
も
な
る
の
だ
か
ら
、
彼
の
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
に
感
謝
し
な
い
と
ね
。」

よ
く
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
、

「
わ
ざ
と
で
は
な
い
」

と
耳
に
し
ま
す
。
私
は
あ
の
事
件
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た

時
、
わ
ざ
と
で
は
な
い
、
と
家
族
に
言
い
訳
を
し
た
く
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
を
許
し
て
く
れ
た
彼
の
両
親
と
彼

は
と
て
も
優
し
く
、
強
い
人
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
「
許

さ
れ
る
」
こ
と
で
、
深
く
反
省
し
、
救
わ
れ
、「
許
す
」

こ
と
が
で
き
る
人
へ
の
偉
大
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

「
許
す
」
こ
と
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に
は
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、

決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
彼
の
両

親
も
本
当
は
私
の
こ
と
を
絶
対
許
せ
な
い
気
持
ち
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
子
供
に
怪
我
を

さ
せ
た
人
を
許
す
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

彼
の
両
親
は
な
ぜ
私
を
許
し
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か

…
…
。
わ
ざ
と
で
は
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
謝
っ
た
か
ら

な
の
か
、
泣
い
て
い
た
か
ら
な
の
か
、
心
か
ら
彼
に
「
ご

め
ん
な
さ
い
」
と
思
っ
た
か
ら
な
の
か
。

私
は
、
何
も
か
も
を
許
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
も
し
許
し
て
し
ま
え
ば
、
犯
罪
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
犯
罪
の
被
害
者
か
ら
す
る
と
、

許
す
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
加
害
者
が
心
か
ら
反
省

し
、
自
立
す
る
こ
と
が
被
害
者
に
と
っ
て
最
大
の
償
い
」
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と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
被
害
者
や

そ
の
家
族
の
気
持
ち
は
本
当
に
そ
う
な
の
か
、
私
に
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
加
害
者
が
再
犯
を
犯
す
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
被
害
者
は
確
実
に
悲
し
み
ま
す
。
だ
か
ら
、

加
害
者
が
心
か
ら
反
省
し
、
二
度
と
犯
罪
を
さ
せ
な
い
環

境
を
作
る
こ
と
は
、
少
な
か
ら
ず
被
害
者
の
た
め
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
、
頑
張
っ
て
生
き
て
い
こ

う
と
す
る
加
害
者
の
姿
を
見
て
、
い
つ
か
被
害
者
の
心
に

雪
解
け
が
訪
れ
る
日
が
来
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯
罪
被
害
者
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
重
要
な
活
動
だ
と
思
い
ま
す
が
、
被
害
者
に

「
許
し
て
あ
げ
な
よ
」
と
働
き
か
け
る
よ
う
な
風
潮
に
な

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
も
思
い
ま
す
。

家
族
や
友
達
、
周
り
の
人
な
ど
に
支
え
ら
れ
、
心
か
ら

反
省
し
、
生
ま
れ
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
社
会
は
、
温

か
く
、
明
る
い
社
会
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
背

景
に
は
苦
し
ん
で
い
る
被
害
者
が
い
る
こ
と
も
絶
対
に
忘

れ
て
は
い
け
な
い
、
こ
れ
も
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

「
二
度
と
人
に
怪
我
を
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ

ん
。
あ
の
時
、
許
し
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」

彼
の
家
の
前
を
通
る
度
、
私
は
心
に
誓
う
と
と
も
に
、

私
も
彼
の
両
親
の
よ
う
な
「
許
せ
る
心
」
を
持
て
る
人
間

に
な
り
た
い
と
思
う
の
で
す
。
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小学生の部

「
ぼ
く
た
ち
に
出
来
る
こ
と
」

山
梨
県
甲
府
市
立
舞
鶴
小
学
校
　
六
年
　

櫻さ
く
ら
い井

　
翔

し
ょ
う

英え
い

ぼ
く
は
、
こ
れ
ま
で
に
今
日
、
明
日
が
楽
し
く
過
ご
せ

れ
ば
い
い
と
思
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
未
来
と
い
っ
て

も
、
近
い
未
来
五
年
後
十
年
後
の
こ
と
も
、
ぼ
ん
や
り
し

か
思
い
浮
か
べ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
未
来

の
社
会
が
ど
う
あ
っ
て
ほ
し
い
の
か
、
考
え
た
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
こ
の
作
文
を
書
く
こ

と
を
決
め
て
、
初
め
て
こ
れ
か
ら
ぼ
く
た
ち
が
生
活
し
て

い
く
未
来
の
社
会
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。現

在
日
本
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
考
え
る
と
ち
ょ
っ
と

怖
い
犯
罪
、
い
じ
め
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
、
ぼ
く
た

ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
は
起
き
て

は
い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
で
ニ
ュ
ー
ス
を

見
る
た
び
に
「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
し
ま
う
の

だ
ろ
う
。」
と
思
い
、
悲
し
く
、
ま
た
怖
く
感
じ
ま
し
た
。

事
件
を
起
す
人
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
と
思
い
、
も
し
か
し
た
ら
寂
し
い
思
い
や
悲
し
い

思
い
を
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
な
の
か
な
と
想
像
し
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
犯
罪
を
犯
し
た
人
が
反
省
を
し
て
、
ま
た

社
会
へ
戻
っ
て
く
る
の
は
、
正
直
怖
い
気
持
ち
も
あ
り
ま

し
た
。

ぼ
く
の
家
の
近
く
で
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
の

日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
賞
（
優
秀
賞
）
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ポ
ス
タ
ー
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た
保
護

司
の
方
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
と
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
の
た
め
に
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
の
相
談
や
生
活

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
、
支
え
続
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
ぼ
く
だ
っ
た
ら
犯
罪
を
過
去
に
犯
し
た
人
と
関
わ

る
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
怖
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
犯
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
も
、
二
度
と

犯
罪
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
す
れ
ば
、
地
域

も
安
全
な
も
の
に
な
る
は
ず
な
の
で
、
そ
の
地
域
と
社
会

の
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
普
段
な
ら
、
見
落
と
し
て
し
ま
う
ポ
ス
タ

ー
で
し
た
が
、
保
護
司
の
方
か
ら
資
料
を
い
た
だ
き
、
お

話
を
お
聞
き
で
き
た
こ
と
で
、
地
域
か
ら
安
全
な
社
会
を

作
っ
て
い
く
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
近
所
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
社
会
の
た
め
活
動
を
し
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
を
知
り
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
見
守
っ
て
く
れ
る
こ

と
で
、
明
る
い
未
来
は
作
ら
れ
て
い
く
の
だ
と
気
が
つ
き

ま
し
た
。

今
ぼ
く
に
で
き
る
こ
と
は
犯
罪
や
非
行
の
な
い
健
全
な

心
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
剣
道

を
習
っ
て
い
ま
す
。
剣
道
の
先
生
は
、
い
つ
も
、
た
だ
剣

道
が
強
く
な
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
い
、
剣
道
を
通
じ
て

マ
ナ
ー
を
学
び
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
ぼ
く
は
、
で
き
る
だ
け
誰
に
対
し
て
も
優
し
い
気
持

ち
を
も
つ
こ
と
、
い
い
こ
と
悪
い
こ
と
の
判
断
を
し
っ
か

り
つ
け
る
こ
と
、
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
人
に
接

す
る
こ
と
を
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

登
下
校
時
に
は
、
旗
振
り
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、

見
守
り
隊
の
地
域
の
方
々
に
、「
お
は
よ
う
。」「
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
。」「
お
か
え
り
。」「
今
日
は
暑
か
っ
た
ね
。」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
毎
日
の
一
言
が
、
と
て

も
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。
ぼ
く
は
、
必
ず
返
事
を
返
す
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
不
思
議
と
笑
顔
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
言
葉
は
、
ぼ
く
た
ち
の
心

を
温
か
く
明
る
い
気
持
ち
に
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
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６
年
間
毎
日
温
か
い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
お
礼
に
、
ぼ
く

は
学
校
で
は
児
童
会
副
会
長
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
気

持
ち
を
、
今
度
は
下
級
生
た
ち
に
伝
え
る
た
め
に
、
学
校

の
あ
い
さ
つ
運
動
に
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
あ
い
さ
つ
運
動
と
い

う
活
動
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
一
日
の
始
ま
る
あ
い
さ
つ

を
、
上
級
生
と
下
級
生
と
が
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
元

気
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
帰
り
も
学
級
の
友
だ
ち
や

下
級
生
た
ち
と
、
元
気
に
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
で
、
明
日

と
い
う
未
来
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し

た
。未

来
の
社
会
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
予
想
も
つ
か
な

い
け
れ
ど
、
ぼ
く
た
ち
が
毎
日
行
っ
て
い
る
活
動
は
、
明

日
と
い
う
未
来
に
つ
な
が
る
第
一
歩
だ
と
今
回
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
今
回
関
わ
っ
て
い
る
方
の
存
在
を
知
り
、
こ

れ
か
ら
ぼ
く
た
ち
自
身
も
っ
と
も
っ
と
地
域
の
方
々
と
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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小学生の部

「
想
い
の
か
け
橋
」

広
島
県
広
島
市
立
山
本
小
学
校
　
六
年
　

森も
り

　
ひ
な
た

私
に
と
っ
て
「
社
会
を
明
る
く
す
る
」
と
い
う
の
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思

う
。
最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
で
犯
罪
や
非
行
の
話
題
が
よ
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
。
い
つ
ま
で
も
続
く
犯
罪
や
非
行
。
小
学

生
の
私
に
も
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

私
の
ク
ラ
ス
の
担
任
の
先
生
は
、
い
つ
も
ノ
ー
ト
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
く
れ
る
。
ノ
ー
ト
を
開
く
と
、「
今

日
、
け
が
を
し
て
い
た
け
ど
大
じ
ょ
う
ぶ
？
」「
配
り
物

を
進
ん
で
し
て
い
た
ね
」「
無
理
し
す
ぎ
な
い
で
ね
」
と

い
っ
た
温
か
い
「
言
葉
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
あ
る
時
、

ふ
と
「
自
分
に
は
良
い
所
が
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
不

安
に
な
り
、
ノ
ー
ト
に
書
い
て
質
問
し
て
み
た
。
す
る
と
、

先
生
は「
あ
な
た
は
と
て
も
が
ん
ば
り
屋
で
や
さ
し
い
よ
」

と
返
し
て
く
れ
た
。
先
生
が
自
分
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と

見
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か
う
れ
し
く
て
安

心
し
た
。
先
生
の
「
言
葉
」
が
私
の
自
信
に
な
っ
た
。

そ
の
時
、「
言
葉
」
は
人
を
救
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
。「
言
葉
」
が
相
手
に
安
心
や
う
れ
し
さ
、
自
信

を
与
え
る
の
だ
と
気
付
い
た
。

以
前
、
裁
判
を
傍
聴
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
事
件
は

未
成
年
の
犯
罪
だ
っ
た
。
犯
人
は
複
数
い
て
、
共
同
生
活

日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
賞
（
優
秀
賞
）
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を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
中
の
一
人
は
、

「
久
し
ぶ
り
に
家
に
戻
っ
た
ら
、
家
族
に
『
な
ん
で
帰
っ

て
き
た
の
』
っ
て
言
わ
れ
た
。」

と
仲
間
に
話
し
て
い
た
そ
う
だ
。
私
は
、
こ
の
人
達
は
家

に
も
ど
こ
に
も
居
場
所
が
な
く
て
、
ど
う
せ
自
分
の
こ
と

な
ん
て
だ
れ
も
見
て
い
な
い
ん
だ
と
投
げ
出
し
て
し
ま

い
、
同
じ
思
い
を
し
た
仲
間
と
共
に
憎
し
み
や
怒
り
と
い

っ
た
感
情
に
ふ
り
回
さ
れ
、
犯
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。
で
は
、
そ
こ
に
「
言
葉
」
が

あ
れ
ば
ど
う
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。「
大
じ
ょ
う
ぶ
？
」

「
す
ご
い
ね
」「
あ
り
が
と
う
」な
ど
の
温
か
く
優
し
い「
言

葉
」
を
周
り
の
人
に
か
け
て
も
ら
っ
て
い
た
ら
、
き
っ
と

憎
し
み
や
怒
り
と
い
っ
た
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
犯

罪
を
犯
さ
な
い
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
居

場
所
が
あ
る
と
思
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
言
葉
」
は
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は

そ
う
思
う
。
居
場
所
を
つ
く
っ
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
犯
罪

や
非
行
を
防
い
だ
り
犯
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
走
っ
て

し
ま
っ
た
人
達
が
気
持
ち
を
改
め
て
私
達
と
同
じ
よ
う
に

過
ご
す
た
め
の
支
え
に
な
っ
た
り
で
き
る
と
思
う
。

し
か
し
、
逆
に
「
言
葉
」
が
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
。
実
際
、「
言
葉
」
の
い
じ
め
で
命
を
落
と
し

た
人
も
い
る
。「
言
葉
」
は
、
や
さ
し
い
想
い
を
伝
え
る

か
け
橋
に
も
な
れ
ば
人
を
傷
つ
け
る
凶
器
に
も
な
る
、
す

な
わ
ち
薬
に
も
毒
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

私
は
凶
器
と
し
て
言
葉
を
使
う
の
で
は
な
く
「
あ
な
た
は

独
り
じ
ゃ
な
い
。
私
は
見
て
い
る
よ
。」
と
や
さ
し
い
想

い
を
伝
え
る
か
け
橋
と
し
て
使
い
た
い
。

「
言
葉
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
今
の
私
に

で
き
る
こ
と
だ
と
思
う
。
直
接
、
大
き
な
社
会
を
明
る
く

す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

ま
ず
は
自
分
の
ク
ラ
ス
の
人
や
地
域
の
方
々
と
し
っ
か
り

「
言
葉
」
を
か
け
合
い
、
ク
ラ
ス
や
学
校
、
地
域
全
体
を

明
る
く
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
活
動
が
積
み
重
な
り
、
や

が
て
は
大
き
な
実
を
結
び
、
社
会
全
体
を
明
る
く
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
る
。

「
言
葉
」
一
つ
で
社
会
が
変
わ
る
。
日
々
、
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
「
言
葉
」
に
は
、
大
き
な
力
が
あ
る
の
か
も
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し
れ
な
い
。
そ
の
「
言
葉
」
が
、
想
い
の
か
け
橋
と
な
っ

て
だ
れ
か
を
助
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う
。「
言
葉
」

を
大
切
に
し
よ
う
。
だ
れ
も
が
幸
せ
に
過
ご
せ
る
、
そ
ん

な
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
。
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小学生の部

大
分
県
豊
後
大
野
市
立
三
重
第
一
小
学
校
　
六
年
　

松ま
つ

尾お

　
清き

よ

加か

毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
、
犯
罪
や
非
行
に
つ
い
て
報

道
さ
れ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、
私
が
一
番

恐
ろ
し
い
と
感
じ
る
の
は
、「
ぎ
ゃ
く
待
」
と
「
ゆ
う
か
い
」

で
す
。
そ
れ
は
、
何
の
罪
も
な
い
子
ど
も
達
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
る
の
が
許
せ
な
い
し
、
自
分
が
同
じ
立
場
に
な
っ

た
ら
…
と
、
想
像
す
る
だ
け
で
悲
し
く
な
る
か
ら
で
す
。

特
に
「
ゆ
う
か
い
」
に
つ
い
て
は
、
母
の
友
達
の
娘
さ
ん

が
小
学
三
年
生
の
時
、
下
校
途
中
に
消
え
て
し
ま
っ
た
事

件
が
あ
り
、
身
近
に
感
じ
ま
す
。
十
数
年
間
、
娘
さ
ん
の

帰
り
を
待
ち
続
け
て
い
る
お
母
さ
ん
の
苦
し
さ
、
悲
し
さ

を
繰
り
返
し
母
か
ら
聞
い
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
娘

さ
ん
と
自
分
を
重
ね
て
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
恐
か
っ
た

だ
ろ
う
な
…
、
お
母
さ
ん
達
に
会
い
た
い
だ
ろ
う
な
…
。

母
は
、
こ
ん
な
悲
し
く
許
せ
な
い
事
件
は
、
二
度
と
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
の
だ
と
言
い
ま
す
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば

悲
し
く
お
そ
ろ
し
い
事
件
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
私
は
、
三
つ
考
え
ま
し
た
。
　

一
つ
目
は
、「
あ
い
さ
つ
」
の
チ
カ
ラ
で
す
。
私
の
小

学
校
、
地
域
で
は
、
退
職
さ
れ
た
先
生
方
や
保
護
者
の
方

が
、
毎
朝
、

「
お
は
よ
う
！
気
を
つ
け
て
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」
と

声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
元
気
な
あ
い
さ
つ
や
優
し
い
声

日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
賞
（
優
秀
賞
）

地
域
の
チ
カ
ラ
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を
か
け
て
も
ら
う
と
、
と
て
も
い
い
気
持
ち
に
な
り
、
一

日
分
の
が
ん
ば
る
力
を
も
ら
え
る
気
が
し
ま
す
。反
対
に
、

あ
い
さ
つ
を
し
て
も
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
恐
い
あ
い
さ
つ
が

返
っ
て
き
た
り
、
時
に
は
、
無
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
日
は
、
朝
か
ら
少
し
い
や
な
気
分
に
な
り
ま

す
。
帰
っ
て
か
ら
母
に
話
す
と
、

「
大
人
に
も
色
々
な
人
が
い
る
け
れ
ど
、
清
加
は
、
自
分

が
さ
れ
て
う
れ
し
い
こ
と
を
人
に
、
自
分
が
さ
れ
て
い
や

な
こ
と
を
人
に
は
し
な
い
、
大
人
に
な
り
な
さ
い
。」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
朝
か
ら
い
い
気
持
ち
に
し
て

く
れ
た
あ
い
さ
つ
を
見
習
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
世
の
中

に
気
持
ち
の
い
い
あ
い
さ
つ
が
あ
ふ
れ
た
ら
、
み
ん
な
温

か
い
気
持
ち
に
な
る
は
ず
で
す
。

二
つ
目
は
、
地
域
の
人
達
と
の
絆
を
深
め
る
こ
と
で

す
。
地
域
の
人
達
と
の
絆
を
深
め
る
こ
と
で
、
お
た
が
い

の
顔
や
名
前
が
わ
か
り
、
見
か
け
な
い
人
が
い
た
ら
、
警

か
い
で
き
ま
す
。
私
達
の
地
区
で
は
、
高
れ
い
者
と
子
ど

も
達
が
一
緒
に
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
た
り
、
交
流

会
を
し
ま
す
。
そ
の
時
、
子
ど
も
達
の
顔
や
名
前
を
覚
え

て
く
れ
て
い
て
、
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

次
に
加
害
者
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
す
。

例
え
ば
、
未
成
年
が
、
た
ば
こ
を
す
っ
て
い
れ
ば
、
当

然
非
行
で
す
が
、
な
ぜ
、
非
行
に
走
っ
て
し
ま
う
の
で
し

ょ
う
か
…
。
も
し
か
す
る
と
、
友
達
関
係
や
家
庭
の
事
情

な
ど
で
、
自
分
を
見
失
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
何
か
の
き
っ
か
け
か
ら
非
行
を
く
り
返
し
、

気
づ
い
た
ら
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
て
い
た
…
。
そ
し
て
、

そ
の
人
が
罪
を
つ
ぐ
な
っ
た
後
、
心
を
入
れ
変
え
、
や
り

直
そ
う
と
努
力
し
て
も
、
周
り
の
人
か
ら
は
冷
た
い
視
線

を
向
け
ら
れ
る
ば
か
り
だ
と
し
た
ら
…
。そ
の
人
は
ま
た
、

悪
の
道
に
戻
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
し
て
、

犯
罪
や
非
行
は
、
く
り
返
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
悪
の
連
さ
を
止
め
ら
れ
る
の
は
、「
地
域
の
人
の

支
え
と
受
け
入
れ
」
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
人
達
が
受

け
入
れ
て
く
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
加
害
者
に
も
新
た
な

道
が
開
け
る
の
で
す
。
ひ
害
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も
に
、
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加
害
者
が
立
ち
直
れ
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と

が
、
犯
罪
や
非
行
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ひ
害
者
に
も
加
害
者
に
も
、
地
域
の

人
達
の
支
え
と
協
力
が
と
て
も
重
要
で
す
。

私
は
今
、
十
二
歳
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
と
関

わ
り
合
い
な
が
ら
大
人
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

増
々
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
が
希
は
く
な
社
会
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
犯
罪
の
な
い
安
全
な

社
会
を
作
る
た
め
、
私
も
将
来
、
地
域
の
大
切
な
チ
カ
ラ

の
一
部
を
担
う
一
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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中学生の部

僕
を
変
え
て
く
れ
た
も
の

福
井
県
坂
井
市
立
三
国
中
学
校
　
二
年
　

樋ひ

田だ

　
真ま

優ひ
ろ

日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
賞
（
優
秀
賞
）

小
学
生
の
時
の
僕
は
学
校
で
ケ
ン
カ
ば
か
り
し
て
い

た
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
れ
で
も
か
ま
わ
ず
ケ
ン
カ
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
嫌
が
ら
せ
を
し
て
く
る
の
は
い
つ
も
同

じ
子
達
で
、
僕
は
そ
ん
な
嫌
が
ら
せ
に
我
慢
す
る
こ
と
が

ど
う
し
て
も
で
き
な
か
っ
た
。

僕
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
自
分
の
悪
か
っ
た
こ
と
を
人
に

う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
く
て
、
言
い
合
い
に
な
る
と
負
け
る

こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
先
生
が
ケ
ン
カ
の
原
因
を
聞
い
て

き
て
も
う
ま
く
説
明
で
き
な
く
て
、
ウ
ソ
を
つ
い
た
相
手

の
思
う
と
お
り
に
な
っ
て
し
ま
う
の
も
悔
し
か
っ
た
。
だ

か
ら
嫌
が
ら
せ
を
さ
れ
る
と
、
い
つ
も
手
が
出
て
し
ま
っ

た
。
僕
が
ケ
ガ
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
相
手
に
ケ

ガ
を
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
学
校
で
ケ
ン
カ
を
す
る

と
、
す
ぐ
に
家
に
連
絡
が
い
っ
て
、
僕
が
小
学
生
の
時
は

ず
っ
と
問
題
扱
い
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。

そ
ん
な
僕
は
中
学
生
に
な
っ
て
変
わ
っ
た
。
町
内
五
つ

の
小
学
校
の
生
徒
二
百
九
人
が
中
学
校
に
入
学
し
、
一
つ

に
な
っ
た
。
そ
ん
な
新
し
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
中
で
、
僕

の
こ
と
を
ば
か
に
す
る
子
は
い
な
か
っ
た
。
逆
に
と
て
も

仲
良
く
し
て
く
れ
る
子
が
い
て
、
初
め
て
親
友
と
呼
べ
る

子
が
で
き
た
。
担
任
の
先
生
も
、
部
活
の
先
生
や
先
輩
も
、

み
ん
な
僕
に
優
し
く
し
て
く
れ
て
、
小
学
校
の
時
と
比
べ
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て
、
ケ
ン
カ
を
す
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。
自
分
の
思

っ
た
こ
と
も
少
し
ず
つ
他
の
人
に
き
ち
ん
と
言
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
み
ん
な
が
急
か
さ
な
い
で
ゆ
っ
く
り
聞
い
て

く
れ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

小
学
生
の
時
、
ス
ポ
ー
ツ
は
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
か

ら
、
中
学
生
に
な
っ
て
運
動
部
に
入
る
の
は
不
安
だ
っ
た

け
れ
ど
、
警
察
官
に
憧
れ
て
い
た
の
で
柔
道
部
を
選
ん

だ
。
太
っ
て
い
た
体
は
柔
道
で
き
た
え
ら
れ
て
筋
力
に
変

わ
り
、
太
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。

人
と
殴
り
合
い
の
ケ
ン
カ
を
し
て
ケ
ガ
を
さ
せ
る
こ
と

は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
わ
か
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
自
分
を

抑
え
る
こ
と
が
小
学
生
の
時
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

僕
を
変
え
て
く
れ
た
の
は
中
学
校
で
で
き
た
友
人
や
先
生

だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
自
分
で
も
中
学
生
に
な
っ
た
ら
今
ま

で
と
は
違
う
自
分
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。だ
け
ど
、

小
学
校
と
同
じ
環
境
だ
っ
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
変
わ
れ

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
僕
は
暗
闇
か
ら
や
っ
と
抜
け

出
せ
て
、
初
め
て
学
校
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
人
生
が
変
わ
っ
た
。

こ
ん
な
体
験
を
し
た
か
ら
、
僕
は
犯
罪
や
非
行
を
犯
し

て
し
ま
っ
た
人
で
も
、
自
分
を
優
し
く
受
け
入
れ
て
く
れ

る
仲
間
が
い
れ
ば
、
き
っ
と
立
ち
直
れ
る
と
思
っ
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
仲
間
に
は
犯
罪
者
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を

は
ら
ず
に
接
し
て
ほ
し
い
。

一
度
犯
罪
を
犯
す
と
い
い
仕
事
に
は
就
け
な
い
と
よ
く

聞
く
。「
あ
の
人
は
犯
罪
者
だ
」
と
い
う
目
で
見
ら
れ
る

と
、
自
分
が
変
わ
り
た
い
と
思
っ
て
も
な
か
な
か
変
わ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
海
外
の
よ
う
な
誰
も
自
分
を
知
ら
な

い
所
で
一
か
ら
や
り
直
す
の
は
変
わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
か
も

し
れ
な
い
。
だ
け
ど
、
言
葉
が
分
か
ら
な
い
と
優
し
く
受

け
入
れ
て
く
れ
る
こ
と
は
分
か
ら
な
い
し
、
気
づ
か
な
い

か
ら
変
わ
れ
な
い
と
思
う
。
僕
は
警
察
官
に
憧
れ
て
い
る

け
ど
、
元
犯
罪
者
だ
っ
て
き
っ
と
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ

る
は
ず
だ
か
ら
、
で
き
な
い
と
決
め
つ
け
ず
に
何
に
で
も

挑
戦
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
も
ら
え
れ
ば
い
い
と
思
う
。
さ

ら
に
、
怯
え
る
こ
と
な
く
安
心
で
き
る
場
所
が
で
き
れ

ば
、
ま
た
犯
罪
を
犯
そ
う
と
思
わ
な
く
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
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中学生の部

支
え
た
い

広
島
県
広
島
市
立
戸
山
中
学
校
　
三
年
　

橋は
し

本も
と

　
　
萌も

え

私
は
あ
る
一
冊
の
本
を
手
に
取
っ
た
。
今
、
若
者
に
人

気
の
作
家
山
田
悠
介
さ
ん
の
「
メ
モ
リ
ー
を
消
す
ま
で
」

と
い
う
本
だ
。
こ
の
本
に
は
と
て
も
魅
力
を
感
じ
た
。
私

は
こ
の
本
の
背
表
紙
を
見
て
少
し
高
か
っ
た
け
れ
ど
買
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
物
語
の
主
な
内
容
は
、
犯
罪
防
止
の

た
め
、
全
国
民
の
頭
に
メ
モ
リ
ー
チ
ッ
プ
を
埋
め
込
み
犯

罪
を
犯
し
た
人
の
犯
罪
の
記
憶
（
記
録
）
を
す
べ
て
消
し

て
更
生
を
助
け
る
。
し
か
し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
何
か
疑

問
を
感
じ
て
い
る
一
人
の
男
が
奮
闘
す
る
と
い
う
も
の

だ
。
私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
驚
い
た
。
こ
の
本
に
は
犯
罪

を
犯
し
た
人
の
更
生
の
難
し
さ
が
細
か
く
書
き
記
さ
れ
て

い
た
。
私
は
こ
の
本
を
読
む
ま
で
、
事
件
が
起
こ
り
苦
し

む
の
は
被
害
者
や
そ
の
家
族
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
た
。
で

も
こ
の
本
を
読
ん
で
私
の
勝
手
な
思
い
込
み
は
間
違
い
で

あ
る
と
気
が
付
い
た
。

私
の
妹
は
小
学
一
年
生
の
時
交
通
事
故
に
あ
っ
た
。
そ

の
時
私
は
小
学
四
年
生
で
、
家
で
祖
父
と
母
と
一
緒
に
妹

の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
。
す
る
と
そ
こ
に
一
本
の
電
話
が

鳴
っ
た
。
何
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
の
何
の
意
味

も
な
い
私
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
い
い
電
話
だ
と
思
っ

た
。
で
も
違
っ
た
。
そ
の
電
話
は
、
私
と
妹
の
通
う
小
学

校
か
ら
妹
が
事
故
に
あ
っ
た
と
い
う
電
話
だ
っ
た
。
そ
の

日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
賞
（
優
秀
賞
）
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こ
と
を
母
か
ら
聞
い
た
時
私
は
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。

そ
し
て
気
付
い
た
時
に
は
、
家
を
飛
び
出
し
道
路
を
が
む

し
ゃ
ら
に
走
っ
て
い
た
。
自
然
と
泣
い
て
い
た
ん
だ
と
思

う
。
母
と
事
故
現
場
に
着
く
と
、
た
く
さ
ん
の
人
だ
か
り

が
で
き
て
い
て
そ
の
中
心
に
は
血
だ
ら
け
の
妹
が
い
た
。

救
急
車
が
到
着
し
て
、
や
じ
う
ま
が
み
ん
な
い
な
く
な
っ

た
後
、
一
人
そ
の
場
に
残
っ
て
必
死
な
形
相
で
電
話
し
て

い
る
女
性
が
い
た
。
小
学
生
の
私
で
も
、
こ
の
女
性
が
加

害
者
だ
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
た
。
私
は
今
に

も
溢
れ
出
て
き
そ
う
な
涙
を
こ
ら
え
て
、
ま
る
で
汚
い
物

を
見
る
よ
う
な
目
で
彼
女
を
睨
ん
だ
。
一
生
許
さ
な
い
と

思
っ
た
。
で
も
「
メ
モ
リ
ー
を
消
す
ま
で
」
を
読
ん
で
私

は
考
え
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
調
べ
た
。
そ
し
て
彼
女
に
あ

ん
な
態
度
を
と
っ
た
自
分
を
恨
ん
だ
。
彼
女
は
別
に
妹
を

殺
し
た
く
て
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
訳
で
は
な
い
。
彼
女

に
も
大
切
な
家
族
が
い
て
彼
女
の
こ
と
を
心
配
す
る
人
が

い
る
。
だ
れ
か
が
彼
女
の
こ
と
を
受
け
入
れ
て
あ
げ
な
い

と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

最
近
日
本
で
は
少
年
に
よ
る
犯
罪
が
増
え
て
い
る
。
少

年
（
未
成
年
者
）
は
更
生
す
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
成

人
同
様
の
刑
事
処
分
を
下
す
の
で
は
な
く
て
原
則
と
し
て

家
庭
裁
判
所
に
よ
り
保
護
更
生
の
た
め
の
処
置
を
下
す
こ

と
を
規
定
と
す
る
少
年
法
と
い
う
法
律
が
あ
る
こ
と
を
調

べ
て
み
て
初
め
て
知
っ
た
。
少
年
法
は
二
千
年
に
改
正
さ

れ
刑
事
処
分
の
可
能
年
齢
が
「
十
六
歳
以
上
か
ら
十
四
歳

以
上
」
と
な
っ
た
。
二
千
七
年
に
は
少
年
院
送
致
の
対
象

年
齢
は
「
お
お
む
ね
十
二
歳
以
上
」
と
な
っ
た
。
法
務
省

は
「
お
お
む
ね
」
の
幅
を
「
一
歳
程
度
」
と
し
た
た
め
十

一
歳
の
者
も
少
年
院
収
容
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
は
す
べ
て
初
め
て
知
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
現
在
国
民

投
票
法
で
十
八
歳
以
上
を
成
人
と
み
な
す
項
目
が
あ
る
こ

と
か
ら
少
年
法
の
年
齢
規
定
が
二
十
歳
か
ら
十
八
歳
に
引

き
下
げ
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
私
は
こ
の
見
直
し
に
賛
成

だ
。
な
ぜ
な
ら
国
民
投
票
法
で
も
し
、
十
八
歳
以
上
が
成

人
と
み
な
さ
れ
投
票
権
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
な

ら
、
も
う
立
派
な
社
会
人
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
善
悪
の
区
別
が
は
っ
き
り
と
自
分
で
つ
け
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
か
ら
だ
。
で
も
、
や
は
り
少
年
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法
な
ど
犯
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
て
も
更
生
で
き
る
場
所
を

作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

犯
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
を
社
会
が
受
け
入
れ
る
の
に

は
と
て
も
時
間
が
か
か
る
。
私
は
見
守
っ
て
あ
げ
た
い
と

思
う
。
そ
し
て
支
え
て
あ
げ
た
い
と
思
う
。
少
し
で
も
早

く
そ
の
人
が
社
会
に
復
帰
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は

何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
た
。
や
は
り
一
番
大
事
な
の
は

受
け
入
れ
る
気
持
ち
、
支
え
る
心
、
優
し
い
思
い
で
あ
る
。

最
初
の
話
に
も
ど
る
が
「
メ
モ
リ
ー
を
消
す
ま
で
」
の

よ
う
に
罪
を
犯
し
た
記
憶
を
全
部
消
し
て
し
ま
え
ば
い
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
記
憶
を
消
し
た
と
こ
ろ
で
そ

の
人
が
犯
罪
者
だ
と
い
う
事
実
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
周
り
の
人
が
そ
の
人
の
こ
と
を
冷
た
い
目
で
見
た

り
差
別
し
た
り
す
る
と
、
更
生
ど
こ
ろ
か
人
を
信
じ
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
私
は
こ
れ
か
ら
、

更
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思

う
。
犯
罪
が
な
け
れ
ば
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
で

も
犯
罪
を
犯
し
て
し
ま
い
一
生
懸
命
更
生
し
よ
う
と
し
て

い
る
人
を
支
え
て
い
け
る
社
会
こ
そ
明
る
い
社
会
だ
と
私

は
思
う
。



第65回“社会を明るくする運動”作文コンテスト入賞作品75

中学生の部

温
か
い
ご
飯

長
崎
県
大
村
市
立
西
大
村
中
学
校
　
三
年
　

久く

保ぼ

　
樹い

つ

生き

日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
賞
（
優
秀
賞
）

学
級
に
い
る
と
、
ふ
と
聞
こ
え
て
く
る
、

「
お
母
さ
ん
は
う
る
さ
い
。」　

「
親
が
面
倒
く
さ
い
。」

と
い
う
言
葉
。
聞
く
度
に
重
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
僕
は
知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
い
つ
か
後
悔
す

る
こ
と
を
。
僕
も
、
か
つ
て
は
親
に
向
か
っ
て
「
う
る
さ

い
。」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

僕
が
小
学
校
３
年
生
の
あ
る
日
、
家
に
帰
る
と
母
が
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
は
父
に

「
お
母
さ
ん
は
。」
と
聞
く
と
、
父
は
「
も
う
お
母
さ
ん

は
家
に
戻
ら
な
い
ん
だ
。
ご
め
ん
。」
と
言
い
ま
し
た
。

何
が
起
こ
っ
た
か
す
ぐ
に
は
分
か
ら
ず
、
そ
の
場
に
立
ち

つ
く
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
次
の
日
、
家
に
帰
っ
て
「
た
だ
い
ま
。」
と
言
っ

て
も
、
返
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
は
そ
の
時
、
母

が
い
な
く
な
っ
た
事
を
痛
感
し
ま
し
た
。
特
に
悲
し
か
っ

た
の
は
、
朝
ご
飯
も
昼
ご
飯
も
、
夜
ご
飯
も
、
温
か
い
ご

飯
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
パ
ン
や
、
買
っ
て
き
た
弁

当
が
続
い
た
あ
る
日
、
我
慢
で
き
な
く
な
っ
て
、

「
温
か
い
ご
飯
が
食
べ
た
い
。
お
母
さ
ん
帰
っ
て
き
て

よ
。」

と
言
い
、
寝
る
ま
で
泣
き
ま
し
た
。
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そ
し
て
、
後
悔
し
ま
し
た
。
宿
題
を
し
な
さ
い
と
母
に

言
わ
れ
た
時
、
僕
が
「
う
る
さ
い
。」
と
言
わ
な
か
っ
た
ら
、

い
つ
も
僕
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
た
言
葉
に
、「
だ
ま
っ

て
て
よ
。」
と
言
い
返
さ
な
か
っ
た
ら
、
温
か
い
ご
飯
が

今
も
待
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
何
度
も
思
い
ま

し
た
。

母
の
大
切
さ
、
あ
り
が
た
さ
に
気
づ
い
た
時
に
は
も
う

家
に
い
な
く
な
っ
た
後
で
し
た
。

ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ま
だ
両
親
が

い
る
人
は
、
僕
の
周
り
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
ん
な
人

に
言
い
た
い
で
す
。当
た
り
前
に
側
に
い
て
く
れ
る
人
に
、

側
に
い
て
く
れ
る
う
ち
に
感
謝
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
事

だ
と
。

今
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
国
で
も
親
を
大
切
に

し
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

親
に
ゲ
ー
ム
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
子
ど
も
が
、
親
を
殺
害

す
る
と
い
う
事
件
ま
で
起
き
ま
し
た
。

な
ぜ
、
自
分
の
た
め
に
働
い
て
、
ご
飯
も
食
べ
さ
せ
て

く
れ
る
親
を
、
自
ら
の
手
で
傷
つ
け
、
殺
害
ま
で
す
る
の

か
、
僕
に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

も
う
二
度
と
こ
ん
な
事
件
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
僕

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
日
頃
か

ら
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
僕
が
辛

か
っ
た
時
、
周
り
の
人
に
た
く
さ
ん
助
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
祖
母
に
は
、
家
事
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
伯
母
に
は

忙
し
い
父
の
代
わ
り
に
世
話
を
し
て
も
ら
っ
て
、
こ
れ
ま

で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

助
け
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
、
日
頃
か
ら

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
考
え
て
い
る
の
は
、
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
で
す
。
助
け
て
も
ら
っ
た
人
に
は
、
必
ず
恩
を

返
し
、
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
人
に
は
自
分
か
ら
声
を

か
け
る
こ
と
で
、
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
に
助
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
た

ら
、
僕
が
励
ま
し
て
僕
に
励
ま
さ
れ
た
人
が
ま
た
別
の
人

を
励
ま
す
、
そ
う
や
っ
て
苦
し
む
人
が
い
な
い
社
会
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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僕
が
一
番
に
恩
返
し
を
し
た
い
の
は
父
で
す
。
毎
日
一

生
懸
命
仕
事
を
し
て
、
僕
が
熱
を
出
し
た
時
は
つ
き
っ
き

り
で
看
病
し
て
く
れ
ま
し
た
。
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は

弁
当
を
作
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
家
に
帰
る
と
温

か
い
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
る
父
に
、
一
生
を
か
け
て
親
孝

行
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

温
か
い
ご
飯
が
待
つ
家
庭
が
多
く
な
れ
ば
、
悲
し
い
事

件
も
少
な
く
な
り
、
み
ん
な
が
、
周
り
に
感
謝
し
て
恩
返

し
を
し
な
が
ら
生
き
て
い
け
ば
、
こ
の
世
の
中
は
明
る
く

輝
く
、
と
僕
は
信
じ
ま
す
。
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小学生の部

手
を
さ
し
の
べ
て
あ
げ
ら
れ
る
社
会

新
潟
県
新
潟
市
立
沼
垂
小
学
校
　
六
年
　

高た
か

野の

　
真ま

実み

非
行
や
犯
罪
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
の
で
き
る
、
明
る
い

社
会
を
作
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
、
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
な
に
も
な
か
っ

た
よ
う
に
非
行
や
犯
罪
か
ら
は
な
れ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
で
も
私
は
、
周
り
の
人
が
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
周
り
の
人
に
救
わ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
学
校
で
失
敗
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
先

生
に
し
か
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
ら
れ
て
い
た
時
に
友
達
が

見
て
い
ま
し
た
。
友
達
は
、
し
か
ら
れ
て
い
る
私
を
ど
う

見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
に
な
り
ま
し
た
。友
達
は
、

も
う
私
と
話
を
し
て
く
れ
な
い
か
な
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
も
し
、
ま
た
私
と
友
達
が
仲
良
く
で
き
て
も
、

先
生
や
周
り
の
人
は
私
の
こ
と
を
ど
う
思
う
の
だ
ろ
う
と

心
配
に
な
り
ま
し
た
。
不
安
に
な
っ
て
、
自
分
が
し
た
こ

と
を
後
か
い
し
ま
し
た
。
次
の
日
に
、
学
校
に
行
く
と
友

達
が
、

「
お
は
よ
う
。
昨
日
、
大
丈
夫
だ
っ
た
？ 

な
ん
か
不
安

な
顔
し
て
る
け
ど
な
に
も
心
配
な
い
よ
。」

「
そ
う
だ
よ
。
他
の
み
ん
な
だ
っ
て
気
に
し
て
な
い
し
大

丈
夫
だ
よ
。」	

「
し
た
こ
と
は
悪
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
先
生
も

日
本
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞
（
優
秀
賞
）
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ち
ゃ
ん
と
、
分
か
っ
て
く
れ
て
る
し
、
み
ん
な
だ
ん
だ
ん

忘
れ
て
い
く
よ
。」

「
だ
か
ら
、
別
に
昨
日
の
こ
と
な
ん
か
気
に
し
て
な
い

し
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
友
達
だ
よ
。」

「
元
気
出
し
て
！
」

そ
ん
な
友
達
の
言
葉
が
嬉
し
く
て
、
嬉
し
く
て
、
泣
き

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、「
あ
り
が
と
う
。
も
う
あ

ん
な
事
し
な
い
よ
。」

と
言
い
ま
し
た
。
先
生
も
い
つ
も
通
り
の
や
さ
し
い
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
す
ご
く
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

周
り
の
み
ん
な
も
気
に
し
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
は
い
つ
も
通
り
、
み
ん
な
は
私
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

私
は
、
み
ん
な
が
く
れ
た
言
葉
に
救
わ
れ
ま
し
た
。
み

ん
な
が
く
れ
た
、
大
丈
夫
、
の
言
葉
の
お
か
げ
で
今
ま
で

通
り
の
生
活
に
も
ど
る
き
っ
か
け
を
作
れ
ま
し
た
。
自
分

を
信
じ
て
く
れ
て
い
る
、
友
達
や
先
生
を
誇
り
に
思
い
ま

し
た
。

非
行
や
犯
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
も
同
じ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ど
の
よ
う
に
ふ
る
ま
え
れ
ば
良
い
の
だ
ろ

う
、
ど
の
よ
う
に
周
り
と
接
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
と
困

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
と
き
、

周
り
の
だ
れ
か
が

「
大
丈
夫
？
」

な
ど
と
、
勇
気
が
で
る
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
た
ら
、
今
ま

で
通
り
に
過
ご
す
勇
気
が
で
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
き
っ
と
、
私
と
同
じ
で
勇
気
を
も
ら
え
る
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、
と
て
も
小
さ
な
こ
と
で

す
が
、
明
る
い
社
会
を
作
っ
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
は

大
き
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
非
行
や
犯
罪
を
犯

し
た
人
が
、
社
会
に
も
ど
る
社
会
の
仕
事
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
は
非
行
や
犯
罪
を
犯
し
た

人
達
を
助
け
る
、「
周
り
の
人
」
だ
か
ら
、
救
う
言
葉
を

か
け
て
、
勇
気
を
あ
げ
る
の
で
す
。
私
は
、「
明
る
い
社
会
」

に
は
、
非
行
や
犯
罪
を
犯
し
た
人
に
、
信
じ
て
い
る
か
ら

大
丈
夫
、
と
手
を
さ
し
の
べ
て
あ
げ
ら
れ
る
、
そ
ん
な
周

り
の
人
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
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小学生の部

地
域
と
防
犯
～
つ
な
が
り
の
大
切
さ
～

兵
庫
県
神
戸
市
立
名
谷
小
学
校
　
六
年
　

寺て
ら

岡お
か

　
里り

紗さ

今
年
に
な
っ
て
、
私
の
住
む
町
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
五
カ

所
、
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
帰
宅
時
間
や
一
人
に
な
っ
た
時

間
を
ね
ら
っ
て
声
を
か
け
る
な
ど
、
最
近
は
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
も
た
く
さ
ん
の
事
件
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。「
よ

り
安
全
な
町
に
す
る
た
め
に
自
治
会
の
人
た
ち
で
相
談
し

設
置
が
決
ま
っ
た
の
よ
。」
と
母
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
よ

り
安
全
な
町
に
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
考
え
て
実
行
に

移
す
な
ん
て
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
自
分
の

住
む
町
と
防
犯
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。確

か
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
こ
と
で
、
そ
こ
を
歩
い

て
い
る
時
に
前
よ
り
安
心
と
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
す
。
防

犯
カ
メ
ラ
は
そ
こ
の
場
所
で
の
犯
罪
を
お
さ
え
る
効
果
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
「
防
犯
カ
メ
ラ
が
あ
る
か
ら
し

な
い
。」
と
場
所
に
よ
っ
て
変
え
て
い
る
の
な
ら
、
本
当

の
意
味
で
犯
罪
を
防
い
で
い
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
、
も
し
事
件
が
起
き
、
そ
の
解
明
の
た
め
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
映
像
を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
防

犯
カ
メ
ラ
は
役
立
つ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
防
犯
の
意

味
と
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど

の
機
械
は
効
果
的
で
す
が
、
防
犯
に
大
切
な
の
は
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
か
と

日
本
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞
（
優
秀
賞
）
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思
い
ま
す
。

祖
父
の
こ
と
が
頭
に
う
か
び
ま
し
た
。
同
じ
町
に
住
む

祖
父
は
八
十
一
歳
で
す
。
私
た
ち
小
学
生
の
た
め
に
、
登

校
時
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
交
差
点
に
十
年
近

く
立
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
長
い
道
の
り
を
歩
き
、
交
差

点
に
立
つ
祖
父
が
見
え
る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。
そ
う
感
じ

る
の
は
私
の
祖
父
だ
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暑
い
日
も

大
雨
の
日
も
私
た
ち
よ
り
先
に
行
っ
て
立
っ
て
く
れ
て
い

る
と
い
う
安
心
感
か
ら
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
お
っ

ち
ゃ
ん
」
と
か
「
り
さ
の
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
か
「
今
何
時

で
す
か
？
」
と
か
聞
こ
え
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
子

た
ち
も
祖
父
に
安
心
感
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。あ

る
日
、
祖
父
と
私
が
い
っ
し
ょ
に
で
か
け
て
い
ま
し

た
。
前
か
ら
お
化
し
ょ
う
も
服
そ
う
も
髪
型
や
少
し
派
手

な
か
ん
じ
の
す
る
若
い
女
の
人
が
歩
い
て
き
ま
し
た
。
す

る
と
、
す
れ
ち
が
う
時
、「
こ
ん
に
ち
は
。」
と
お
た
が
い

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
最
初
の
印
象
と
ち
が
っ
て
、
女
の
人
の
笑
顔
が
と
て

も
す
て
き
で
し
た
。
私
が
「
知
り
合
い
？
」
と
尋
ね
る
と
、

祖
父
は
「
り
さ
の
小
学
校
の
先
輩
や
で
。
あ
の
子
も
交
差

点
を
通
っ
て
学
校
行
っ
て
た
で
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
人
も
き
っ
と
小
学
生
の
時
、
私
と
同
じ
よ
う
な

気
持
ち
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
大
人

に
な
っ
て
も
祖
父
の
こ
と
を
覚
え
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
す
て
き
に
感
じ
て
心
が
温

か
く
な
り
ま
し
た
。

地
域
で
行
わ
れ
る
夏
祭
り
の
こ
と
も
思
い
出
し
ま
し

た
。
こ
の
夏
、
私
は
い
つ
も
と
一
味
ち
が
う
お
菓
子
つ
り

を
体
験
を
し
ま
し
た
。
例
年
、
近
所
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

開
い
て
く
れ
る
お
菓
子
つ
り
の
お
店
に
お
客
さ
ん
と
し
て

行
き
、
楽
し
む
だ
け
で
し
た
が
、
今
年
は
お
菓
子
を
つ
め

る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
袋
づ
め
作
業
は

予
想
以
上
に
時
間
も
か
か
り
大
い
そ
が
し
で
し
た
が
、
達

成
感
が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
「
夏
祭
り
楽
し
い
！
」

と
喜
ぶ
だ
け
で
し
た
が
、
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
い
っ

ぱ
い
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
夏

祭
り
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
人
た
ち
が
私
た
ち
の
た
め
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に
い
ろ
ん
な
活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
、
感
謝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
人
た
ち
に
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
お
か
げ
で
私

た
ち
は
安
心
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
大
人
同
士
で
話
し
合
っ
た
り
、
協
力
し
て
い
る
す
が
た

を
見
る
と
私
た
ち
も
そ
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
る
地
域
は
き
っ
と
犯
罪
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
私
は
気
持
ち
良
い
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、
地

域
の
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、
子
ど
も
で
も
地
域
に
住
む

一
人
と
し
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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小学生の部

や
さ
し
さ
は
、
わ
た
し
か
ら

山
口
県
光
市
立
岩
田
小
学
校
　
一
年
　

古ふ
る

木き

　
智と

も

子こ

わ
た
し
に
は
、
こ
う
こ
う
せ
い
の
お
に
い
ち
ゃ
ん
が
い

ま
す
。
わ
た
し
は
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
、
だ
い
っ

き
ら
い
で
す
。
さ
い
き
ん
は
、
は
な
す
と
す
ぐ
に
け
ん
か

に
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
と
て
も
い
や
な
き
も
ち
に

な
っ
て
、
も
っ
と
や
さ
し
い
お
に
い
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ら
な

あ
と
お
も
い
ま
す
。
ど
う
し
て
、
わ
た
し
に
だ
け
や
さ
し

く
な
い
ん
だ
ろ
う
。

き
の
う
も
わ
た
し
が

「
お
に
い
ち
ゃ
ん
、
お
り
て
き
て
。」

と
二
か
い
に
い
る
お
に
い
ち
ゃ
ん
を
よ
ぶ
と

「
う
る
さ
い
。
だ
ま
っ
ち
ょ
け
。」

と
い
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
い
い
か
た
を
し
な
く
て
も
い
い

の
に
と
は
ら
が
た
っ
て
、
お
か
あ
さ
ん
に
ほ
う
こ
く
を
し

ま
し
た
。

お
に
い
ち
ゃ
ん
が
二
か
い
か
ら
お
り
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
わ
た
し
が
お
か
あ
さ
ん
に
い
っ
た
こ
と
に
お
こ
っ

て「
お
ま
え
は
、
お
れ
よ
り
も
べ
ん
き
ょ
う
が
で
き
ん
。」

と
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
い
ま
そ
ん
な
こ
と
は
か
ん

け
い
な
い
の
に
。
い
み
が
わ
か
ん
な
い
と
こ
こ
ろ
の
な
か

で
お
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
き
い
て
い
た
お
か
あ
さ
ん
が

「
と
も
は
、
か
し
こ
い
よ
。
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
よ
。」

日
本
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞
（
優
秀
賞
）
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と
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
お
か
あ
さ
ん
は
、
お
に
い

ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
お
こ
る
と
お
も
っ
て
い
た
の
に
お
こ
ら

ず
に
わ
た
し
に
や
さ
し
い
こ
え
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
が
い
っ
た
こ
と
ば
で
は
、
な

み
だ
は
で
な
か
っ
た
の
に
、
お
か
あ
さ
ん
の
こ
と
ば
で
な

み
だ
が
ポ
ロ
ポ
ロ
で
て
き
て
、
な
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
な
ぜ
か
お
か
あ
さ
ん
は
、
お
に
い
ち
ゃ
ん

に
も

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」

と
い
い
ま
し
た
。
お
に
い
ち
ゃ
ん
は
な
に
も
い
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
そ
の
あ
と
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
は
だ
ま
っ

た
ま
ま
、
わ
た
し
に
も
ひ
ど
い
こ
と
は
い
い
ま
せ
ん
で
し

た
。わ

た
し
は
、
す
こ
し
た
っ
て
お
に
い
ち
ゃ
ん
に

「
ご
め
ん
ね
。」

と
い
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
ひ
ご
ろ
か
ら
お
に
い
ち
ゃ
ん
に

「
バ
カ
み
ず
き
。」

と
か
い
ろ
い
ろ
と
お
に
い
ち
ゃ
ん
が
い
や
な
き
も
ち
に
な

る
こ
と
ば
を
い
っ
た
り
、
い
や
が
る
こ
と
を
し
た
り
し
て

い
た
か
ら
、
わ
た
し
に
や
さ
し
く
し
て
く
れ
な
く
な
っ
た

ん
だ
と
お
も
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
が
、
や
さ
し

い
こ
と
ば
を
い
っ
た
り
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
が
い
や
が
る
こ

と
を
し
な
か
っ
た
り
し
た
ら
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
も
や
さ
し

い
き
も
ち
に
な
っ
て
く
る
と
お
も
い
ま
す
。

か
ぞ
く
だ
か
ら
、
つ
い
つ
い
、
い
い
す
ぎ
る
こ
と
が
あ

る
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
わ
た
し
は
ほ
か
の
や
さ
し
く
し
て
く

れ
る
お
に
い
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
な
ん
で
も
い
え
る
、

わ
た
し
の
お
に
い
ち
ゃ
ん
が
い
い
で
す
。
も
っ
と
や
さ
し

い
お
に
い
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
わ
た
し
か

ら
や
さ
し
い
こ
と
ば
を
い
っ
ぱ
い
い
い
た
い
で
す
。

わ
た
し
が
お
に
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
す
き
を
お
も
っ
て

い
た
ら
お
に
い
ち
ゃ
ん
に
も
つ
た
わ
る
と
お
も
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
わ
た
し
が
か
わ
り
ま
す
。
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中学生の部

犯
罪
を
な
く
す
た
め
に

宮
城
県
多
賀
城
市
立
多
賀
城
中
学
校
　
一
年
　

畠
は
た
け
や
ま

山
　
　
宗そ

う

私
は
、
こ
の
夏
休
み
中
に
「
犯
罪
は
ど
う
し
て
起
き
る

の
だ
ろ
う
か
。」
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
さ
せ
ら
れ

る
出
来
事
に
直
面
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
宅
の
近
所
を
ラ

ン
ニ
ン
グ
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
前
を
通
り
か
か
る
と
、
高
校
生
く
ら
い
の
若
い

男
女
数
人
が
警
察
官
を
相
手
に
、
大
声
で
乱
暴
な
言
葉
を

発
し
て
い
ま
し
た
。
何
か
を
注
意
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て

激
し
く
反
抗
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
こ
わ
さ
か
ら
急
い

で
そ
の
場
を
離
れ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、「
こ
ら
ぁ
」

と
い
う
大
声
に
反
応
し
、
思
わ
ず
若
い
男
女
の
方
に
目
を

向
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
の
し
ゅ
ん
間
、
体
が
震
え
る

ほ
ど
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
大
声
を
発
し
て
い
た
の
は
、
東

日
本
大
震
災
前
に
近
所
の
公
園
で
優
し
く
野
球
を
教
え
て

く
れ
た
お
兄
さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
き
に
ふ
と
気
付
い

た
の
で
す
が
、「
誰
か
が
傷
つ
け
ら
れ
た
。」
と
聞
い
た
と

き
、
今
ま
で
は
「
傷
つ
け
ら
れ
た
人
が
か
わ
い
そ
う
。」

と
思
う
ば
か
り
で
し
た
が
、
あ
の
出
来
事
に
直
面
し
て
か

ら
は
、「
ど
う
し
て
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。」
と

加
害
者
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
か
な

か
答
え
は
見
つ
か
ら
ず
、
出
て
く
る
の
は
「
ス
ト
レ
ス
」

と
い
う
言
葉
ば
か
り
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
家
族
と

日
本
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞
（
優
秀
賞
）
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車
で
出
か
け
、
信
号
待
ち
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。

後
ろ
か
ら
バ
イ
ク
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
赤
信
号
を
無
視

し
て
爆
音
を
鳴
ら
し
な
が
ら
走
り
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
父
が
「
危
険
な
少
年
の
主
張
だ
な
。」
と
小
さ

な
声
で
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
私
は
す
ぐ
に
「
今
の
が
少
年

の
主
張
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
。」
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

話
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
私
は
家
族
に
あ
の
出
来
事
に
直

面
し
た
こ
と
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
時
に
ふ
と
気
付
い

た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
車
の
中
だ
け
で
は
話
が
終
わ
ら

ず
、
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
こ
の
話
が
続
き
ま

し
た
。

家
族
と
話
し
た
内
容
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
、
近
所
の

公
園
で
野
球
を
教
え
て
く
れ
た
お
兄
さ
ん
は
、
東
日
本
大

震
災
で
お
母
さ
ん
を
亡
く
し
て
い
て
、
ず
っ
と
さ
び
し
い

思
い
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
次
に
父

が
言
っ
た
「
少
年
の
主
張
」
と
は
、
自
分
の
思
い
や
存
在

を
認
め
て
も
ら
え
ず
、
自
分
を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持

ち
を
バ
イ
ク
で
の
危
険
な
走
行
に
よ
り
表
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
人
を
傷
つ
け
て
し
ま

っ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
お
さ
え
き
れ
な
い
不
満
や

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
自
分
を
見
失
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
不
満

や
ス
ト
レ
ス
を
他
人
に
ぶ
つ
け
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
犯
罪
を
な
く
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
ま
し
た
が
、
犯
罪
を
起

こ
し
て
し
ま
い
そ
う
な
人
に
必
要
な
の
は
、
冷
静
に
考
え

る
こ
と
と
少
し
が
ま
ん
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
犯
罪
を
無

く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
に
必
要
な
の
は
、
人
の
悩
み

や
不
満
を
聞
い
て
あ
げ
る
な
ど
、
良
き
相
談
相
手
に
な
る

こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
多

く
の
人
の
不
満
や
悩
み
を
聞
き
、
相
談
相
手
に
な
る
こ
と

は
不
可
能
な
の
で
、
一
人
一
人
が
家
族
や
友
人
の
こ
と
を

理
解
し
、
何
で
も
気
軽
に
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

犯
罪
は
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

も
う
少
し
で
夏
休
み
が
終
わ
り
ま
す
が
、
新
学
期
か
ら

は
友
人
の
話
を
真
剣
に
聞
き
、
何
か
い
つ
も
と
違
う
と
感

じ
時
な
ど
は
「
ど
う
か
し
た
？
何
か
あ
っ
た
の
？
」
と
聞

い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
が
困
っ
た
り
悩

ん
だ
り
し
た
時
は
、
自
分
の
中
だ
け
で
考
え
こ
ま
ず
に
家
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族
や
友
人
に
相
談
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
の
話
を
聞
く

の
も
自
分
の
こ
と
を
話
す
の
も
勇
気
が
い
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
前
に
話

し
合
え
れ
ば
、
皆
が
笑
顔
で
「
良
か
っ
た
ね
。」
と
言
い

合
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
夏
休
み
に

直
面
し
た
あ
の
出
来
事
の
お
兄
さ
ん
に
出
会
い
、
も
し
も

話
す
機
会
が
あ
っ
た
ら
「
あ
の
時
は
、
野
球
を
教
え
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
野
球
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。」
と
言
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
、

あ
の
時
と
同
じ
優
し
い
笑
顔
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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中学生の部

明
る
い
社
会
と
は
何
か

兵
庫
県
高
砂
市
立
松
陽
中
学
校
　
二
年
　

萬ま
ん

山や
ま

　
花か

音の
ん

私
の
考
え
る
明
る
い
社
会
は
、
犯
罪
や
非
行
を
す
る
人

間
が
い
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
犯
罪
や
非
行
の
原
因
が
な

く
な
る
こ
と
で
で
き
る
も
の
で
す
。

連
日
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
見
る
悲
し
い
事
件
の
数
々
は
、

不
運
な
事
故
で
な
い
限
り
、
ま
わ
り
の
人
が
救
う
こ
と
の

で
き
た
命
と
心
の
数
々
で
す
。
そ
う
い
っ
た
事
件
に
は
必

ず
加
害
者
と
被
害
者
が
い
ま
す
。
そ
し
て
被
害
者
の
こ
と

を
大
切
に
思
っ
て
い
る
家
族
や
友
達
が
い
ま
す
。
こ
れ
だ

け
た
く
さ
ん
の
人
を
巻
き
こ
ん
で
し
ま
う
犯
罪
や
非
行
は

な
ぜ
起
こ
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
加
害
者
も

事
件
に
巻
き
こ
ま
れ
た
被
害
者
の
ひ
と
り
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
は
、
そ
の
人
自
身
が
も
と
も
と
か
ら
悪
い
と
い
う
こ

と
は
絶
対
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

私
は
幸
せ
な
こ
と
に
、
身
近
で
犯
罪
が
起
こ
っ
た
こ
と

が
な
い
の
で
さ
さ
い
な
姉
弟
げ
ん
か
を
例
に
と
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

あ
る
時
、
私
の
机
に
入
れ
て
い
た
定
規
セ
ッ
ト
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
家
族
の
誰
に
聞
い
て
も
知
ら
な
い
、
と
言

わ
れ
、
仕
方
な
く
授
業
は
友
達
に
借
り
た
も
の
を
使
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
に
、
そ
れ
は
弟
の
し
わ

ざ
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
す
。
私
は
勝
手
に
机
か
ら
持

ち
出
し
た
こ
と
と
、
一
度
聞
い
た
と
き
に
言
わ
な
か
っ
た

日
本
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞
（
優
秀
賞
）
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こ
と
の
二
つ
に
激
し
く
怒
り
弟
を
責
め
ま
し
た
。

こ
の
場
合
、
大
げ
さ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
が
被
害
者

で
弟
が
加
害
者
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
話
だ
け

を
聞
く
と
弟
が
一
方
的
に
悪
い
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
よ
く
よ
く
話
を
聞
け
ば
、
勝
手
に
持
ち
出
し

た
日
、
私
は
そ
こ
に
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
な

ぜ
、
一
度
聞
い
た
と
き
正
直
に
言
わ
な
か
っ
た
の
か
と
言

う
と
、
以
前
に
同
じ
こ
と
が
あ
り
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
謝
っ

た
の
に
怒
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
の
私
が
あ
ま
り
に

も
怖
く
、
言
い
出
せ
な
か
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。
こ
れ
は

私
の
方
に
も
原
因
が
あ
る
と
い
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
世
の
中
の
全
て
の
事
件
は
、
こ
ん
な
平
和
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
ん
な
犯
罪
を
、
非

行
を
、
犯
し
て
し
ま
っ
た
に
せ
よ
、
何
か
理
由
が
あ
る
は

ず
で
す
。
被
害
者
の
方
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
ら
れ

る
場
合
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
ん
な
こ
と
は

警
察
の
人
が
一
生
懸
命
調
べ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
通

り
で
す
。
私
が
言
い
た
い
の
は
、
犯
罪
や
非
行
を
な
く
そ

う
と
す
る
の
な
ら
、
そ
の
原
因
の
根
っ
こ
の
根
っ
こ
を
国

民
全
員
で
消
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
た
。」

「
誰
で
も
良
か
っ
た
。」

こ
ん
な
風
に
取
り
調
べ
で
言
う
犯
罪
者
を
減
ら
す
の
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
周
り
に
い
る
一
人
一

人
を
尊
重
す
る
気
持
ち
を
、
こ
れ
ま
た
一
人
一
人
が
持
つ

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
朝
家
を
出
て
近
所
の
方
に
会
っ
た

ら
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
、
と
か
で
す
。
地
域

の
輪
が
広
が
れ
ば
、
そ
の
中
で
犯
罪
が
起
き
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
る
は
ず
で
す
。

「
お
金
が
欲
し
か
っ
た
。」

「
つ
い
万
引
き
し
て
し
ま
っ
た
。」

こ
ん
な
風
に
取
り
調
べ
で
言
う
非
行
少
年
ま
た
は
少
女
を

減
ら
す
の
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
周
り

の
大
人
が
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
と
、
万
引
き
を
す
る
こ
と

で
ど
れ
ほ
ど
大
変
な
思
い
を
お
店
の
方
が
さ
れ
る
の
か
を

教
え
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
関
係
を
つ

く
る
の
が
地
域
で
の
か
か
わ
り
、
ふ
れ
あ
い
の
場
で
す
。

私
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
で
で
き
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る
運
動
と
い
う
の
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
さ
え
あ
れ
ば
犯
罪
、
非

行
を
踏
み
止
ま
る
勇
気
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で

す
。
そ
し
て
、
踏
み
止
ま
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
人
も

罪
さ
え
償
え
ば
地
域
の
、
社
会
の
一
員
と
し
て
居
場
所
が

で
き
、
立
ち
直
り
へ
の
第
一
歩
と
な
る
か
ら
で
す
。
犯
罪

や
非
行
は
、「
自
分
に
は
も
う
居
場
所
な
ん
て
な
い
ん

だ
。」
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
起
こ
し
ま
す
。
そ
ん
な

悲
し
い
こ
と
を
考
え
る
人
が
い
な
い
世
の
中
を
、
私
は
、

本
当
の
明
る
い
社
会
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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中学生の部

温
か
い
心
に
触
れ
る
こ
と
で

福
岡
県
福
岡
市
立
和
白
丘
中
学
校
　
一
年
　

後ご

藤と
う

　
　
駆

か
け
る

日
本
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞
（
優
秀
賞
）

最
近
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
ま
だ
成
人
に
も
な
ら
な
い
僕

と
同
じ
く
ら
い
の
歳
の
若
い
人
達
が
犯
罪
に
手
を
染
め
る

と
い
っ
た
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
聞
く
。
そ
の
こ
と
が

発
展
し
、
大
き
な
事
件
に
も
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
若
い

の
に
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
何
が
原

因
な
の
か
。
僕
は
疑
問
に
思
っ
た
。

そ
ん
な
時
、
あ
る
一
つ
の
テ
レ
ビ
番
組
を
見
た
。
内
容

は
、
学
生
の
時
に
、
親
が
お
ら
ず
非
行
に
走
っ
て
い
た
男

性
が
、
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支
え
る
活
動
を
し

て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
に
出
会
い
、
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
と
、

自
分
と
同
じ
よ
う
な
状
態
に
あ
る
人
達
と
一
緒
に
暮
ら
す

様
子
で
あ
る
。
暮
ら
し
て
い
く
中
で
男
性
は
、
手
料
理
な

ど
の
ま
る
で
自
分
の
お
母
さ
ん
の
よ
う
な
、
お
ば
あ
さ
ん

の
温
か
い
心
に
触
れ
、
成
長
し
て
い
く
。

こ
の
話
の
中
で
、
僕
が
特
に
印
象
に
残
っ
た
場
面
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
誕
生
日
の
時
に
、
お
ば
あ
さ
ん
に
手
作
り

の
バ
ー
ス
デ
イ
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
も
ら
い
、
本
当
に
う
れ

し
そ
う
に
笑
顔
で
写
る
男
性
の
写
真
が
出
る
場
面
で
あ

る
。
親
が
お
ら
ず
、
き
っ
と
手
作
り
の
バ
ー
ス
デ
イ
ケ
ー

キ
を
食
べ
た
こ
と
が
一
度
も
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
初
め

て
食
べ
る
手
作
り
の
バ
ー
ス
デ
イ
ケ
ー
キ
は
格
別
な
も
の

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
さ
に
、
お
ば
あ
さ
ん
の
温
か
い
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心
に
触
れ
た
、
そ
う
感
じ
さ
せ
る
笑
顔
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
温
か
い
心
に
触
れ
成
長
し
た
男
性
は
、
就

職
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
ん
な
男
性
は
、
お
ば
あ
さ

ん
に
つ
い
て
、

「
あ
の
お
ば
あ
さ
ん
に
本
当
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
ば

あ
さ
ん
の
お
か
げ
で
今
が
あ
り
ま
す
。」
と
感
謝
し
て
い

た
。
本
当
に
す
ご
い
お
ば
あ
さ
ん
だ
と
僕
も
思
う
。
非
行

を
し
た
人
を
立
ち
直
ら
せ
る
方
法
を
よ
く
知
っ
て
い
る
と

思
っ
た
。

非
行
を
し
た
人
を
立
ち
直
ら
せ
る
方
法
、
そ
れ
は
「
温

か
い
心
に
触
れ
る
こ
と
」
だ
と
思
う
。
非
行
に
走
る
多
く

の
人
は
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
家
族
が
い

な
か
っ
た
り
と
い
う
環
境
で
も
あ
る
と
思
う
が
、
な
に
よ

り
「
温
か
い
心
に
触
れ
る
こ
と
」
が
で
き
な
い
環
境
で
あ

る
と
思
う
。
し
か
し
、
お
ば
あ
さ
ん
の
家
の
よ
う
に
「
温

か
い
心
に
触
れ
る
こ
と
」
が
で
き
た
人
は
、
男
性
の
よ
う

な
非
行
を
し
た
人
で
も
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、「
温
か
い
心
に
触
れ
る
こ
と
」
が
で
き
る
環
境
を
地

域
全
体
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
非
行
の
な
い
地
域

づ
く
り
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
や
近
所
の
人

が
そ
う
い
う
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
僕
自

身
、
実
際
に
近
所
の
人
の
温
か
い
心
に
触
れ
た
時
が
あ

る
。近

所
の
お
ば
さ
ん
が
小
学
校
を
卒
業
す
る
時
、

「
お
祝
い
に
プ
リ
ン
か
ゼ
リ
ー
か
ど
ち
ら
が
い
い
。」

と
聞
か
れ
、

「
じ
ゃ
あ
、
プ
リ
ン
が
い
い
で
す
。」

と
言
っ
た
ら
、
次
の
日
に
特
大
の
プ
リ
ン
を
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
僕
の
家
の
と
な
り
に
住
ん
で
い
る
九
十
代
の
お

ば
あ
さ
ん
は
、
母
の
帰
り
が
遅
か
っ
た
時
に
電
話
で
、

「
家
に
残
り
物
が
あ
る
か
ら
、
家
ま
で
ち
ょ
っ
と
取
り
に

来
て
。」

と
言
わ
れ
、
家
に
行
く
と
、
天
ぷ
ら
や
赤
飯
等
を
沢
山
く

だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
い
つ
も
僕
が
出
か
け
る
時
に
、

「
お
は
よ
う
。」

と
あ
い
さ
つ
し
て
く
だ
さ
り
、
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「
今
日
は
暑
い
ね
。」

と
か
、

「
今
日
は
学
校
が
あ
る
の
。」

等
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
。
そ
う
い
っ
た
時
に
、
温
か

い
心
に
触
れ
た
気
が
す
る
。

温
か
い
心
は
、
別
に
人
に
あ
げ
る
物
だ
け
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
い
。
日
常
生
活
の
中
に
で
も
あ
る
の
だ
。「
温

か
い
心
に
触
れ
る
こ
と
」
が
で
き
た
人
は
、
人
に
対
し
て

温
か
い
心
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
心
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
人
は
、
人
に
対
し
て
、
温
か
い
心
で
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
こ
の
温
か
い
心
の
連
鎖
こ
そ
、

非
行
を
な
く
し
て
い
け
る
こ
と
で
あ
り
、
大
き
な
事
件
を

防
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
僕
は
そ
う
考
え
る
。
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更
生
保
護
法
人　

立
川
更
生
保
護
財
団
に
つ
い
て

立
川
更
生
保
護
財
団
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
改
善
更
生
を
図
る
た
め
活
動
さ
れ
て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
、
困
難
な
状
況
の
中
で
、
地
道
に
更
生
保
護
活
動
に
取
り
組
む
姿
に
深
く
感
銘
を
受
け
た
立
川
ブ
ラ
イ
ン
ド
工
業
株
式

会
社
創
業
者
立
川
孟
美
氏
が
昭
和
六
三
年
一
〇
月
に
設
立
し
、
以
来
、
更
生
保
護
事
業
を
一
層
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

財
団
と
し
て
は
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一　

更
生
保
護
施
設
に
対
す
る
助
成

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
社
会
復
帰
に
尽
力
し
て
い
る
更
生
保
護
施
設
に
対
し
て
、
施
設
の
改
善
や
整
備
の
充
実

の
た
め
の
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
更
生
保
護
施
設
へ
の
助
成
を
通
じ
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

二　

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～  

へ
の
協
力

本
運
動
で
は
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、
全
国
各
地
で
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
財
団

と
し
て
も
、
本
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
作
文
集
の
制
作
を
は
じ
め
、
様
々
な
取
組
に
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

三　

保
護
司
活
動
へ
の
協
力

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
地
域
で
支
え
て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
保
護
司
は
地
域
社
会
で
保
護

観
察
や
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
を
は
じ
め
と
し
た
犯
罪
予
防
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
財
団
と
し
て
は
、

保
護
司
の
行
う
地
域
活
動
や
学
校
と
の
連
携
活
動
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

財
団
と
し
て
は
、
今
後
も
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支
援
し
て
い
る
方
々
へ
の
協
力
・
応
援
を
通
じ
て
、

「
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
、
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
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第66回“社会を明るくする運動”作文コンテストは次のとおり、実施いたします。
多くの学校でこの作文コンテストに取り組み、たくさんの応募をしていただきますよ
う、御協力お願いします。
なお、作文コンテストの詳細については、次ページの最寄りの保護観察所（各都府県

の県庁所在地と、北海道では札幌、函館、旭川、釧路）にお問い合わせください。

○主催
法務省
“社会を明るくする運動”中央推進委員会

○後援（予定）
全国連合小学校長会／全日本中学校長会／全国小学校国語教育研究会／
全日本中学校国語教育研究協議会／公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会／
更生保護法人全国保護司連盟／日本更生保護女性連盟／日本ＢＢＳ連盟／
更生保護法人日本更生保護協会

○応募規定
（１）資格

全国の小学生及び中学生
（２）テーマ

“社会を明るくする運動”の趣旨を踏まえ、日常の家庭生活、学校生活の中で体験
したことを基に、犯罪・非行のない地域社会づくりや犯罪・非行をした人の立ち直
りについて考えたこと、感じたことなどを題材としたものとします。

（３）原稿の枚数
400字詰め原稿用紙３～５枚程度

（４）応募先及び応募締切日
応募先：“社会を明るくする運動”都道府県推進委員会（事務局：保護観察所）
締切り：平成28年９月ころ（締切日は各都道府県推進委員会によって異なります。
　　　　詳しくは、最寄りの保護観察所へお問い合わせ下さい。）

（５）その他
応募作品は、他の作文コンテスト等への応募作品又は応募予定作品を除く自作・未
発表のものに限り、原則として原本（手書きのもの）とします。応募に当たっては、
題名、学校名、学年、氏名を明記してください。

○選考
“社会を明るくする運動”各地区推進委員会及び同各都道府県推進委員会によって選
考し、同中央推進委員会に推薦された作品から、中央推進委員会において審査し、入
賞作品を決定します。

○表彰（予定）
◦最優秀賞：法務大臣賞……………………………………………小学生・中学生各１点
◦優 秀 賞：全国連合小学校長会会長賞…………………………小学生３点

　　　　　　　全日本中学校長会会長賞……………………………中学生３点
　　　　　　　全国保護司連盟理事長賞……………………………小学生・中学生各３点
　　　　　　　日本更生保護女性連盟会長賞………………………小学生・中学生各３点
　　　　　　　日本ＢＢＳ連盟会長賞………………………………小学生・中学生各３点
　　　　　　　日本更生保護協会理事長賞…………………………小学生・中学生各３点

第66回“社会を明るくする運動”
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

作文コンテストのお知らせ



推進委員会 事務局（保護観察所） 郵便番号 住　　　所 電話番号

札 幌 地 区 札幌保護観察所 060-0042 北海道札幌市中央区大通西12丁目 011-261-9225

道 南 地 区 函館保護観察所 040-8550 北海道函館市新川町25-18 0138-26-0431

旭 川 地 区 旭川保護観察所 070-0901 北海道旭川市花咲町4丁目 0166-51-9376

道 東 地 区 釧路保護観察所 085-8535 北海道釧路市幸町10-3 0154-23-3200

青 森 県 青森保護観察所 030-0861 青森県青森市長島1-3-25 017-776-6419

岩 手 県 盛岡保護観察所 020-0023 岩手県盛岡市内丸8-20 019-624-3395

宮 城 県 仙台保護観察所 980-0812 宮城県仙台市青葉区片平1-3-1 022-221-1451

秋 田 県 秋田保護観察所 010-0951 秋田県秋田市山王7-1-2 018-862-3903

山 形 県 山形保護観察所 990-0046 山形県山形市大手町1-32 023-631-2277

福 島 県 福島保護観察所 960-8017 福島県福島市狐塚17 024-534-2246

茨 城 県 水戸保護観察所 310-0061 茨城県水戸市北見町1-1 029-221-3942

栃 木 県 宇都宮保護観察所 320-0036 栃木県宇都宮市小幡2-1-11 028-621-2391

群 馬 県 前橋保護観察所 371-0026 群馬県前橋市大手町3-2-1 027-237-5010

埼 玉 県 さいたま保護観察所 330-0063 埼玉県さいたま市浦和区高砂3-16-58 048-861-8287

千 葉 県 千葉保護観察所 260-8513 千葉県千葉市中央区中央港1-11-3 043-204-7791

東 京 都 東京保護観察所 100-0013 東京都千代田区霞が関1-1-1 03-3597-0120

神 奈 川 県 横浜保護観察所 231-0001 神奈川県横浜市中区新港1-6-2 045-201-3006

新 潟 県 新潟保護観察所 951-8104 新潟県新潟市中央区西大畑町5191 025-222-1531

山 梨 県 甲府保護観察所 400-0032 山梨県甲府市中央1-11-8 055-235-7144

長 野 県 長野保護観察所 380-0846 長野県長野市旭町1108 026-234-1993

静 岡 県 静岡保護観察所 420-0853 静岡県静岡市葵区追手町9-45 054-253-0191

富 山 県 富山保護観察所 939-8202 富山県富山市西田地方町2-9-16 076-421-5620

石 川 県 金沢保護観察所 920-0024 石川県金沢市西念3-4-1 076-261-0058

福 井 県 福井保護観察所 910-0019 福井県福井市春山1-1-54 0776-22-2858

岐 阜 県 岐阜保護観察所 500-8812 岐阜県岐阜市美江寺町2-7-2 058-265-2651

愛 知 県 名古屋保護観察所 460-8524 愛知県名古屋市中区三の丸4-3-1 052-951-2949

三 重 県 津 保 護 観 察 所 514-0032 三重県津市中央3-12 059-227-6671

滋 賀 県 大津保護観察所 520-0044 滋賀県大津市京町3-1-1 077-524-6683

京 都 府 京都保護観察所 602-0032 京都府京都市上京区烏丸通今出川上る岡松町255 075-441-5141

大 阪 府 大阪保護観察所 540-0008 大阪府大阪市中央区大手前4-1-76 06-6949-6240

兵 庫 県 神戸保護観察所 650-0016 兵庫県神戸市中央区橘通1-4-1 078-351-4004

奈 良 県 奈良保護観察所 630-8213 奈良県奈良市登大路町1-1 0742-23-4869

和 歌 山 県 和歌山保護観察所 640-8143 和歌山県和歌山市二番丁2 073-436-2501

鳥 取 県 鳥取保護観察所 680-0842 鳥取県鳥取市吉方109 0857-22-3518

島 根 県 松江保護観察所 690-0841 島根県松江市向島町134-10 0852-21-3767

岡 山 県 岡山保護観察所 700-0807 岡山県岡山市北区南方1-8-1 086-224-5661

広 島 県 広島保護観察所 730-0012 広島県広島市中区上八丁堀2-31 082-221-4495

山 口 県 山口保護観察所 753-0088 山口県山口市中河原町6-16 083-922-1337

徳 島 県 徳島保護観察所 770-0851 徳島県徳島市徳島町城内6-6 088-622-4359

香 川 県 高松保護観察所 760-0033 香川県高松市丸の内1-1 087-822-5445

愛 媛 県 松山保護観察所 790-0001 愛媛県松山市一番町4-4-1 089-941-9983

高 知 県 高知保護観察所 780-0850 高知県高知市丸ノ内1-4-1 088-873-5118

福 岡 県 福岡保護観察所 810-0073 福岡県福岡市中央区舞鶴1-4-13 092-761-6736

佐 賀 県 佐賀保護観察所 840-0041 佐賀県佐賀市城内2-10-20 0952-24-4291

長 崎 県 長崎保護観察所 850-0033 長崎県長崎市万才町8-16 095-822-5175

熊 本 県 熊本保護観察所 862-0971 熊本県熊本市中央区大江3-1-53 096-366-8080

大 分 県 大分保護観察所 870-8523 大分県大分市荷揚町7-5 097-532-2053

宮 崎 県 宮崎保護観察所 880-0802 宮崎県宮崎市別府町1番1号 0985-24-4345

鹿 児 島 県 鹿児島保護観察所 892-0816 鹿児島県鹿児島市山下町13-10 099-226-1556

沖 縄 県 那覇保護観察所 900-0022 沖縄県那覇市樋川1-15-15 098-853-2945
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お問い合わせ先 “社会を明るくする運動”都道府県推進委員会事務局



第65回“社会を明るくする運動”作文コンテスト入賞作文集

発　行　更生保護法人　立川更生保護財団

編　集　“社会を明るくする運動”中央推進委員会事務局

製　作　株式会社　双文社

※本作文集の作品を転載する場合は、法務省保護局更生保護振興課に御連絡

　ください。

平成28年4月発行　



“社会を明るくする運動”中央推進委員会
更生保護法人 立川更生保護財団
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第64回“社会を明るくする運動”
作文コンテスト

幸福（しあわせ）の黄色い羽根

更生ペンギンのホゴちゃん

主唱／法務省
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